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前　言

　宗教信仰は、伝統を重んずる一方で、同時に絶えず変容を蒙るものである。

　現在、中国各地の寺廟において祭祀される神々は、唐以前の記録には見えないものが多

い。また唐より前の資料に見えるものであっても、現在ではその形象が大きく変容してい

るものがほとんどである。

　例えば、関帝・八仙・嬬祖・玄天上帝・二郎神などの神々は、唐以前に神として祭祀さ

れていたとする資料はほとんど無いか、あったとしても非常に少ない。これらの神の信仰

が隆盛に向かうのは、元代以降のことである。また民間信仰に限らず、仏教の仏菩薩、例

えば観音菩薩や弥勒菩薩なども、元代以降には大きくその姿を変えている。

　それでは宋から元代にそういった形象が定着したのかと言えば、それも単純には言えな

い。一例として八仙を挙げるなら、呂洞賓をはじめとする八仙は、元代においても人員が

確定せず、結局は明末に至って始めて、現在見られる姿となる。すなわち李鉄拐・漢鍾離・

呂洞賓・張果老・韓湘子・藍采和・何仙姑・曹国舅の八名である。元代の記録では、何仙

姑や曹国舅が抜けて徐神翁や張四郎などが入るものの方がむしろ多い（1）。このように、

明末に至ってようやく形象が固まるという例もある。

　さらに、明末以降においても神々の形象は変化する。この点で大きな役割を果たしたの

は小説『封神演義』である。この小説は神々の由来を説いたもので、小説自体よりも、語

り物や芝居にアレンジされて、民衆の間に大流行した。そのために、現在の民間層におけ

る神々のイメージは、『封神演義』の影響を強く受けている。例えば卿旺太子は、現在の大

半の廟では、風火輪に乗り、槍と輪と布を持つ姿を祀るのが一般的であるが、『封神演義』

以前ではこのような形象はほとんど見られない（2）。『封神演義』が流行することにより、

神像の形象までもが影響を受けて変容したのである。また『西遊記』も、同じようにかな

りの影響力を持った。台湾やシンガポールなどの各地の民間信仰で、孫悟空を斉天大聖と

して祀るのは、もちろん『西遊記』の流行以前には無かったことである。

　但し、『封神演義』がすべての神々のイメージに影響を及ぼしたかというと、これも一面

的なものでしかない。例えば三目を持っことで有名な二郎神であるが、『封神演義』やそれ

以前の形象では、二眼に描かれている。その衣冠も、現在のよく知られている姿と、『封神

演義』のものとではかなり異なる。

　また、華光神のように、元明代に関帝に勝るとも劣らぬほどの盛んな信仰を有しながら、

清代において信仰が衰えた神もある。

　つまり現代祭祀される神々の多くは、極めて大雑把に述べるならば、唐代以降に発生し、

宋元から明にかけて信仰を発展させ、その形象を大きく変容させ、そして清代にかけて定

着していったものである。むろん、それぞれの神々の信仰の発展と変容については、当然

のことながら大きな差異が存在する。
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　しかしその中でも特に重要なのは元から明代における信仰の変化であろう。多くの神々

の信仰や形象は、この時期に大きく変化し、明末から清代へとっながっていく。

　ところが、この時期の神々の変容については不明確な部分が多い。随筆や類書、また通

俗文学作品などに見えるこれらの神々の記載は、断片的なものに過ぎないし、また道教経

典においては、これらの新しく発展した神々の姿は、『道法会元』（3）など一部の資料を

除いては非常に少ない。これは『正統道蔵』の編纂された明末までに、新興の神々が、ま

だ道教神としての十分な地位を獲得していないということが反映している。

　神々の信仰に関しては、早期には清の趙翼が『咳余叢考』において様々な角度から考察

を行い、さらに黄斐黙が『集説詮真』（4）において、民間信仰に対して批判的な立場から、

その由来や変遷について検討する（5）。これらの多くの研究を踏まえて出されたのが、呂

宗力・簗保群両氏の『中国民間諸神』であった（6）。この書は『集説詮真』における文献

蒐集と考証とを拡充する形で神々の発展の過程を明らかにする、画期的な著作であり、民

間信仰研究の最も基礎的な資料となった。また王秋桂・李豊　両氏の編になる『中国民間

信仰資料彙編』（7）も、『集説詮真』などを含め、『神仙鑑』や『古今図書集成』の「神異

典」など、重要な文献を網羅する。これらの書の出版によって、中国の民間信仰研究は飛

躍的に進展する土台を得た。

　しかし、『集説詮真』にしろ、『中国民間諸神』にしろ、多くの神々の考証において、最

も依拠しているのは、『三教源流捜神大全』（以下『三教捜神大全』と称す）である。何故

なら、元から明という、その信仰が発展した最も重要な時期において、神々についてまと

まった記載を残す書物は他にないからである。これは、『中華道教大辞典』（8）のような、

道教サイドに重点を置いて編集された資料においても同様である。

　むろん、一方で『三教捜神大全』に記載の無い神も多く、また『封神演義』のような、

より民間のサイドに傾斜した資料も重要である。それにしても民間信仰を研究する上での

『三教捜神大全』の重要度は変わらない。

　ただ、これまで『中国民間諸神』などの研究書においては、『三教捜神大全』より以前の

資料との比較や、『三教捜神大全』記事そのものの形成については、あまり注意されてこな

かった。特に、道教側に『道法会元』という重要な資料があるにもかかわらず、その関連

性にっいてはこれまでほとんど検討の対象になっていない。

　小論は、主として『三教捜神大全』に所載の神々のうち、特に「元帥」と呼ばれる一連

の神格にっいて、『道法会元』などの諸資料と比較することによって、その変容の過程を探

るものである。また併せて『三教捜神大全』それ自体の性格について考証することを目的

とする。もとより道教と民間信仰における神々の変遷は複雑な経緯を経ているため、その

ごく一部分を解明するに止まるであろう。だが関帝や趙玄壇や王霊官といった神々は、現

在でも多くの寺廟において盛んに信仰されており、その信仰について調べることは、現代

の宗教文化を解明するためも重要であると考える。
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注

1．拙稿「『八仙東遊記』における「過海」故事の変容」（『東方学の新視点』五曜書房・2003

　年）343～368頁参照。

2．拙稿「卿吃太子考」（『道教の歴史と文化』雄山閣出版1998年）167～］96頁参照。

3．　『道法会元』（『正統道蔵』正一部SN．1220）

4．黄斐黙『集説詮真』（王秋桂・李豊　編『中国民間信仰資料彙編第一輯』台湾学生書局・

　　1989年）

5．また、早期の重要な著作として、アンリ・ドレ（Henri・Dor6）著『Resθarehes・ln　to・Chinese

　Superstitionsi』（Kennelly訳・リプリント1987年・原版1914年刊）、ウェルナー（E．T．　C．

　Werner）著『Myths　and　Lθgen（ds　of　CfUJna』（Dover・1994年リプリント・原版1922年刊）

　　などがある。

6．まず1986年に一冊本の宗力・劉群『中国民間諸神』（河北人民出版社・1986年）が出

　　され、その後、上下二冊本の呂宗力・饗保群『中国民間諸神』（河北人民出版社・改訂

　版・2001年）が出版された。この改訂版においては多くの記事が追加され、また画像

　なども写真を使用している。

7．王秋桂・李豊　編『中国民間信仰資料彙編第一輯』（台湾学生書局・1989年）

8．胡孚探主編『中華道教大辞典』（中国社会科学出版社・1995年）
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第一章　『三教捜神大全』の構成

1．三種の「捜神」資料

　『三教捜神大全』の各記事は、明代に編纂されたもので、当時における神の信仰状況を

示す資料として非常に重要なものである。ただ、その記事の多くは元代に成立した『捜神

広記』に基づいている。そのため、記事の書かれた時代は項目ごとに異なっている。また

さらに、各記事の記載自体が、それまでに存在した史書や類書、経典などからの抜き書き

となっている。この書を総体として論ずるのは、甚だ困難であると言ってよい．

　さて『三教捜神大全』の記事の数は百三十余に及ぶが、そのうち「儒氏源流」から「紫

姑神」までの五十八項目にっいては『捜神広記』をほぼ踏襲している。そのため、幾つか

の記事においては、『三教捜神大全』の書かれた明代ではなく、『捜神広記』が書かれた元

代の状況を記すことがむしろ主となっている。例えば関帝については、明代の「関聖帝君」

という称号を用いるのではなく、元時の「義勇武安王」をもって記される。二郎神も、「清

源妙道真君」と称される。この五十八項目に含まれる神々については、元代にすでに有力

な信仰があったと想定され、その記事にも比較的古いものが残されていると考えられる。

しかしこれらの神々が、明代においても盛んな信仰を有していたとは限らない。これも個々

の神々で事情は異なる。

　さらに同類の書として、明代には『捜神記大全』が編纂されている。この書においては、

『三教捜神大全』と同様に『捜神広記』の記事のほとんどを踏襲しているものの、各神の

項目をその性格ごとに再編集し、順序をほぼすべて入れ替えている。増加された神の記事

については、『三教捜神大全』と一致する部分も見える。

　本章では、このような相違が何故生じたかについて、『捜神広記』『三教捜神大全』『捜神

記大全』の三種の資料を比較することによって考えてみたい。

2．三種の資料の成立について

　『捜神広記』の正式な題名は、『新編連相捜神広記』である。この書は李豊　氏の指摘に

ある通り、元の秦子晋の編になるものである。しかし、この秦子晋の事跡についてはほと

んどわからない。一部資料では明人とするが、これは誤りであろう。李豊　氏は『捜神広

記』について次のように記す（1）。

『新編連相捜神広記』前後二集は、「准南秦子晋」の撰と題す。いま北京図書館に

一本を蔵す。しかしこの撰者、秦子晋の生平については分からない。この本の刊

刻や流通の状況についてもほとんど不明である。『捜神広記』の早期の版本として

知られているのは、毛晋（一五九七～一六五九）の汲古閣旧蔵本である。毛晋の

子の毛康（一六四〇～一七一〇）はかつて『汲古閣珍蔵秘本書目』の子部類に、

注を施して言う。「凡そ三教の聖賢及び世の奉ずるところの諸神について画像を付
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し、おのおのその姓名や称号、郷里や封爵・言盆号などについて詳細に記す。また

奇書というべきである」。汲古閣の蔵書が散イ失してよりは、この珍奇なる書もまた

行方がわからなくなった。その後、葉徳輝及びその友人の金蓉鏡が北京の書璋に

おいてこの本を見た時には、その巻首には毛氏の印があった。これにより、この

本がまさにかって汲古閣に旧蔵された元版の『画像捜神広記前後集』（『重刊三教

捜神大全』序及び後序による）であることがわかる。現在北京図書館に蔵される

本は、これと同一の版であると思われる。鄭振鐸はこれを元版とした。しかし傅

増湘は秦子晋を明代の人とする。（略）この『捜神広記』が編纂され、流通した時

代については、元朝あるいはそれに近い時期であるとされる。その論拠としては、

記事の中に見られる封号や論号がすべて元時のものにとどまり、かつ元朝を一律

に「聖朝」と称していることが挙げられる。

葉徳輝がこの『捜神広記』を北京で発見した経緯については、『三教捜神大全』の序に詳し

い。葉徳輝は汲古閣旧蔵の『捜神広記』をいったん得たものの、その後これを失い、代わ

りにその後得た類書の『三教捜神大全』を復刻したものである。

　『捜神広記』の編纂が元代であることは問題ないと思われるが、その項目の幾つかにつ

いては、宋代に遡ると見なしてもよいであろう。特に「聖祖尊号」の記事の存在は重要で

ある。ここで扱われている保生天尊は、宋の皇室の祖先とされた神である。記事の中身で

あればともかく、項目名に「聖祖」を使用するのは、この書の体裁の一部分が宋代に既に

成立していたことを示唆するものと推察される。

　『三教捜神大全』の編者については、現時点では「不明」とするより他はない。葉徳輝

の指摘によれば、「慧遠禅師」「鳩摩羅什禅師」など幾つかの僧侶の伝については、永楽年

間の『神僧伝』から抄緑したものであり、ほとんど内容が一致する。李豊　氏は『三教捜

神大全』については、次のように記す（2）。

『三教捜神大全』七巻は、題名を『三教源流聖帝仏祖捜神大全』と称す。日本の

内閣文庫に明刊本を蔵す。その巻末には、「西天竺蔵版」の文字がある。この七巻

本が最も早期の版であると考えられる。（略）その内容は葉徳輝が宣統元年（一九

〇七）に復刻した郎園校刊本とほぼ同じである。この復刻本は、江陰の膠茎孫旧

蔵の「明刻絵図本」に依拠したものである。（略）この他、日本の宮内庁書陵部に

は四知館楊麗泉の晩明刊本が蔵する。これもまた七巻本である。（略）

また葉徳輝は『三教捜神大全』復刻版の後序において次のように述べる（3）。

元の『捜神広記』については、昔これを京師の書璋において見たことがある。そ

の版は毛氏汲古閣旧蔵本であり、毛氏の印があった。（略）この『三教捜神大全』
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は明人が元版の『捜神広記』の記事を増加して翻刻したものであろう。書中にし

ばしば「皇明」の年号を称することから、そのことが判明する。また多くの僧侶

の伝については、永楽年間の『神僧伝』の記事を写したものであり、その部分の

文章についてはほとんど変更が加えられていない。（4）

すなわち『三教捜神大全』は、『捜神広記』の記事をほぼ踏襲しっっ、さらに多くの記事を

追加して編纂されたものである。この書が永楽年間以降に成ったものであるのは間違いな

く、恐らく明の後期であることは推察可能だが、その時期が何時なのかは具体的にはわか

らない。

　また『捜神記大全』は、序文によれば羅懸登が編纂を行ったものと推察される。羅懲登

は明の万暦年間に活躍した人士で、通俗小説『三宝太監西洋記』の著者として知られてい

る。これについても李豊　氏の解説がある（5）。

『新刻出像増補捜神記大全』六巻は、日本内閣文庫に所蔵する金陵唐氏富春堂の

刊による明刊本がある。この書は羅慰登が書いた万暦二十一年（一五九三）の序

がある。それによれば、三山富春堂の『捜神記大全』は、「不備であると思われる

ところを増加」したのだと言う。また「巻ごとに整理し、分類を改め、絵図を付

した」とする。すなわち、その前に存在した「捜神」類書を整理したものである。

張国祥が勅令を奉じて『続道蔵』を編纂した時、この『捜神記大全』を収録した。

ただその題名は『捜神記』としている。この『続道蔵』本には伝のみあって図が

ない。『続道蔵』に収録されたのは万暦三十五年（一六〇七）である。

これによれば、『捜神記大全』はほぼ明の万暦年間前の編集と推察される。さらに別に『続

道蔵』に収録されたものは、序文はあるものの、羅の署名が省かれている。また『捜神記』

という題名からか、これを晋の干宝の『捜神記』と混同することもあった。

　『捜神記大全』と『三教捜神大全』の関係は、直接には明らかではない。『捜神記大全』

と『三教捜神大全』に幾つかの共通する記事があるのは確かであるが、それは『捜神記大

全』が『三教捜神大全』から取ったとは考えにくい点もある。

　このことにっいて考えるために、三種の資料にどの神が収録されているかについて、以

下に表をもって示す。なお、この表にある番号は項目ごとに出現順に便宜的に付したもの

である。

『捜神広記』 番号 『三教捜神大全』 番号 『捜神記大全』 番号

儒氏源流 1 儒氏源流 1 儒氏源流 1

釈氏源流 2 釈氏源流 2 釈氏源流 2
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道教源流 3 道教源流 3 道教源流 3

聖母尊号 4 （附）聖母尊号

玉皇上帝 5 玉皇上帝 4 玉皇上帝 4

聖祖尊号 6 聖祖尊号 5 （附）聖祖尊号

聖母尊号 7 聖母尊号 6 （附）聖母尊号

東華帝君 8 東華帝君 7 東華帝君 6

西王母 9 西霊王母 8 西王母 7

后土皇地祇 10 后土皇地祇 9 后土皇地祇 5

玄天上帝 11 玄天上帝 10 玄天上帝 23

梓憧帝君 12 梓漣帝君 11 梓潅帝君 25

三元大帝 13 三元大帝 12 上元・中元・下元大帝 8，9」0

東嶽 14 東嶽 13 東嶽 11

至聖姻霊王 15 至聖煩霊王 14 至聖姻霊王 32

佑聖真君 16 佑聖真君 15 佑聖真君 33

南嶽 17 南嶽 16 南嶽 12

西嶽 18 西嶽 17 西嶽 13

北嶽 19 北嶽 18 北嶽 14

中嶽 20 中嶽 19 中嶽 15

四涜 21 四涜 20 四涜神 16

酒州大聖 22 酒州大聖 21 酒州大聖 54

五聖始末 23 五聖始末 22 五聖始末 31

万　號国公 24 万　｛號国公 23 万　號国公 79

許真君 25 許真君 24 許真君 27

宝誌禅師 26 宝誌禅師 25 宝誌禅師 51

盧六祖 27 盧六祖 26 盧六祖 52

三茅真君 28 三茅真君 27 三茅真君 29

薩真人 29 薩真人 28 薩真人 39

衰千里 30 蓑千里 29 蓑千里 35

傅大士 31 傅大士 30 傅大士 55

崔府君 32 崔府君 31 崔府君 85

普庵禅師 33 普庵禅師 32 普庵禅師 53

呉客三真君 34 呉客三真君 33 呉客三真君 26

昭霊侯 35 昭霊侯 34 昭霊侯 107

義勇武安王 36 義勇武安王 35 義勇武安王 74

清源妙道真君 37 清源妙道真君 36 灌ロニ郎神 56
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威恵顕聖王 38 威恵顕聖王 37 威恵顕聖王 77

祠山張大帝 39 祠山張大帝 38 祠山張大帝 30

掠刷使 40 掠刷使 39 掠刷使 144

松江遊変神 41 ｝公江遊変神 40 ；公江遊変神 60

常州武烈帝 42 常州武烈帝 41 常州武烈帝 71

揚州五司徒 43 揚州五司徒 42 揚州五司徒 72

蒋荘武帝 44 蒋荘武帝 43 蒋荘武帝 70

嵩女 45 蓮女 44 麓女 128

威済李侯 46 威済李侯 45 威済李侯 83

趙元帥 47 趙元帥 46 趙元帥 80

杭州蒋相公 48 杭州蒋相公 47 杭州蒋相公 87

増福相公 49 増福相公 48 増福相公 145

嵩里相公 50 嵩里相公 49 嵩里相公 88

霊狐侯 51 霊狐侯 50 霊狐侯 84

鍾埴 52 鍾旭 51 鍾埴 149

神i崇諺塁 53 神i崇塵塁 52 神i禁罷塁 148

五疽使者 54 五癌使者 53 五癌使者 142

司命竈神 55 司命竈神 54 司命竈神 150

福神 56 福神 55 福禄財門 146

五盗将軍 57 五盗将軍 56 五盗将軍 143

紫姑神 58 紫姑神 57 刷神 151

五方之神 58 五方之神 17

南華荘生 59

観音菩薩 60 南無観世音菩薩 44

王元帥 61

謝天君 62

大妨夫人 63 順蕗夫人 136

天妃娘娘 64 天妃 127

混燕廉元帥 65

李元帥 66

劉天君 67

王高二元帥 68

田華畢元帥 69

田呂元帥 70

党元帥 71
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石元帥 72

葉瓠 74 嬰瓠 126

楊元帥 75

高元帥 76

霊官馬元帥 77

孚祐温元帥 78

朱元帥 79

張元帥 80

辛興筍元帥 81

鉄元帥 82

太歳般元帥 83

斬鬼張真君 84

康元帥 85

風火院田元帥 86

孟元帥 87

慧遠禅師 88

鳩摩羅什禅師 89

仏陀耶舎禅師 90

曇無娼禅師 91

仏駄祓陀羅禅師 92

杯渡禅師 93

宝公禅師 94

智操禅師 95

大志禅師 96

玄　禅師 97

元珪禅師 98

通玄禅師 99

一行禅師 100

無畏禅師 101

金剛智禅師 102

鑑源禅師 103

獺残禅師 104

西域僧禅師 105

本浄禅師 106
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地蔵王菩薩 107 地蔵王菩薩 46

知玄禅師 108

青衣神 109 青衣神 129

九鯉湖仙 110 九鯉湖仙 65

し

張天師 111 張天師 28

王侍辰 112 王侍辰 34

盧山匡阜先生 113 盧山匡阜先生 67

黄仙師 114 黄仙師 95

北極駆邪院 刊5 北極駆邪院左判官 24

那叱太子 116

五雷神 117 雷神 21

雷母神 118 電神 22

風伯神 119 （附）風伯

雨師神 120 （附）雨師

海神 121 海神 66

湖神 122 （附）湖神

水神 123 （附）水神

波神 124 （附）波神

洋子江三水府 125 洋子江三水府 59

瀟公爺爺 126 瀟公 57

曇公爺爺 127 曼公 58

開路神君 128 開路神 152

法術呼律令 129 （附）律令

門神二将軍 130 門神 147

天王 131 天王 45

太乙 18

（宗三舎人）

（楊四将軍）

肩吾 19

燭陰 20

張果老 36

西嶽真人 37

太素真人 38

寿春真人 40

負局先生 41
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律呂神 42

劉師 43

金剛 47

十大明王 48

十地閻君 49

十八尊阿羅漢 50

洞庭君 61

湘君 62

巣湖太姥 63

宮亭湖神 64

蘇嶺山神 67

新羅山神 68

射木山神 69

西楚覇王 73

零陵王 75

恵応王 76

金山大王 78

彰元帥 81

潤済侯 82

陸大夫 86

祖将軍 89

花卿 90

華山之神 91

最家香火 92

広平呂神翁 93

黄陵神 94

江東霊籔 96

協済公 97

霊義侯 98

張昭烈 99

張七相公 100

敢七公 101

孫将軍 102

張将軍 103

順済王 104
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横浦龍君 105

道州五龍神 106

仰山龍神 108

黄石公 109

石神 110

楚雄神石 111

石亀 112

鐘神 113

馬神 114

青蛇神 115

金馬碧難 116

金精 117

火精 118

陳宝 119

黒水将軍 120

木居士 121

磨嵯神 122

黄魔神 123

向王 124

竹王 125

白水素女 130

馬大仙 131

聖母 132

温孝通 133

孝烈将軍 134

霊沢夫人 135

塞将夫人 137

誠敬夫人 138

銚娘 139

曹蛾 140

二孝女 141

翁仲二神 153

3　三種の資料の影響関係について

　ここでは、三種の資料の各項目における差異を考察してみたい。
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　まず、『三教捜神大全』も『捜神記大全』も、「儒氏源流」から「紫姑神」までの項目は、

ほぼ『捜神広記』を踏襲している。ただ、『捜神広記』においては、「道教源流」直後の「聖

母尊号」の項目は独立しているのに対し、『三教捜神大全』『捜神記大全』ではそうなって

いない。また『三教捜神大全』が、『捜神広記』の項目の順序までをほぼ踏襲し、「儒氏源

流」から「紫姑神」までがほぼ一致しているのに対し、『捜神記大全』の方は順序をかなり

入れ替えている。

　ただ、『捜神広記』の項目の構成をほとんど忠実に踏襲している『三教捜神大全』にも、

一つだけ明らかに異なる部分が存在する。それは「聖母尊号」の記事である、

　「聖母尊号」という記事は、『捜神広記』では「道教源流」の直後と、「聖祖尊号」の後

と、二箇所に存在している。『三教捜神大全』では、その二項目を一箇所にまとめて、「聖

祖尊号」の後に置いている。そのため、『捜神広記』における記事の数は「儒氏源流」から

「紫姑神」まで五十八項目あるのに対し、『三教捜神大全』の同じ箇所では、一つ減じて五

十七項目となっている。

　しかし、この処理には問題があると言わねばならない。例えば、「聖母尊号」の記事の内

容は、次のようなものである。

・「聖母尊号」

唐の則天武后の光宅二年（六八五）九月甲寅に、聖母に追尊して「先天太后」と

する。その祖殿は毫州の太清宮がこれである。（6）

『国朝会要』に言う。天禧元年（一〇一七）三月六日に、聖祖の母に「元天大聖

后」との尊号を奉る。これに先んじて大中祥符五年（一〇一二）に聖母に侯を号

し、充州の太極観が落成のおりには、王旦などに命じ、詔を奉って封冊の礼を行

った。（7）

明らかに、この二っは本来別の事柄を述べたものである。そもそも前者は唐代の話であり、

後者は北宋でのことである。前者の「先天太后」については、『旧唐書』に次のような記載

がある（8）。

（開元二九年：七四一）三月壬子、（玄宗は）玄元宮に拝謁された。聖祖の母益寿

氏に「先天太后」との号を与えられた。（9）

また「元天大聖后」については、『宋史』に記載がある（10）。

（大中祥符五年・一〇一二）閏十月、九天司命保生天尊を号して、「聖祖上霊高道

九天司命保生天尊大帝」とする。また聖祖の母を号して「元天大聖后」とする。
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（11）

すなわち、「先天太后」とは、唐代に「聖祖」とされた太上老君の聖母のことであり、「元

天大聖后」とは、宋代に「聖祖」とされた保生天尊の聖母を指す。同じく「聖母」という

称号を有するものの、実際には全く異なる神格である。

　先天太后に関して、「祖殿」とされた毫州の太清宮は、現在、河南省鹿邑県にある太清宮

のことである。太清宮の後殿は先天太后を祀り、洞雷宮と称す。殿前にある宋の真宗が建

立した「先天太后賛」の碑文が有・名である。

　『捜神広記』においては、「道教源流」の項目で太上老君の事跡を述べた後に、その母た

る「先天太后」の封号を掲げる。そして「聖祖尊号」で保生天尊の封号を記した後、「元天

大聖后」の封号を掲げる。これは、紛らわしいところがあるとはいえ、記述としては首尾

一貫していて問題はない。

　しかるに、『三教捜神大全』においては、別神である両者をただ「聖母尊号」という項目

名から単純に結びつけ、これを合わせて「聖祖尊号」の後に置いている。これはその内容

を全く理解しない上での改変であり、誤った処理と言わねばならない。このような改変を

あえて行ったところに、『三教捜神大全』の編集者の教養レベルが露呈していると言えるか

もしれない。

　一方で『捜神記大全』の方は、『捜神広記』と同様にこの項目を二箇所に配置し、特にこ

れを改変することはしていない。ただ、文中の「光宅二年」を誤って「光宅三年」とする。

これについては、かえって『捜神広記』と『三教捜神大全』の間で「光宅二年」としてお

り一致する。ちなみに、『続道蔵』本でもここを「光宅三年」としており、『続道蔵』本は

富春堂本に基づいている可能性が高い。

　さてこのような「聖母尊号」の記載から、『捜神記大全』の編者が『三教捜神大全』を参

照したのではないことは、確実であると考えられる。何故なら『三教捜神大全』のような

形に改変された「聖母尊号」の記事について、再びこれを分離して、より原形に近い記載

に戻すことは不可能だからである。これより、『捜神記大全』は『捜神広記』か、或いはそ

れを引き継いだ「捜神」類書の記載をそのまま襲っていることが想定される。

　それではその逆、『三教捜神大全』が『捜神記大全』を参照した可能性にっいてはどうで

あろうか。幾っかの記載からは、その可能性も低いことが分かる。

　例えば二郎神にっいて、『捜神記大全』はこれを「灌口二郎神」という項目名で収録する。

しかし、『捜神広記』『三教捜神大全』では共に「清源妙道真君」とする。これも、『三教捜

神大全』の側が、後に原形に近い形に戻したと考えるのは無理である。

　では『捜神広記』に見えず、『三教捜神大全』と『捜神記大全』の両者のみにおいて共通

する記事が幾っか存在することについてはどうかというと、これはむろん、相互における

影響を想定した方がよい。しかしこれも例えば、「雷神」「風伯」「雨師」などの項目では一

致する文章が多いものの、「天妃」の項目などは『三教捜神大全』の方の文章量が圧倒的に
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多く、その内容もかなり異なっている。

　このような事情を勘案すると、『三教捜神大全』と『捜神記大全』の間には、直接の関係

は無く、むしろ『捜神広記』の後に、これとは別に編纂された「捜神」類書が存在したと

想定する方がよいと思われる。『三教捜神大全』と『捜神記大全』とは、おそらくその「捜

神」類書に基づいて、それぞれ勝手に改変を行ったものであろう。

　このことについては、李献璋氏がすでに詳しい考察を加えている。なおこの考察中にお

いて、李氏は『捜神記大全』を『増補捜神記』、『三教捜神大全』を『三教捜神』とそれぞ

れ称している（12）。

第一に問題なのは、『増補捜神記』と『三教捜神』における記事の異同と、相互の

間にどんな関係が認められるか、のことである。それにっいて、双方に共通する

神々をみると、神の名称は前者に西王母とあるのが、後者に西王霊母、四涜神が

四涜、灌口二郎神が清源妙道真君、側神が紫姑神、または順鯨夫人が大妨夫人と

なっているものもあるが、どちらかと言えば、同じものが多い。しかし記事の内

容になるとまちまちで、例えば、釈氏源流の東華帝君や南嶽・西嶽・北嶽・中嶽・

四涜神、及び地蔵王菩薩などは完全に一致するけれども、儒氏源流では終の方の

「高皇帝過魯、以大牢祀孔子。有詩賛日…」、道教源流では同じく「宋仁宗御讃…」、

玉皇上帝では最後の「格聯…」が、また后土皇地祇では「真宗皇帝封日…」云々

の、『増補捜神記』にない文句が、『三教捜神』に載せられてある。（略）要するに、

記事が違っているのは総体的に言って、『増補捜神記』よりも『三教捜神』の方が

細かくなっているのが多いので、これだけで考えると両者の関係は自明のように

見られる。しかし、全書のうちの幾らかの記事の繁簡だけをもって、直ちに両書

の全体的関係とすべきでないばかりでなく、『増補捜神記』の記事が逆に『三教捜

神』のより複雑なものもあり、そう俄かに断定はできない。（略）さすれば一方に

おいて、『三教捜神』に『増補捜神記』を潤色・補足したとすべき記事が載せられ、

他方では、却って後者が前者を敷術したらしい、やや細かく、または年代の降る

記事が見えるのでは、それは両書の相互間に縦の関係がなくて、むしろこれ以前

にできていた共通の種本が存在したことを予想せしめるものである。種本が果た

して元板の『捜神広記』というものであるかどうかは断定しかねるが、そうでな

くても、捜神関係の類書に違いないことは、いま考察して来た書物の内容からも

推知せられよう。そのような類書の系統をひきつぎながら、別々に増刷したのが

『増補捜神記大全』と『三教源流捜神大全』であろうと思われる。

李献璋氏は元版の『捜神広記』を見ていなかったようで、この考察には若干の問題もある

が、概ねは首肯できるものである。

　なお、いま『捜神広記』の内容を見るに、李氏の指摘する「儒氏源流」「道教源流」など
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の項目は、『捜神記大全』においては『捜神広記』をそのまま踏襲しており、『三教捜神大

全』の方では、かなり記事を増補していることが分かる。つまりその相違は、『三教捜神大

全』『捜神記大全』両者の編集態度の違いよるものである。恐らく『三教捜神大全』と『捜

神記大全』にっいては、李氏の指摘するように直接の影響関係は無く、『捜神広記』のさら

に後に編纂された別の「捜神」類書があり、それに基づいて各々編集が行われたと考える

のが妥当であろう。

　さて、さらに『三教捜神大全』の項目名で問題だと思われるのが、「北極駆邪院」である。

この項目は、『三教捜神大全』では「北極駆邪院」という名になっているが、実際にはこの

項目は、駆邪院それ自体ではなく、その左判官である顔真卿について述べただけの記事で

ある（13）。

（北極駆邪院）左判官は唐の顔真卿である。（略）（真卿の死後）顔家の子孫が真

卿の書を得て驚いて言う。「これはわが先の太師の親筆である」。そこで塚を掘り、

棺を開けてみたところ、中は空であった。後に白玉婚が言った。「顔真卿どのは北

極駆邪院の左判官になられたのである」。（14）

　これについて、『捜神記大全』の方は、その項目名自体を正確に「北極駆邪院左判官」と

している。完全に『三教捜神大全』の編者の認識に問題があり、『捜神記大全』の編者の態

度が妥当なものである。そもそも、北極駆邪院を司る神格であれば、北極紫微大帝や玄天

上帝などの、もっと高位の神が想定されるはずである。恐らく『三教捜神大全』の編者は、

時として記事の内容を理解しないまま、かなり恣意的に各項目の編集作業を行ってしまっ

たものと思われる。

　しかし一方で、『三教捜神大全』の編者には、なるべく民間信仰で使用されている呼称を

そのまま使おうとする傾向がみられる。例えば、『捜神記大全』の方が「天妃」「蓋公」「曇

公」といった形で項目名を記すのに対し、『三教捜神大全』の方は、より一般的な呼称、す

なわち「天妃娘娘」「薫公爺爺」「曇公爺爺」を用いる。これに関しては、『捜神記大全』の

編者は通俗的な名称をむしろ避けようとしているのではないかと推察される。

　これらの点からも、『三教捜神大全』と『捜神記大全』とでは、その編集に対する姿勢が

かなり異なっており、またお互いに影響を与えている可能性が少ないことが看取できよう。

　以下では、『三教捜神大全』と『捜神記大全』のそれぞれの増補の特色について考察して

みたい。

4．『三教捜神大全』において増補された項目群

　『三教捜神大全』においては、「聖母尊号」を除いたほぼ『捜神広記』の全項目が、その

まま踏襲されていることについてはすでに述べた。ここでは『三教捜神大全』に特有であ

る項目にっいて考えたい。
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　まず、もっとも特徴的なのは、「王元帥」から「孟元帥」までの元帥神に関わる項目群で

あろう。次に「慧遠禅師」「鳩摩羅什禅師」から「本浄禅師」「知玄禅師」などに至る一連

の禅師たちに関わる項目群である。葉徳輝の指摘によれば、この項目群は永楽年間の『神

僧伝』から引用されたものである。ただこの他にも幾つか、「那叱太子⑨「托太子）」など、

『三教捜神大全』にしか見られない項目が存在する。

　まず、禅師たちに関わる項目群について考えてみたい。

　この項目群は『捜神記大全』には存在しない。おそらく、『三教捜神大全』の編者が独自

の判断で加えたものであろう。しかしこれらの項目群が追加された理由については不明で

あるとするしかない。むろん、編者はその必要性を考慮していたと考える。憶測するに、

『三教捜神大全』は、その書名に「三教」を謳うものの、収録される神々は道教系或いは

民間信仰系のものが圧倒的に多い。この欠を補うために、編者は他の仏書から禅師の項目

をそのまま取り入れたのではないだろうか。

　もっとも『三教捜神大全』では、そもそも儒教系の神の項目が「儒氏源流」のみしか存

在しない。この点からしてすでに、「三教」の題目が所詮名目的なものに過ぎないことが露

呈してしまっているが、これにっいては、儒教の聖人は当時孔子を除いてはほとんど信仰

の対象となっていなかったという状況を勘案すべきであろう。ましてや、民間信仰系の神

がかなり主要な部分を占める『三教捜神大全』では、儒教の聖人が入る余地は少ないし、

またおそらく編者の側も、その必要性を認めなかったのであろう。もっともこれはこれで、

別の意味で儒教と民間信仰との間の「意識」の乖離を示唆するものである。

　ところで、そもそも『捜神広記』において仏教系の神仏の項目が立てられているものは、

僅かに「釈氏源流」「酒州大聖」「宝誌禅師」「盧六祖」「傅大士」「普庵禅師」がある程度に

すぎない。これは確かに、当時の信仰状況から考えてもバランスを欠くものであると考え

られる。『三教捜神大全』『捜神記大全』が共に基づいたと考えられる「捜神」類書は、こ

れに「観音菩薩」「地蔵菩薩」「天王」などの項目を加えているが、それにしても仏教関連

の神仏伝の少なさは際だっている。そのため、この欠を補うために『三教捜神大全』の編

者は、『神僧伝』から禅師たちの伝記を追加したものであろう。

　ところで『三教捜神大全』において、『神僧伝』から引用されたと思われる項目は、「慧

遠」「鳩摩羅什」「仏陀耶舎」「曇無端」「仏駄蹟陀羅」「杯渡」「宝公」「智環」「大志」「玄奨」

「元珪」「通玄」「一行」「無畏」「金剛智」「鑑源」「獺残」「西域僧」「本浄」「知玄」の各禅

師の伝記である。いまこれを『神僧伝』と比べると、その巻二から巻七までの範囲からピ

ックアップされていることがわかる。各禅師の伝の本文はかなり一致する（15）。

　しかし、『三教捜神大全』の編者が、いかなる基準でこれらの禅師を選び出したのか、い

まひとつ判然としない。

　例えば『神僧伝』の巻二を見るに、そこに含まれるのは「道安」「曇猷」「曇翼」「曇始」

「法顕」「法暖」「慧遠」「鳩摩羅什」「法安」「曇琶」「僧朗」「仏陀耶舎」「曇無端」「仏駄祓

陀羅」「曇遼」「宝通」「慧紹」「悟詮」の各禅師の伝である。ここから、『三教捜神大全』は
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「慧遠」「鳩摩羅什」「仏陀耶舎」「曇無端」「仏駄祓陀羅」のみをピックアソプしている。

しかし、慧遠や鳩摩羅什を選ぶのは当然としても、道安や法顕などの他の著名な僧侶の伝

をことさらに省いた理由は不明である。ところで、「宝誌」の項目においては、『捜神広記』

にもともと存在していたためか、『三教捜神大全』は、そこだけはその文章を踏襲し、『神

僧伝』の「宝誌」の伝とは内容が異なるものとなっている。

　いずれにせよ、これらの部分においては、単に『神僧伝』からの引用というだけで、独

自性に乏しい部分である。また『三教捜神大全』の性格からしても、そぐわない面がある

例えば、やはり神仏の伝を集めた明の『仙仏奇縦』のような性格の書物であれば、こうい

った禅師の伝があるのは不自然ではないと思われる。

　その『仙仏奇縦』は明の洪応明の撰になるものであり、蓑了凡が序を付している（16）。

この書は大きく二部に分かれる。前半に採録されているのは「老君」や「東王公」「西王母」

に始まり、「白玉蜷」や「魏伯陽」に至る仙人たちの伝であり、後半は「釈迦牟尼仏」「摩

詞迦葉尊者」から「慧遠禅師」「仏図澄」などに至る仏や僧侶たちの伝である。その内容か

ら、『四庫全書総目提要』ではこの書を小説家類に類別する。但しいまこの書の構成を見る

に、『三教捜神大全』のような雑多な寄せ集めといった印象はなく、非常に首尾一貫した姿

勢が感じられる。また民間信仰において有力な神はほとんど収録されていない。

　むろん『仙仏奇縦』と『三教捜神大全』の双方に共通して収録される神仏も若干存在す

るが、両書の記事の性格はかなり異なる。ただ『仙仏奇踏』と比べた場合、『三教捜神大全』

に収録される禅師の伝の配列は、明らかにかなり恣意的と言えよう。この項目群に関して

言えば、独自の資料としての価値も少なく、着目すべき点はあまりないと思われる。ただ、

この項目の不統一さは、『三教捜神大全』の雑多な性格の一端を示すものであるとは言えよ

う。

　次に元帥神に関わる項目群を見てみたい。

　元帥神は、元明代の民間信仰においてかなり特異な地位を占める神である。唐以前の民

間信仰や道教において、これらの神はほとんど現れない。その多くは武神であるが、おそ

らく仏教の密教神の影響を受けて成立したものであると考えられる。また元帥神は、宋以

降に盛んになった雷法と密接な関連を有している。元帥神は、時に元帥という呼称でなく、

「何々天君」と称することも多い（17）。

　元帥の中には、現在の道教や民間信仰においても盛んに祭祀されているものも多い。例

えば、関元帥は後に「関聖帝君」となり、清代以降その信仰は他に並ぶものがないほどの

発展を見せる。趙元帥は、趙玄壇の名称で広く財神として祀られる。王元帥は、王霊官と

して道観に必ずと言ってよいほど神像が置かれる神である。温元帥も、泰山の神として著

名である。しかし一方で、元帥神には、清代以降ではその信仰が衰えたものも多い。例え

ば、馬元帥は元明代にはおそらく関帝に比肩するほどの信仰を有していたが、その後何故

か信仰が衰え、現在では広東一帯を除いてはこれを祀った廟宇は少なくなっている。

　元帥神は現代の道教儀i礼や、また灘戯の中においても重要な地位を占めており、儀礼面
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に関しては、その影響は現在でも大きい（18）。

　『三教捜神大全』においては、元帥神に関わるものとして、「義勇武安王」「趙元帥」「王

元帥」「謝天君」「混黒鹿元帥」「李元帥」「劉天君」「王高二元帥」「田華畢元帥」「田呂元帥」

「党元帥」「石元帥」「副応元帥」「楊元帥」「高元帥」「霊官馬元帥」「孚祐温元帥」「朱元帥」

「張元帥」「辛興筍元帥」「鉄元帥」f太歳般元帥」「斬鬼張真君」f康元帥」「風火院田元帥」

「孟元帥」などの項目がある。このうち「義勇武安王」と「趙元帥」については、『捜神広

記』にも見えている。その他の項目については、『捜神広記』にも『捜神記大全』にも記載

がなく、ここは『三教捜神大全』独自の記事となっている。ただ、『捜神記大全』には「彰

元帥」という項目が見えるが、これが所謂元帥神に属するものかは、いささか判断しにく

い。

　これらの元帥神については、道教側の資料では『道法会元』に多くの記載が見えるもの

の、その由来に関しては不明な部分が多い。『集説詮真』にしても、『中国民間諸神』にし

ても、元帥神にっいては、すべてこの『三教捜神大全』の記事を典拠としているのである。

そういった意味では、これら元帥神に関する記述は、重要なものと言える。

　しかし一方で問題も多い。ここに挙げられている元帥神の記事をどのような基準でピッ

クアップしているのか、その姿勢が明確でない。

　例えば、雷部の神であれば、まず郵天君が必ずと言ってよいほど筆頭に挙げられ、これ

と辛天君を併置するのが常であるが、『三教捜神大全』には郡天君の伝が見られず、ただ「辛

元帥」の記事があるのみである。同様に一般的に「謝・白元帥」と併称される二元帥にっ

いては、「謝天君」の伝しか存在してない。つまり主要な元帥神の幾っかは、『三教捜神大

全』には全く収録されていないのである。おそらく『三教捜神大全』は、元帥神について

も、『神僧伝』の場合と同様に別種の資料からこの部分を引用したと考えられる。しかし、

その項目の選択においては、またもこれをかなり恣意的に行った可能性が高いのである。

　そもそも、『三教捜神大全』には不思議なことに、当時民間で信仰のあった多くの神々の

伝が見えない。典型的な例は八仙である。『三教捜神大全』編纂時においては、八仙の人員

がまだ固定していなかった可能性は高いが、それにしても道教でも民間信仰でも、当時最

も著名であった仙人といえば八仙であったはずである（19）。実際、先に見た『仙仏奇躍』

には、八仙の伝がほぼ収録されている。『捜神記大全』にも八仙の伝はほとんど見えないが、

「張果老」だけは何故か項目が立てられている。しかし他の八仙、例えば呂洞賓も鍾離権

も韓湘子も何仙姑も、その伝は『捜神広記』『三教捜神大全』『捜神記大全』いずれにも収

録されていない。これにっいてはやや奇異な感も覚え、またその要因も不明である。ただ

ひとっ考えられるのは、全真教系の神仙については、あまりこれを重視しなかったかもの

かとも疑われる。

　これも『三教捜神大全』の雑多で恣意的な性格を示すものと言えよう。しかし一方で、

この元帥神に関する一連の項目は、他書にはほとんど見えないもので、非常に重要な記録

であることは間違いない。
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5．『捜神記大全』における項目群の編成

　先にも見たとおり、『捜神記大全』は、おそらく明の万暦年間ごろに編集されたものだと

考えられる。『捜神記大全』が『捜神広記』『三教捜神大全』と著しく異なる点は、その項

目の配列にある。『三教捜神大全』が『捜神広記』の配列をほぼそのまま踏襲するのに対し、

『捜神記大全』ではこれを大幅に入れ替えて編集を行っている。

　その編集方針については、各神格の性格に注意した、かなり周到なものとなっている。

この点では、やや雑多な性格を持つ『三教捜神大全』とは異なっているといえよう。

　以下に、巻ごとの構成について記す。

巻一

「儒氏源流」「釈氏源流」「道教源流（附聖母）」「玉皇上帝（附聖祖尊号・聖母尊

号）」「后土皇地祇」「東華帝君」「西王母」「上元一品大帝」「中元二品大帝」「下元

三品大帝」「東嶽」「南嶽」「西嶽」「北嶽」「中嶽」「四涜神」「五方之神」「太乙」

「肩吾」「燭陰」「雷神」「電神（附風伯・雨師）」

巻二

「玄天上帝」「北極駆邪院左判官」「梓滝帝君」「呉客三真君」「許真君」「張天師」

「三茅真君」「祠山張大帝」「五聖始末」「至聖柄霊王」「佑聖真君」「王侍辰」「衰

千里」「張果老」「西嶽真人」「太素真人」「薩真人」「寿春真人」「負局先生」「律呂

i申」　「劉師」

巻三

「南無観世音菩薩」「天王」「地蔵王菩薩」「金剛」「十大明王」「十地閻君」「十八

尊阿羅漢」「宝誌禅師」「盧六祖」「普庵禅師」「酒州大聖」「傅大士」

「灌口二郎神」「藷公」「曇公」（「宗三舎人」「楊四将軍」）「洋子江三水府」「；公江

遊変神」「洞庭君j「湘君」「巣湖太姥」「宮亭湖神」「九鯉湖仙」「海神」「蘇嶺山神」

「盧山匡阜先生」「新羅山神」「射木山神」

巻四

「蒋荘武帝」「常州武烈帝」「揚州五司徒」「西楚覇王」「義勇武安王」「零陵王」「恵

応王」「威恵顕聖王」「金山大王」「万週號国公」「趙元帥」「彰元帥」「潤済侯」「威

済李侯」「霊孤侯」「崔府君」「陸大夫」「杭州蒋相公」「嵩里相公」「祖将軍」「花卿」

「華山之神」「覇家香火」

巻五
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「広平呂神翁」「黄陵神」「黄仙師」「江東霊籔」「協済公」「霊義侯」「張昭烈」「張

七相公」「歌七公」「孫将軍」「張将軍」「順済王」「横浦龍君」「道州五龍神」「昭霊

侯」「仰山龍神」「黄石公」「石神」「楚雄神石」「石亀」「鐘ネ申」「馬神」「青蛇神」

「金馬碧難」「金精」「火精」「陳宝」「黒水将軍」「木居士」「磨嵯神」「黄魔神」「向

王」「竹王」「繋瓠」

巻六

「天妃」「慧女」「青衣神」「白水素女」「馬大仙」「聖母」「温孝通1「孝烈将軍」「霊

沢夫人」「順葱夫人」「塞将夫人」「誠敬夫人」「挑娘」「曹蛾」「二孝女」

「五疽使者」「五盗将軍」「掠刷使」「増福相公」「福禄財門」「門神」「神茶欝塁」

「鍾埴」「司命竈神」「紫姑神」「開路神」「翁仲二神」

明らかに、これは各神格の性格に基づいて分類を行ったものである。

　巻一は「玉皇上帝」「西王母」など、天界の最も重要な神々が占めており、巻二は「玄天

上帝」や「許真君」など、比較的地位の高い主要な神仙を多く収録する。巻三は、始めの

「南無観世音菩薩」から「傅大士」までが仏教系の神々を集めており、「灌口二郎神」から

「射木山神」までは、水神や海神や山神など、自然物に関わる神を集める。巻四から五は、

生前に功績のあった者が死後神となったものと、有力な地方神、また動物などが神となっ

たものを収録する。巻六の前半は、「天妃」から「二孝女」までが女性の神をもっぱら扱い、

後半の「五疽使者」から「翁仲二神」までは、疫神や財神、また門神や寵神など、一般生

活に関わりの深い神々を集めている。

　むろん、各項目の性格はそれほど載然と分かれるものではないため、やや分類が不適当

と思われるものもあるが、『三教捜神大全』の雑多さに比して、『捜神記大全』の方がより

整然と配列されていることは間違いない。

　なお、『捜神記大全』においては、各神の生誕日を記しているのがまた大きな特色となっ

ている。

　ところで、「宗三舎人」「楊四将軍」の二項目については、項目名だけがあって記事がな

い。これは『続道蔵』に所収の版本では、目次に項目名が記してあるのみであるが、富春

堂の刊本を見るに、両神ともに画像を附し、本文のみが切り取られたように失われている。

この部分が何故無くなったかにっいては分からない。

　宗三舎人はまた「髪三爺」とも呼ばれる神で、水神とされる（20）。「楊四将軍」は、

黄芝閲氏が詳しく考証しているように（21）、湖南地方において有名な水神であった。ま

た「楊酒菩薩」などとも称される。楊四将軍は、二郎神や許真君と同様に、悪龍を退治し

て水害を治めたという伝説がある。この神の生誕日は旧暦の六月六日であるが、『捜神記大

全』富春堂本ではこのH付をわざわざ記載しながら、記事だけが削り取られるようになく

なっている。しかし、記事の内容に不都合があったために削除されたようには思えない。
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おそらく伝本自体の欠損によるものであろう。

　ただ万暦年間に編纂された『続道蔵』に所収の『捜神記大全』においても、この項目は

やはり項目名だけがあり、記事がない。よって『続道蔵』本は完全にこの富春堂本に拠っ

ていることは明らかである。ただ、『続道蔵』本では、羅懸登の序文については羅の署名を

削って採録している。

　『捜神記大全』において増補されている項目を見るに、『三教捜神大全』との相違がより

鮮明になる。『捜神記大全』では、歴史上の人物が地方神として祀られているものを取り上

げる。「西楚覇工」は項羽、「零陵王」は唐関、「恵応王」は欧陽祐、「金山大干」は震光、

「彰元帥」は彰廷堅のことであり、それぞれ特定の地方で神として祭祀されるものである。

楊四将軍も含め、これらの神は現在でも廟が残っているものがある。例えば、上海にある

城阻廟は、もとは金山大王・震光を祭祀したものであった。この廟は明代に城隆廟として

の性格を強めていく。また「黄陵神」「江東霊籔」「協済公」「霊義侯」「張昭烈」「張七相公」

「歌七公」「孫将軍」「張将軍」「順済王」などの神は、いずれも地方色の強いものである。

　ただ、こういった地方神を採録することは、そもそも『捜神広記』において行われてい

た。「威恵顕聖王」「祠山張大帝」「掠刷使」「沿江遊変神」「常州武烈帝」「揚州五司徒」「蒋

荘武帝」「威済李侯」「杭州蒋相公」「増福相公」「嵩里相公」「霊狐侯」などの項目がそうで

ある。そして『捜神記大全』と『三教捜神大全』に共通する項目、すなわち、「九鯉湖仙」

「王侍辰」「盧山匡阜先生」「黄仙師」「洋子江三水府」「薫公」「曇公」などにもそういった

傾向が見られる。すなわち『捜神記大全』は『捜神広記』の項目をかなり入れ替えている

とはいえ、各項目の採録にっいては、『捜神広記』の地方神重視などの方針を忠実に踏襲し

ていると言えるのである。それに比して『三教捜神大全』において増補されている項目に

は、地方神は少ないように思える。それは『神僧伝』などから材料を採取していることか

らも感じられる。『三教捜神大全』の方は、この面では若干作為的なものが目立っ。そうい

った意味では、『捜神記大全』の方が、元明期の民間信仰の状況をよく反映していると言え

るかもしれない。

注

L　王秋桂・李豊　編『中国民間信仰資料彙編』第一輯（台湾学生書局・1989年）「提要

　与総目」1頁。

2．前掲李豊　『中国民間信仰資料彙編』第一輯「提要与総目」3頁。

3．　『絵図三教源流捜神大全（外二種）』（上海古籍出版社・1990年）351頁。

4．原文：元板画像捜神広記前後集、昔在京師廠緯所見者、毛氏汲古閣旧蔵、巻首毛氏印

　記。（略）此書明人以元板画像捜神広記、増益緒刻。即可以書中皇明年号証之。而諸僧

　記載、悉本永楽御製神僧伝一書、文句都無所改窟。

5．前掲李豊　『中国民間信仰資料彙編』第一輯「提要与総目」4頁。

6．原文：唐武后光宅二年九月甲寅、追尊聖母日先天太后。祖殿在毫州太清宮是也。
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7．原文：国朝会要日、天禧元年三月六日、冊上聖祖母尊号日元天大聖后。先是大中祥符

　　五年、制加上聖祖母号侯、菟州太極観成、択日奏上至是、詔王旦等行冊礼。

8．　『旧唐書』礼儀志四（中華書局版）926頁。ここでは台湾中央研究院「漢籍電子文献」

　　http：〃www．sinica．edu．tw／～tdbproj／handy　1／を利用。

9．原文：三月壬子、親謁玄元宮、聖祖母益寿氏号先天太后。

10．『宋史』礼志七（中華書局版）2542頁。前掲中央研究院「漢籍電子文献」を利用。

11．原文：制九天司命保生天尊号日聖祖上霊高道九天司命保生天尊大帝、聖祖母号日元天

　　大聖后。

12．李献璋『嬬祖信仰の研究』（泰山文物社・1979年）63～64頁。なお、この引用文にお

　　いては旧仮名遣いと括弧について、若干の変更を加えている。書名は二重括弧とした。

13．前掲『絵図三教源流捜神大全』328頁。

14．原文：北極駆邪院、左判官唐顔真卿。（略）顔家子孫得書、驚日、先太師親筆。発塚開

　棺、已空　。後白玉蟻云、顔真卿為北極駆邪左判官。

15．『大正新修大蔵経』第五十冊No．2064　『神僧伝』ここでは「漢文電子大蔵経系列」

　http：〃www．buddhist・canon．com／の電子テキストを利用。

16．ここでは影印本『仙仏奇踏』（江蘇広陵古籍刻印社・1993年）を使用した。

17．雷法については、松本浩一「宋代の雷法」（『社会文化史学』第17号・1979年）45頁

　参照。

18．道教儀礼中に見える元帥神については、大淵忍爾『中国人の宗教儀礼一仏教・道教・

　　民間信仰一』（福武書店・1983年）247頁、また灘戯については、王秋桂・度修明『貴

　州省徳江県穏坪郷黄土村土家族衝寿灘調査報告』（『民俗曲芸叢書』施合鄭民俗文化基

　金会・1994年）28頁、また王躍『四川省江北県紆家郷上新村陶宅的漢族「祭財神」

　儀i式』（『民俗曲芸叢書』施合鄭民俗文化基金会・1993年）81頁などを参照。

19．八仙の人員の異同などについては、拙論「『八仙東遊記』における過海故事の変容」（『東

　方学の新視点』五曜書房・2003年・343～368頁）参照。

20．挑福均『鋳…鼎余聞』（『中国民間信仰資料彙編』第一輯所収）410頁。

21．黄芝商『中国的水神』（上海文芸出版社影印本・1988年）1頁。
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第二章　元帥神について（一）一元帥と道教一

1，元帥神について

　先にも少しふれたが、民間信仰における諸神の由来について述べた『集説詮真』（1）や

『中国民間諸神』（2）では、その考察の多くを『三教捜神大全』の記事に依拠している。

中でも、武神である元帥神については、研究文献の大半が『三教捜神大全』の記事を最も

早いとみなし、その記載を典拠としている。

　まず、温元帥・馬元帥といった所謂「元帥神」にっいては、確かに『三教捜神大全』の

記事が唯一のまとまった資料である。また関羽についての「義勇武安王」と趙玄壇につい

ての「趙元帥」などの一部の記事を除いては、大半の元帥神の資料は、『捜神広記』『捜神

記大全』にも見えず、他の類書にも記載は少ない。その意味で『三教捜神大全』の記事は

貴重なものと言える。

　ただ『三教捜神大全』の記事は、第一章で見たように、他書からの抜き書きの寄せ集め

であることが多い。恐らくこれらの元帥神に関する記事も、本来は別の書籍からの引用で

あったと推察される。しかしその原典は散逸しており、現在元帥神について考察する場合

は、『三教捜神大全』に残された記事に依拠せざるを得ないのが現状である。

　ここで注意すべきは、『三教捜神大全』が、必ずしも元帥神のすべてを網羅しているわけ

ではない、ということである。実際に『西遊記』や『封神演義』と比較しても、元帥神の

うち、有名なものの幾っかは『三教捜神大全』にその名が見えない。例えば、雷部の首座

といえば、必ず「郵天君（郵元帥）」が想起されるが、この神に関する項目は、『三教捜神

大全』には立てられていない。恐らく『神僧伝』からの禅師の記事の引用に統一性が見ら

れなかったのと同様、元帥神の記事についても、『三教捜神大全』の編者は、他書からの引

用をかなり恣意的に行っているものと推察される。

　さて『三教捜神大全』の項目で、元帥神に関すると考えられるものは、以下の通りであ

る。

巻三　義勇武安王

　　　趙元帥

巻四　王元帥

　　　謝天君

　　　混燕鹿元帥

　　　李元帥

　　　劉天君

　　　王高二元帥

　　　田華畢元帥

　　　田呂元帥
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巻五　党元帥

　　　石元帥

　　　副応元帥

　　　楊元帥

　　　高元帥

　　　霊官馬元帥

　　　孚祐温元帥

　　　朱元帥

　　　張元帥

　　　辛興荷元帥

　　　鉄元帥

　　　太歳股元帥

　　　斬鬼張真君

　　　康元帥

　　　風火院田元帥

　　　孟元帥

このうち、「義勇武安王」「趙元帥」などの項目は、『捜神広記』『捜神記大全』とも共通し

ている。しかし、その他の大半の元帥神については、『三教捜神大全』だけに見えるもので、

他の資料には見えない。巻七の「那叱太子」（梛晩太子）の項目も、実はこれら元帥神の項

目と同類の性格を持つが、ここでは取り上げない。

　これらの元帥神の項目群がどのような特色を持つのか、考えてみたいが、まず、その前

に道教と民間信仰において、元帥神がどのような位置を占めるのか、その点を見てみたい。

　まず、元帥神は武威を司る神であり、また「将軍」や「天君」「霊官」といった名称を持

つこともある。その出自は各神によって異なり、また来歴も定かではないものが多い。た

だ、その形象には特徴がある。例えば、王元帥や馬元帥などは三眼を持ち、また郵天君な

どは鋭い爪と階と、背には羽を持っ。さらに幾つかの元帥神は、三頭六腎などの異形を有

している。元帥神は特定の武器を有するのが一般的で、関元帥なら「青龍刀」、趙元帥なら

「鉄鞭j、馬元帥なら「金縛」、温元帥なら「狼牙棒」という形である。また関元帥は赤免

馬、趙元帥は黒虎に座すなど、その騎獣も特徴的である。

　いまでも各地で行われている道教や民間信仰の儀i礼の諸処に、これらの元帥神は深く関

わるようになっている。例えば、現在の台湾の道教儀礼においては、次のような元帥神を

招請する（3）。

上清天枢院火急天蓬都大提挙元帥　サ元帥

副総管狸茗　呉元帥
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北極駆邪院大聖天呈都統　趙元帥

大力天童副統　劉元帥

雷震刻火律令大神炎帝　郵天君

玉府大都督青帝判官　辛天君

先天一黒火雷使者暢谷　張天君

雷門　寵・劉・筍・畢四大元帥

（略）

泰山英烈　康元帥

三天持奏　謝・白二元帥

斗口魁神霊官馬元帥

神威訟落玉壇総管　王元帥

地司太歳至徳武光　殿元帥

地祇栩霊昭武上将　温元帥

（略）

火犀雷府管打不信道法　朱元帥

崔・盧・郵・實四大元帥

三元　唐・葛・周三大将軍

玄枢　楊・歌・方三使者

また、例えば四川の道壇の儀礼においては、次のような元帥神を招請する（4）。

主壇三十二天雷霊大都督炎帝　郵天君

副壇八十一天雷窪都総管青帝　辛天君

先天一然火雷使者　張天君

（略）

人卦洞神　鹿元帥

刷鞭走火　劉元帥

左伐魔使　筍元帥

得伐魔使　畢元帥

先天首将　王天君

斗口霊官馬元帥

地神雷主令　趙元帥

地祇上将　温元帥

皇門太保　康元帥

地司太歳　股元帥

西台御史　関元帥
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火犀滅巫上将糾不信道法　朱将軍

風輪塗鬼　周元帥

（略）

風火如意　田元帥

（略）

斗中　楊・歌二大元帥

　民間信仰系の儀礼でも、例えば四川省の「祭則神」の儀礼であれば、趙元帥を中心にし

（5）、貴州省の灘戯では、秦天君・趙天君・董天君・哀天君・金天君・孫天君・柏天君・

挑天君などの諸元帥の名が見える（6）。

　儀i礼面のみならず、道観や廟においても、これらの諸元帥を祀るところは多い。特に全

真教の道観では、ほとんど必ずと言ってよいほど前殿に王霊官を配し、これを「霊官殿」

と称す。また温・関・馬・趙の四大元帥は、武当山の諸宮観をはじめとする多くの廟に祭

祀される。北京東嶽廟の後殿には、明代造とされる四大元帥像を配す。蘇州の玄妙観では、

登B・辛・張・陶・鹿・劉・荷・畢・岳・温・般・朱の各元帥を三清殿に祭り、これを「十

二天君」とする（7）。上海白雲観においても、南京の朝天観から移送された温・趙・股・

馬・岳・王の各元帥の像を祭祀する。これらの元帥神の像は、明代の遺構をよく保存する

道観に祀られることが多い。

　さらに、『西遊記』や『封神演義』といった文学作品にも、しばしばこれらの元帥神が登

場する。これらの元帥神は、しばしば「雷部三十六天将」と称され、三十六神があるとさ

れる。ただ、『封神演義』においては二十四の神がいるとされ、「二十四天君」と称す。そ

の二十四天君の名称は、次の通りである（8）。

郵天君忠・辛天君環・張天君節・陶天君栄・鹿天君洪・劉天君甫・荷天君章・畢

天君環・秦天君完・趙天君江・董天君全・哀天君角・李天君徳・孫天君良・栢天

君礼・王天君変・挑天君賓・張天君紹・黄天君庚・金天君素・吉天君立・余天君

慶・閃電神（即金光聖母）・助風神（即菌芝仙）

このように現在の道教・民間信仰において重要な地位を占める「元帥」であるが、しかし

元来は道教の神体系の中には存在しなかったものと推察される。

　例えば、六朝期における道教の神体系を示す『真霊位業図』（9）においては、元帥神に

該当する神はほとんど存在しないと言ってよい。ただ、この時期の道教でも、すでに武神

に対して「将軍」「霊官」といった呼称は用いられており、武を司る神そのものがなかった

わけではない。

　北宋期に編纂された『雲笈七籔』（10）には、宋代以前の道教における神体系が詳しく

示されているが、その中には元帥神に関する記載はほとんど見えない。また『道門科範大
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全集』（11）などの総合的な儀i礼書にも元帥神らしき神はあまり登場しない。すなわち、

元帥神の興起は北宋より後のことであり、また道教の体系においてはさほど重視されてい

なかったことが窺える。

　もっとも、例えば『雲笈七薮』に「天蓬上将、太帝之大元帥也」との記載があるように、

天蓬神と天猷神は、古くから「元帥」という呼称を有していた（12）。『道門科範大全集』

巻七十七に見える諸神一覧においては、多くの神と共に元帥の名称も見えている。しかし

ここでは、特にどの元帥であるかという記載はない。

虚無元始天尊・太上大道君・太上老君・昊天玉皇上帝・勾陳天皇大帝・北極紫微

大帝・南極注生上帝・東極救苦青玄上帝・承天敷法后土皇地祇（略）五嶽五天聖

帝・鄭都地祇合干元帥・太歳土火温司（略）

　しかし『道法会元』（13）になると、一転して元帥神に関して膨大な記載が見られるよ

うになる。『道法会元』の正確な成立年代は不明であるが、『道蔵提要』などでは、書中に

第三十九代張天師の張嗣成や趙宜真や王玄真などに言及する記載が見えることから、元末

明初に成立したとみなす（14）。すなわち、元末明初の時期には、元帥神は道教神として

認識されていたことになる。そして『三教捜神大全』に見える元帥の多くは、『道法会元』

中に必ず何らかの記載があるとさえ言える。ここでは、『道法会元』やそれに関連する道教

経典とこれらの元帥神も関係について検討する。

2．雷法について

　『道法会元』は、『道蔵』の中でも屈指の大部の儀礼書であり、清微や神轡など、雷法を

中心とした諸派の道法、すなわち法術を集大成したものである。ただ、集大成だけあって、

その内容はかなり雑多である。系統で言えば、清微・神香・天心・鄭都など、かなり性格

の異なる法術が一緒になってしまっている。こういった法術は、「神雷雷法」や「五雷法」

をもってその代表とすることも多いが、ひとまず総称して「雷法」運動として考えること

にする。

　さて北宋代に興起し、その後徽宗の庇護のもと、大きく発展した雷法については、すで

に多くの研究者による考察がある。例えば松本浩一氏は次のように述べる（15）。

こうした新しい伝統の発生という一連の現象の中に位置づけられるものに、古来

の伝統の中には見られなかったいくつかの特徴的な呪法の登場がある。『道法会

元』等の呪法の書に説かれている。雷法、天心法、鄭都法などと呼ばれるこれら

の呪法は、その多くが唐末五代にその起源をもつとされているが、この時代にな

って、民間で活躍していた宗教者たちの間で発達を見ることになった。それが北

宋末徽宗の崇道と林霊素の活躍とによって歴史の舞台に登場することになり、全
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中国的規模で冥界のヒエラルキーが確立されていく動きに対応した道教教団の動

きもあって、教団、特に正一教団の手によって正式に採用されるに至ったのであ

る。そしてこの教団による正式採用の過程において、雷法と呼ばれる、雷の力を

呪術力の源泉とし、雷呪によって雷部の神将・神兵を使役して駆邪等を行う呪法

が、特に精緻な理論づけや依拠の経典を与えられて、道教の呪法中重要なものに

数えられるようになった。

また劉枝萬氏は、雷法にっいて、それが道教に本来あったものではなく、あくまで民間の

巫者たちの法術が源流になったものだと指摘し、次のように述べる（16）。

要するに雷法は、林霊素の出現によって整理集成され、画期的発展期を迎えたの

であるが、煎じ詰めれば、雷法は彼にとって、栄達への踏台になったが、逆にそ

れなるがゆえに、今まで地下潜行の隠微な妖術の補助法が、一躍して地上におけ

る、公然たる正法への輝かしい脱皮をとげたと称しても、恐らく過言ではなかろ

う。『道法会元』は、『上清霊宝大法』と共に、宋代に集大成された呪法儀i礼書の

双壁として有名である。後者は編者を異にする両書を合計しても一一〇巻だが、

前者は全書二六八巻にも及ぶ浩潮なものである。しかしてその内容は、ほとんど

が雷法が核心になっている観があり、含まれている種類はおびただしい。

ただ、北宋における徽宗の並外れた崇道に強く関わり、北宋の亡国の一因を担った者とし

て、林霊素の評判は芳しくない。そのためか、雷法は南宋期において、金允中のような正

統派を任ずる道士たちから厳しく非難されている。そのことについて、ミシェール・スト

リックマン氏は次のように言う（17）。

上清霊宝大法の著者である金允中にとって、神審運動は許しがたいほどに異端で

あり、真の道教の啓示という土台を全く欠いているものであった。「正」でないも

のは何であろうと必然的に「邪」に違いなく、一旦正統派道教の慣習の輪からは

み出したとして規定されると、神智の祭司たちは正統派道士から現実として本質

的に悪魔的であると見なされた。

しかしながら、林霊素個人への批判はさておき、南宋以後も多くの有力な道士が雷法を受

け入れ、発展させていったのは確かである。そして最後には、龍虎山の正一派自身が雷法

を受け入れることになった。ストリックマン氏は、白玉蜷と雷法の密接な関係について論

じた後、次のように述べる（18）。

正統派という問題は、宋代に道教徒の集団の中でますます強く前面に押し出され
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てきた。この問題への関心の高まりは、再び姿を現した正一派が公的な援助を得、

他のすべての道教教団の上にその正統性を確立しよう、という試みと関係がある。

正一派の中に五雷法が出てきたのは、神雷の有害な儀i式、それは悪魔的雰囲気の

漂うものと見られていたが、それに対抗するためであった。これが、林霊素の雷

呪への天師の反応であった。正一派では、五雷法は初代の天師張道陵にまで遡る

と主張するけれども、それが実際は神轡運動という挑戦を受けたために出てきた

ものであることは明らかである。特徴的なことであるが、神齊派への対抗のため

に、天師は敵自らの武器を使った、すなわち、雷に対して雷で戦ったのである。

また『中国道教史』の第八章六節「南宋の三山符籔道派の流伝：内丹派南宗と浄明道の形

成：東華・神香・天心正法・清微等新符簸派別の興起」（19）では、南宋から元にかけて、

多くの優れた道士が雷法を修得し、普及させていった結果、雷法が隆盛になっていく状況

について詳しく述べられている。恐らく元代には、雷法はすでに道教の正統な法術と認識

されていたと考えられる。

さて雷法の系譜について述べた『道門十規』（20）には、次のような記載がある。

神零の法は、江・王の二祖師から始まり、張・李・白・薩・播・楊・唐・莫など

の諸師に伝わり、発展したのである。

ここでは、注守貞・王文卿の二人の祖師を強調し、あまり林霊素についてはふれず、神轡

を継ぐ者としては張継先・白玉蜷・薩守堅・莫月鼎を挙げている。もちろん、後世雷法の

祖師として尊崇されるのも、これらの道士たちである。

　ただ、正一派における雷法の受け入れは、ストリックマン氏の指摘よりも、若干早い時

期を想定してもよいと思われる。例えば、徽宗朝において有名な第三十代張天師である張

継先は、『明真破妄章頒』（21）において、次のような言葉を残している。

すべての法は一処に帰すものだ。正一だとか清微だとか殊更に分ける必要がある

のか（22）。

張継先は、崇寧四年（一一〇五）に徽宗に召され、「虚靖先生」の号を賜ったとされている。

ただ、恐らくは徽宗の信任は林霊素に遠く及ばず、「張天師」それ自体の地位も元の時代に

比べればそれほど高いものではなかった。南宋期には留用光のように、正一派においても

五雷法で著名になった者も現れている。張継先は歴代張天師の中でも、やや特殊な地位に

あるのは間違いないが（23）、それにしても雷法に対して、早くから融合的な志向を持っ

ていたものと思われる。
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　その後の神雷派の発展においては、王文卿と薩守堅の役割が重要である。『道法会元』巻

六十七に収録される二種の『雷説』は、雷法の理論面を支える重要な文章である。さらに

著名な道士白玉蜷も雷法を兼修し、『玄珠歌注』において内丹説と雷法との融合を図ってい

る。

　雷法は元代には莫月鼎に引き継がれて発展し、明代においては、世宗嘉靖帝の崇道に大

きな影響を与えた陶仲文によって雷法が広まった。

　明代の通俗小説において、雷法がしばしば「正統な法術」として扱われるのは、主にこ

のような元明における風潮を受けてのことであろう。例えば『水濡伝』では、梁山泊の豪

傑の一人で、道士である公孫勝に対し、その師の羅真人が次のように告げる（24）。

羅真人は言った。「弟子よ、そなたがいままで習ってきた法術は高廉の使うものと

そう変わりはせぬ。いまわしはそなたに五雷天心正法を伝授しよう。この法術を

行い、宋江を助け、国を守り民を安んじ、天に替わって道を行うのじゃ。」（25）

この他、『警世通言』や『平妖伝』などにも、「五雷天心正法」を使う道士が登場し、その

正統性を幾度となく強調する。この時期においては、雷法は完全に道教の正統な法術とみ

なされるようになっている。

　清代においては、雷法はそれほど注目を集めなくなったようであるが、正一派の本拠地

である龍虎山と、蘇州玄妙観などでは、引き続き雷法が行われたようである（26）。また

道教や民間信仰の儀礼の中に、数多くの元帥神が登場することからも分かるように、雷法

は各種の儀礼に影響を与えている。

3、神霧派の雷霊神

　ところで、林霊素の時期に、神審派などにおいて元帥神が重視されていたかというと、

これについては疑問な点も多い。例えば、『無上九雷玉清大梵紫微玄都雷窪玉経』（27）

は、北宋末の神雷雷法に関する重要な経典であるとされるが、そこに見える雷窪神は、後

の元帥神とはかなり異なるものである。

東方雷莚風雨雲電之神　呼風亜　咄遮黎　叉鳩羅

南方雷霊風雨雲電之神　氷鳩鵬　媛炎寮　石阿雄

西方雷窪風雨雲電之神　栄耀霊　朗重延　閃鳩陀

北方雷霊風雨雲電之神　盧刑猛　横天覇　釧振鳩

中央雷璽風雨雲電之神　孫真耳　多伯言　旭執圭

さらに、この経典の後半部、各神の職種を記したところにも、「紫微大帝・天蓬君・天猷君・

翔聖真君・玄武君・天毘神・河魁神・火鈴大将軍・天丁力士・六丁玉女・六甲将軍」など
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の名称は見えるものの、元帥神につながるようなものは少ない。

北極紫微大帝は三界を統括し、五雷を掌握する。天蓬君・天猷君・翔聖君・玄武

君は分司領治とする。天是神・河魁神は召雷撤霊の司となす。九天流金火鈴大将

軍・天丁力士・六丁玉女・六甲将軍は、節度雷窪の使とする。九天囎命風雷使者・

雷令使者・火令大仙火伯・風令火令風伯・四目皓翁・蒼牙露懸大仙は摂轄雷霊の

神とする。火伯風露君・風火元明君・雷光元聖君・雨師丈人仙君は雷震風雨の主

とする。中に三五郡陽雷公火車鉄面の神あり、また中に負風猛吏銀牙耀目数火律

令大神あり。狼牙猛吏大判官・五雷飛捷使者・五方雷公将軍・八方雲雷大将・五

方蛮雷使者・三界蛮雷使者・九社蛮雷使者、実にその命令を司り、その権を用い

よ。（28）

また『高上神雷玉清真王紫書大法』（29）は、全十二巻のうち、前三巻が北宋末の成立と

言われている（30）。例えばその巻六の「大将軍部」に見える神将の人員は次の通りであ

る。

総監大将軍　王文宣

主火大将軍　趙仲明

主黒大将軍　聖徳

主生大将軍　劉通

縛邪大将軍　陳猛

伏魔大将軍　元真

（後略）

統兵大将軍　丁仲珪　主水大将軍　王藩

主風大将軍　潟浩　　主雲大将軍　童隆

主雨大将軍　丁宗成　主殺大将軍　蒋徳交

主病大将軍　丁宗厳　捉鬼大将軍　馬勝

考鬼大将軍　荘徳降　破廟大将軍　趙侯

縛龍大将軍　応宿元　捜好大将軍　丁友忠

この他にも巻七においては「捉邪霊官部」があり、そこにも多くの霊官の名が見えるが、

ほとんどが後の元帥神とは異なるものである。かろうじて、馬元帥（馬勝）の名だけは一

致するが、これは同名異神である可能性も高い。

　恐らく付加されたと思われる巻九の「玉府聖位」においては、「玉府上卿五雷使’陶伯成」

に始まる多くの仙卿・霊官の名を掲げる。数百にのぼる神々の名が挙げられているが、こ

こで後の元帥とおぼしき名称を持つ神は、「歎火大神・登5伯温」、すなわち郵天君くらいで

ある。

　この他、この『高上神審玉清真王紫書大法』には、密教の陀羅尼に似せた呪文があまり

見えない点も重要である。但し、巻九の「神審玉清王府三十六天嶽神符」においては、ほ

とんどの密呪は陀羅尼系のようである。

　また同様の傾向は『道法会元』巻五十六「上清玉府五雷大法玉枢霊文」また、巻五十七

から巻六十までの「上清玉枢五雷真文」においても見られる。すなわち『道法会元』の中
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でも、神雷系の呪法には、『三教捜神大全』に見られるような、温・関・馬・趙といった元

帥が出てくることは少ない。

　但し、巻六十一「高上神雷玉枢斬勘五雷大法」においては、王文卿の序を引き、なおか

つ将帥として、「郵伯温・辛漢臣・張元伯」すなわち登匡・辛・張の三天君が中心になってい

る。王文卿の頃では、一応この三天君を雷部の中心とする法術が行われていた可能性が高

い。

　また他に、古い神雷派の経典と考えられるものとしては、『九天応元雷声普化天尊玉枢宝

経』（31）や『太上説朝天謝雷真経』（32）などがあるが、このどちらにも、後の元帥

神らしき名称が見えない。やはり中心になるのは、普化天尊とその部下の雷莚神たちであ

る。

　これらのことから、『三教捜神大全』に見える元帥神の多くは、北宋期の神審派において

は、あまり重視されていなかったのではないかと推察されるのである。

4．北極四聖について

　事実、この時期における駆邪の武神として重視されていたのは、天蓬・天猷・真武・翔

聖真君からなる北極四聖、及びその配下の天毘大聖や六甲六丁神などであった。先に見た

『無上九雷玉清大梵紫微玄都雷霊玉経』においても、北極紫微大帝を主とし、その下に北

極四聖、さらにその下に六甲六丁神を配している。

　これらの神々と、神雷派の関係について、李遠国氏は「郵紫陽と北帝大法」（33）にお

いて、次のように述べる。

北帝派は初唐の道士郵紫陽が開創したものである。北極紫微大帝すなわち北帝を

尊崇する派である。「北帝録」などの経録を授け、「鄭都」の六天の鬼神を退治す

るという術に長けており、また辟邪や禍を祓う術で著名であった。（略）これらは、

この「北帝大法」が唐代に隆盛であったことの証左である。（略）その後、唐未五

代の杜光庭、宋代の張継先・王宗敬・呉道顕・柳伯奇・鍾明真・盧養浩・徐必大・

劉玉・黄公瑳などは、みな「北帝大法」を修得しており、また、それと「神啓雷

法」を結合していたのである。この流れから、新しい一つの道法が現れた。それ

は「神雷金火天丁大法」である。

すなわち、唐代にあった北帝派の流れが、宋代には神零派と結合して発展したという。

　実際には、北帝を駆邪神とする信仰は、早期の道教にすでに見られる。『真話』（34）

の中にある「北帝熱鬼之法」がそれで、北帝派はこの流れに沿って発展したものであろう。

世の人、鄭都に六天宮門の名があることを知れば、すなわち百鬼はあえて害をな

すことはない。眠ろうとするとき、常にまず北を向き、呪を三たび唱えよ。その
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音は微ならしめよ。その呪文とは、「われは太上の弟子なり。下は六天を統ず。六

天の宮は、われに部するものである。ただ部するものでなければ、太上が司ると

ころである。われは六天の門の名を知る。このゆえに長生を得ている。あえて犯

すものがあれば、太上はそなたたちを斬に処するであろう。（略）」これがいわゆ

る北帝の神呪、熟鬼の良法である。鬼が三たびこの法を受ければ、みな自ら死ん

でしまう。（35）

また「天蓬呪」も駆邪の法として古くから用いられるものである。ただ、この北帝を北極

紫微大帝とし、下に四聖を配して駆邪の府、すなわち「北極駆邪院」を構成するのは、や

はり北宋以後になってからのことであると考えられる。特に、四聖のうち翔聖真君と真武

は、唐末五代から興起したものであり、道教に取り入れられた時期は、紫微大帝や天蓬神

よりもずっと遅いものと推察される。もっとも、「北帝」が明確に「紫微大帝」と意識され、

「天蓬神」が「天蓬元帥」として認識されるのは、若干後になってからのものと思われる。

先に見た『雲笈七籔』の記事で、天蓬神が「大元帥」と呼ばれるのは、むろんこのことを

反映しているものである。もっとも『道法会元』を見るに、北極駆邪院の神格は、あまり

明確にはされていない場合も多い。駆邪院を含め、天枢院などの性格も、法術によって様々

である。ここで示す駆邪院の構成も、あくまで一部の法術にしか当て嵌まらないものであ

る。

　さて劉枝萬氏によれば、天蓬神にっいては、神自体に関する信仰と、「天蓬呪」などに関

する信仰との乖離が目立っという（36）。

要するに天蓬神信仰は、神自身の影が薄くて、むしろその呪文と法器が重視され、

換言すれば天蓬元帥をさしおいて、天蓬呪と天蓬尺が一人歩きをしているという、

信仰形態面における特異性が注目を引くのである。

南宋から元にかけては、恐らく天蓬元帥の信仰はそれなりの勢力があったと推察される。

しかし、明代の小説などでも天蓬元帥は一部の『水潜伝』や『西遊記』を除けば、それほ

ど目立った存在ではない。さらに『西遊記』では、猪八戒が天蓬元帥の化身とされている

ため、ますますそのイメージがねじ曲げられてしまった。『三教捜神大全』に天蓬元帥の独

立の項目が無いのは、この時期の天蓬元帥の民間における地位の低下を反映したものと推

察される。

　また四聖のうち、翔聖真君については、北宋の始め道士張守清がこの神の神託を受けて、

王室に働きかけたことがその信仰が隆盛になったきっかけであった。これにも劉枝萬氏の

指摘があって言う（37）。

黒熱神の起源は不詳だが、早くから五代の道士請紫轡に黒無神君として信奉され、
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北宋では開宝九年（九七六）、「天の尊神、玉帝の輔」だと自称する黒殺大将軍が、

宋朝を衛護するために張守真に降下して、帝室に取り入り、崇信された史実は有

名である。その出自は巫硯の守護神だと考えられるが、称号に「黒」の字を冠し

ているとおり、五行に配した北方の辟邪神なるがゆえに、同じく民間信仰より萌

芽した北天の辟邪神たる天蓬と結合しやすかったのであろう。

黒無神については、その性格が曖昧であるためか、後世他の神との混同を招きやすい面も

あった。まず四聖のうち真武との混同がある。また、趙玄壇、すなわち趙公明（趨元帥）

と同一視されることもあった。さらに、趙玄壇が趙氏の始祖神である保生天尊・趙玄朗と

名称が酷似しているため、それとの混渚もあった。ただ、その性格からして、やはり五代

の巫硯の守護神が道教の中に流入したものと言えよう。エドワv－・一ド・デイビス氏は、この

黒熱神の信仰の道教への流入を非常に重視している（38）。

　さて、四聖の真武は、これは後世においても「玄天上帝」として非常に重視された神で

ある。それが古来四獣として信仰のあった玄武であり、亀と蛇で現されるものが、唐末五

代の時期から徐々に人格神に変容したものであることは、拙論でも詳しく論じた（39）。

王光徳・楊立志両氏は玄武について次のように述べる（40）。

玄武は、元は青龍・朱雀・白虎・玄武の四象崇拝の一つであったものが、後に道

教の神系に加えられたものである。玄武は四方の守護神の中で北方守護をその任

とした。（略）後、北方星神である北宮玄武は、五代の前には北極紫微大帝の神系

に属するとみなされるようになった。そして徐々に四象崇拝を脱し、紫微大帝の

四大神将の一つとなった。（略）玄武は道教の神系において地位を向上させていっ

たが、これは中天北極紫微大帝の信仰と密接な関係がある。（略）恐らく六朝時代

には北極大帝、略して北帝という神格が成り立っていた。また唐代の道教には北

帝派という派が存在していた。（略）北帝の四将とは、すなわち天蓬・天猷・黒熱・

玄武の四将である。このように宋代以降は専ら四聖と称するようになった。この

時点での「将軍」という職は天帝の侍従に対する称呼であり、神格の地位は決し

て高くはない。時間の推移とともに玄武は四象の系統を脱し、星神から転化して

具体的な人格を有する神となった。そして後には北極崇拝と融合し、道教の「大

神」となる基礎を築き上げたのである。

このように、紫微大帝の配下の将軍であった真武は、北宋より後その位階を上げ、元代以

降は「玄天上帝」と称されることになった。むろん、真武のみを尊崇することは、徐々に

行われていったようである。唐代剣氏の指摘によれば、南宋の孝宗・理宗より、四聖の中

でも特に真武を崇拝する傾向が強まるようである（41）。その後、玄天上帝となった真武

は、むしろ北帝の役割を紫微大帝、或いは鄭都北陰大帝に代わって受け持っことになる。
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拙論で論じたように、『元始天尊説北方真武妙経』（42）が、『太上元始天尊説北帝伏魔神

呪妙経』（43）を模して作られたのも、北帝の役割が真武に受け継がれたために発生した

現象であると考えられる。明代には、永楽帝の尊崇が特に甚だしく、玄天上帝の聖地であ

る湖北の武当L］においては、膨大な国費を投入しての宮観の造築が行われた。今にも残る

武当山の建築群の大半は、このときに作られたものである。

　さて、『三教捜神大全』が基づいた『捜神広記』の前集においては、玉皇上帝や聖祖・東

華帝君・西王母などに続き、玄天上帝の記事が載せられている。このことから、すでに玄

天上帝の地位は、これらの神に次ぐものとみなされていることが分かる。一方で、紫微大

帝や北極四聖に関する記事は、特に独立の項目を立てられていない。すなわち、『捜神広記』

の書かれた元代においては、完全に玄天上帝こそが、かつての北帝神、すなわち駆邪院の

主たる神格と考えられるようになっているのである。

　これを端的に示すのが、雑劇『二郎神鎖斉天大聖』である。第四折に登場する駆邪院主

は、次のように述べる（44）。

駆邪院主は言う。「（略）父は浄楽国王、母は善勝婦人。胎内にあること十四ヶ月、

すなわち太上老君の八十二番目の変化、母の左脇から生じた。（略）玉帝は貧道の

功績あるを称え、勅して九天採訪遊変使・北極鎮天真武玉虚師相玄天元聖仁威上

帝に封じ、北極駆邪院都教主とした。」（45）

ここでは北極駆邪院主は、紫微大帝や或いは鄭都北陰大帝ではなく、完全に玄天上帝であ

ることになっている。

　そして、このような民間における玄天上帝の地位の変化は、他の神格にも波及すること

になった。まず、北極紫微大帝の地位は、玉帝などと並んでやや形式的な上位神へと追い

やられ、甚だ存在感を欠くものとなった。また、真武以外の四聖、すなわち天蓬・天猷・

吻聖真君が真武に比しては目立たぬ神格となる。『三教捜神大全』に天蓬・天猷元帥の独立

の項目が立てられていないのも、このような玄天上帝の地位向上に伴っての現象と思われ

る。また同時に、玄天上帝は紫微大帝のみならず、天蓬神が持っていた役割を担うことに

もなった。

　そもそも、三十六員の天将を配下に持つ、という特色も元来は天蓬元帥、或いは天毘大

聖のものであった。すなわち、『道法会元』巻一五六「上清天蓬伏魔大法」に言う。

祖師の九天尚父・五方都総管・北極左垣上将都統大元帥・天蓬真君は、姓を†、

名を荘という。三頭六手にして、手に斧・索・弓箭・剣・戟の六種の武器を執る。

黒衣玄冠にして、三十万の兵を率いる。北斗の破軍星の化身であり、また金眉老

君の後身である。（略）三十万の兵と、三十六の天将を率いる。（46）
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むろん、このような考え方も、数多くの派がある道教や民間信仰においては、地域差もあ

り、必ずしも統一されていたわけでない。先にも少し言及したが、道教の神系は、甚だし

い時は、経典ごと、いや経典の内部ですら異なる場合がある。

　ただ極めて大雑把に、宋から明にかけての北極駆邪院の性格を見るならば、元来は北極

紫微大帝の配下に四聖があり、その下にまた三十六の天将がいるという構成が、後に玄天

上帝が駆邪院の主となると、玄天上帝の下に三十六の元帥が配される、という考え方に変

化したものであろう。『北遊記』など、明代の小説に見える三十六の元帥神は、恐らくこの

ような考え方に基づいて構成されているものと考えられる。但し、元帥神の主神は、時に

は雷声普化天尊とみなされることもあった。『封神演義』などでの考え方は、これに近いも

のである。

　『三教捜神大全』における元帥神の記事の多くは、恐らくは、この「玄天上帝と配下の

三十六元帥」という考え方に基づいているものと考えられる。例えば、「霊官馬元帥」の記

事には「勅により玄天上帝の部下となり」（47）という記述があり、さらに「鉄元帥」の

項目にも、「玄天上帝が悪気を治めた時に協力した」（48）という記載がある。

　但し、『道法会元』中には、この両者の考え方が併存している。これは『道法会元』が諸

法の集大成であることを考慮すれば、当然ありうることであると思われる。むろん『道法

会元』は、そもそも様々な方術が雑多に集められており、幾っもの神体系が混在している

ものであり、厳密な定義は難しいということを考慮する必要はある。

　さて、『道法会元』中には、明確に紫微大帝を主とする幾つかの法術がある。すなわち巻

一五六から一六八の「上清天蓬伏魔大法」、巻百六十九から巻百七十までの「混元飛捉四聖

伏魔大法」においては、北極紫微大帝を中心とし、四聖や、天毘大聖などの三十六天将が

駆邪の役割を担っている。また、これとはいささか性格が異なるが、巻二百十一の「天呈

生熱大法」及び「中皇総制飛星活曜天毘大法運用秘訣」では天毘大聖が主となり、巻二百

十三の「広霊宣化陳将軍秘法」などでは、紫微大帝が法の中心となる。巻二百十七の「紫

庭追伐補断大法」では天蓬元帥を「北極法主天蓬都元帥蒼天上帝」として首座に据える。

　そして、同時に巻百三十の「北真水部火飛撃雷大法」では、玄天上帝を主法とする。こ

れは水部を中心とした法なので、いささか系統が異なっているが、巻二百二十七の「太一

火犀雷府朱将軍考附大法」では、玉帝・紫微大帝を主法に据えるものの、「法主」となって

いるのは「玉虚師相玄天上帝」である。

　総じて『道法会元』においては、紫微大帝と北極四聖を中心とする法術の体系が中心と

なっているものの、玄天上帝を主とする法術も多く混入していると考えられる。

5．天心法と浄明道系統の法術

　紫微大帝と四聖を中心とする北極駆邪院を重視する姿勢は、神樗雷法よりも、天心法に

おいて、より顕著である。

　もっとも天心法は、先に見た『水瀞伝』のように、後には「五雷天心法」と称せられる
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ことも多く、神香の雷法と結合して、雷法の代表的な法術とみなされるものである。この

ため、両者にはかなりの共通点があり、神系においてもそれが現れているものと考えられ

る。もっとも、神香雷法と天心法では、神雷法が雷を重視するのに対し、天心法は光を重

視するのなどの違いがある。

　さて、天心法は五代の謹紫雷を祖師とするのが常であるが、松本浩一氏の指摘によれば、

馬令『南唐書』の讃紫雷の伝には、特に天心法についての記載は見えず、その後陸游の『南

唐書』においてそれが現れてくるとのことである（49）。恐らく謂紫轡が天心法の祖だと

いうこと自体、後から考えられたものであろう。その後天心法は、饒洞天がこれを受け継

ぎ、華蓋山に登って大いにその法術を顕したという。華蓋μ」における信仰については、ロ

バート・ハイムズ氏がこれを重視しているが、その影響については今ひとつ不明確な点が

多い（50）。その後、両宋期の著名な道士路時中が、「天心正法」を行ったことが知られ

ている。ただ、実際の天心法の伝授については不明な点が多いと言わざるを得ない。

　天心法の経典として知られているのは、『太上助国救民総真秘要』（51）『上清天心正法』

（52）『上清北極天心正法』（53）『無上玄元三天玉堂大法』（54）などがある。

　『太上助国救民総真秘要』は、政和六年（一一一六）の元妙宗の自序があり、宋代の成

書であることが分かる（55）。その巻二などに見える神は、三清や玉帝や張天師などの名

も見えているが、やはり中心になるのは、北極紫微大帝・天蓬・天猷・真武・黒殺・天剛

大聖（天毘大聖）と三十六将などの神々である。さらに六甲六丁神と唐・葛・周の三将軍

などが見える。総じて、道教の伝統に則した神が多い。また『太上助国救民総真秘要』に

は、陀羅尼系の呪文的な呪文が総じて少ないのであるが、巻五の「五嶽符」には幾つかそ

れが見える。また「軍咤利」が土星神の講であるとされている。巻六の記載には、次のよ

うにある。

上帝が天枢院に奏上し、四天王・十二大神・八金剛・六丁六甲・天蓬・天猷・火

鈴大将軍・五雷風雨の神をして、天門より出さしむ。（56）

巻七には、神将の名が具体的に挙げられている。

捉将　崔寄宣

縛将　盧機権

枷将　賓楊撞・楊光

黄頭将　陳鎮

蓬頭将　劉仲

牢頭将　楊政

五方追鬼将　趙公明

左右急捉将　挑端
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火輪将　宋無忌

考鬼将　郵行文

斬頭渥血将　劉炎

薬叉将　陳守忠

霊官五郎　馬勝

その役職名から推察するに、これらの神は、治獄を担当するかなり下位の神将であると思

われるが、ここに趙公明（趙元帥）と馬勝（馬元帥）の名が見えることは注意してよい。

また、馬元帥の「霊官五郎」という・名称は、後に「五通」「五顕大帝」との混同を招く要因

であった可能性がある。なお宋無忌は、『捜神記大全』の中にこれを「火精」とする記載が

ある。

　『無上玄元三天玉堂大法』は、撰者を記さないが、巻一の末に路時中の署名があり、南

宋の始めの成書と考えられる（57）。この巻二十八に、駆邪院の神将として見えているの

は、次の通りである。

天毘殺鬼大将軍

上元将軍　唐宏

中元将軍　葛雍

下元将軍　周武

三元麟麟使者　武剛中

雷公猛吏　辛漢臣

急摂将　登仔信

急縛将　毛当信

斬鬼頭渥血将　劉炎

斬鬼頭渥血将　劉志

斬鬼頭渥血副将　章自明

（略）

ここでは、天里将軍（天呈大聖）の他に、唐・葛・周の三将軍、さらに雷部の神として、

辛元帥の名が見えている。

　『上清天心正法』は、郵有功の序文を付す。郵有功は、南宋の人であり（58）、饒洞天

がこの法を地中より得てより五伝の上、これを得たという。

　その呪法においては、やはり黒熱神などの北極四聖が重視されているが、特に天毘大聖

と三十六将を重視し、その職と姓名をすべて挙げている。『上清天心正法』の巻二に見える、

三十六将の一部について次に示す。
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都天捉鬼大将

雲路追捉大将

天司検会大将

飛天捷疾大将

駆遣精邪大将

天医治病大将

断除瘡痢大将

解薩呪据大将

保護患人大将

直日捉邪大将

（略）

陳希

孫常

王和柔

許遜

趙充

周洪

趙剛

王国賢

由愛挙

元廷臣

多くは、邪鬼などを捉える役割をもった神将であり、先にみた『無上玄元三天玉堂大法』

の駆邪院の将と似たような性格を持つものが多い。ただ、ここには『三教捜神大全』に見

える元帥神とは、ほとんど名称の一致するものはない。

　『上清北極天心正法』の成立年代は不明である。ただ内容的には、『上清天心正法』と近

い部分がある。ここでは北極四聖よりも、天翌大聖と部下の神将たちの方により重きが置

かれている。その「天心法部将吏服色姓誰」には、次のようにある。

都天執邪大将

横天殺神大将

衝天摂神大将

金天火輪大将

飛空金聖大将

炎空飛輪大将

飛雷滅邪大将

丹青聖神大将

安神定魂大将

追魂帰魂大将

禁法神通大将

追蛾捉魅大将

跳山入海大将

張廷申（披髪大紅炮、金甲イ丈剣）

朱子真（披髪青抱、金甲執索）

蘇成力（披髪黄抱、金甲持剣）

鄭天英（披髪早抱、金甲持杖）

趙天正（披髪白抱、金甲執枷）

王火光（披髪緋抱、金甲持火輪）

劉次神（披髪紫抱、金甲握刀）

胡中元（披髪早砲、金甲執杖）

居子鎮（披髪緋抱、金甲仕剣）

杜剛志（披髪青砲、金甲執刀）

挑尭真（披髪緑砲、金甲伎剣）

許天信（披髪黄花炮、金甲持刀）

哀通霊（披髪青ネ包、金甲伎剣）

このように、天心法で神将として扱われる神々は、北極四聖や、天毘大聖と三十六将の組

み合わせの事例が圧倒的に多い。これらの記載から窺えることは、南宋期までの天心法の

体系では、『三教捜神大全』に見えるような、温・関・馬・趙・郵・辛などの元帥神をほと
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んど重視していなかったということである。

　また『上清天心正法』の収録される『道蔵』洞玄部・方法類には、浄明道系統と思われ

る経典が幾つか続けて配置されている。すなわち、『上清天枢院回車畢道正法』（59）『許

真君受錬形神上清畢道法要節文』（60）『天枢院都司須知令』（61）『霊宝浄明天枢都司

法院須知法文』（62）『霊宝浄明黄素書釈義秘訣』（63）『太上霊宝浄明入道品』（64）

『霊宝浄明院真師密詰』（65）『太上霊宝浄明法印式』（66）『霊宝浄明大法万道玉章秘

訣』（67）『太上霊宝浄明秘法篇』（68）『霊宝浄明新修九老神印伏魔秘法』（69）など

である。

　これらの経典の正確な成立年代は不明であるが、恐らくその中には、南宋期に浄明道を

盛んにした周真公に関わるものが多く含まれているものと推察される。

　ここで重んじられているのは天枢院である。天枢院の性格も駆邪院同様、経典により異

なるところがあり、複雑であるが、古くは「天枢」の字義通り、玉皇上帝や紫微大帝など

が中心となる「天界の中心」を指すことがあった。また一方では、仙界の宰相府のように

これをとらえ、初代天師張道陵をその主とする場合もあった。一部の経典では、駆邪院も

天枢院の一部に属すとする。

　しかし、ここに挙げた経典においては、許遜を始めとする「六真」によって主催される

天の役所を指す場合が多いようだ。黄小石氏の指摘によれば、許真君信仰においては、も

ともと十二真君を尊崇することが行われてきたが、宋代の浄明道においては、六真崇拝が

盛んになる（70）。

　なお、『鋳鼎余聞』には次のような記載がある（71）。

国朝の陸鳳藻の小知録に言う。三天門下に泰元都省があり、張天師がここにいる。

また天枢省には許真君がいる。天機省には葛イ山翁がいる。（72）

むろん、ここに見える天枢省は、一般に考えられているものとは異なると思われる。しか

し、このように「天枢」と許真君を結びつける考え方があったことは注意に値する。

　さて、これらの浄明道系の経典のうち、幾つかは『高上神零玉清真王紫書大法』や『上

清天心正法』に類似した形式を持っている。特に『上清天枢院回車畢道正法』などは、「火

鈴」「雷公」「黒殺」「天是」などの符呪が見えており、雷法の影響を感じさせる内容を持っ

ている。但し、ここでも元帥神に類する名称はほとんど見られない。また、これらの法術

においては、陀羅尼系の呪文を使用することが少ないという特色がある。

　いずれにせよ、『道法会元』や『三教捜神大全』に見える元帥神の多くが、宋代の神零派・

天心派、また浄明道系統の経典においてそれほど重視されていないことは、これらの元帥

神の性格について考える上で注意すべきことであると考える。

6．宋元の儀礼書における神将
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　南宋期の儀礼文献として重要なものに、『道蔵』正一部に収録される二つの『上清霊宝大

法』がある。片方が「蜜全真授、王契真纂」とする六十六巻の『上清霊宝大法』（73）で

あり、もう一つが、金允中による四十四巻の『上清霊宝大法』（74）である。ここでは、

それぞれ王氏『霊宝大法』、金氏『霊宝大法』と称することとする。

　王氏『上清霊宝大法』に見える神体系は、かなりオーソドックスなものである。その体

系は『雲笈七籔』に見えるものとよく似ている。王氏『霊宝大法』巻十には、天界の様相

について書かれた一段があるが、そこでは、元始天尊・霊宝天尊・道徳天尊の三清に続き、

昊天上帝・救苦天尊・北極大帝・天皇大帝などの中心となる神々の名が挙げられ、三十二

天帝・五斗・五天魔王などから、様々な霊官や真人が記される。また多くの儀礼文書の中

には、三官や五嶽から、城陛神に至るまで、多くの神々の名が見える。

　巻二十八には、三官について記した後、四聖について次のような記載がある。

北極天蓬都元帥真君蒼天上帝

北極天猷副元帥真君丹天上帝

北極翔聖儲慶保徳真君皓天上帝

北極佑聖真武霊応真君玄天上帝

北極四聖を、それぞれ帝号をもって称するが、依然として駆邪の神としては四聖を重んじ

ていることが推察される。

　王氏『霊宝大法』には、やはり天蓬・天猷の二元帥を除いては、元帥神に関する記載は

少ない。また雷法にっいては、これをあまり重視していないように思える。ただ、巻三十

八に「神虎玄範門」があり、そこでは駆邪の神将として、趙公明の名が見えている。また、

この法術については、『道法会元』に見られるものとかなり類似する面がある。或いはこの

部分は、後世の付加であるかもしれない。さらに、巻三十九においては、駆邪の将として

「元始上帝招真君霊大夫武卿崔文子・発放三界功曹所金闘上佐史珪璋」が挙げられている。

　金氏『霊宝大法』が当時の儀礼文献の中でも特殊な性格を持つことについては、丸山宏

氏の指摘がある（75）。その姿勢を反映してか、金氏『霊宝大法』においては、かなりオ

ーソドックスな神体系に依拠しているのが看取できる。ただ、武神としては、北極四聖、

及び唐・葛・周の三将軍などを重視している。

　金氏『霊宝大法』巻三十九においては、「黄籔大斎醸謝真霊三百六十位」として、金允中

の想定した神々の体系を記している。ここでは、三清や玉皇上帝・紫微大帝・天皇大帝と

いった上位の神々に始まり、下位の城陸神や土地神に至るまでが階位に従って詳細に記さ

れている。

　しかし、ここには雷部の神々については、「五方五雷使者」「雷公電母大神」などと、非

常に無個性な書き方をしており、雷部の神に固有なものとしては、せいぜいf社令雷神五

雷直符張使者」の名が見える程度である。駆邪院に関しても「北極駆邪院官将吏兵」とあ
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るだけで、具体的にどのような神を指すのかは不明である。両部の『上清霊宝大法』にお

いて、王契真はあまり意識せずに、そして金允中の方は恐らく意図的に、元帥神にっいて

はほとんどこれを重視しない姿勢を示していると推察される。

　『霊宝領教済度金書』（76）は、三百二十巻にも及ぶ『道蔵』の中でも屈指の浩潮な儀

礼書である。この書は「蜜全真授、林霊真編」とされ、元の大徳六年（一三〇二）の序文

を有する。しかし、時に「大明国」とする記述があり、明代の修訂を経ていることは間違

いない（77）。とはいえ、朱から明にかけての様々な儀礼を集大成したものとみられ、内

容は非常に複雑でありかっ豊富である。

　その巻二の「壇信経例品」では、それぞれの斎醸においてどのような神に上奏すべきか

を述べる。そしてこの部分自体が、当時の道教における膨大な神体系を示すものとなって

いる。巻三から巻七までの「聖真班位品」においては、各神をどの位置に祀るかを示し、

これにも彩しい神の名が記載されている。

　ただ、巻十二から始まり、巻二百五十九まで延々と続く　「科儀泣成品」では、ある一定

形式の奏文中に、神の名が記されるようになっている。例えば、巻十七では次のような神

を挙げる。

太上元極大道虚元自然元始天尊妙元上帝

虚皇玉農大道君霊宝天尊妙有上帝

万変混沌玄元老君道徳天尊至真大帝

玉皇大天尊玄窃高上帝

紫微中天北極大帝

紫微上宮天皇大帝

高上神雷玉清真王長生大帝

東極青玄上帝

后土皇地祇

十方霊宝天尊

九天生神上帝

三十二天上帝

五方五老上帝

東華上相木公道君

西霊太真金母元君

日宮太陽彰儀帝君

月宮太陰結燐皇君

南辰六闘上真道君

北極九府上真道君

五方五徳上真道君
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周天二十八宿真君

天地水三官帝君

泰玄枢機三省上相天君

九天諸司真君

天曹諸司真君

三天化主玄中大法師真君

三天大聖都天大法天師真君

霊宝経籍度師真君

霊宝監斎大法師真君

北極四聖真君

三天門下三元真君

三天門下上章詞表霊官

十方元極飛天神王

五天三界大魔王

三洞四輔経籔法科上聖

高真神仙将兵

本靖諸省府院司将吏兵馬

五嶽五帝真君

五天聖帝

洞天福地靖盧治化名山洞府得道真仙

祖玄真師列位真人

経籍度師列位真人

北陰玄天鄭都大帝

東霞丹林扶桑大帝

地水職司城陸社令里域土地監察神祇

侍衛宣通元鞭聖衆三界官属一切真霊

上は三清四御から、下は城陸土地神まで、かなりオーソドックスな神体系が示される。文

書によっては、太乙救苦天尊や雷声普化天尊など、中心になる神は変わるものの、一貫し

てこれらの神々の名を連ねる。例えば、巻四十一では冥界の十王が中心となるものの、や

はり「法位」においてほぼ同じ神名を列挙する。

　また多くの儀i礼文書の中で、北極駆邪院と上清天枢院・五雷院・功徳院などが併称され

る。ただ、神将の中でも重視されるのは、「北極駆邪院四聖」の他、「九天普度院守雄抱雌

二大将」などもある。巻九十九の記載によれば、「九天普度院」の下にも三十六将軍が配置

されている。普度院にっいて、ここでは駆邪院と同じような性格と見なされているようで

あるが、その詳細についてはよく分からない。
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　『霊宝領教済度金書』の内容は、巻二百六十からは符呪とそれに関連する法術が中心と

なる。これより「哺ロ牛咋波［田任」などの陀羅尼系の呪文の呪文も目立つようになる。但し、

この傾向は巻二百八十一までは濃厚に見られるものの、巻二百八十二の「存思玄妙品」か

らはまたその傾向が薄くなる。

　そして奇妙なことに、これだけの膨大な記事が存在する中で、元帥神に関する記載はほ

とんど無いに等しい。天界の神将が挙げられているところにも、ほとんどその名は見えな

い。ただ、全く存在しないわけではなく、若干元帥の登場する部分もある。例えば、巻十

二においては、天界の兵馬にっいての記述があり、その中では次のように述べている。

天歎火律令大赤元帥　郵将軍

九天遊変北極正一魁神純真元帥　馬将軍

護道崇寧威烈　関将軍

昭武翔霊正佑　温将軍

すなわち、郵天君・馬元帥・関元帥・温元帥の名が見えている。この記載が後に加えられ

たものかどうかは判定しにくいが、『霊宝領教済度金書』の神体系の中では、若干系統の異

なるものであると考えられる。この他では、郵・辛・張の三天君の名はまれに登場する。

しかし総じて、この経典においても元帥神の影は薄いと言ってよいであろう。

　また注意すべきは『無上黄籔大斎立成儀i』（78）である。この書は「留有光伝、蒋叔輿

編」と伝えられ、その多くは南宋期に成立したと考えられるものの、一部明人による付加

があるともされ、各部の成立年代はいまひとつ判然としない（79）。

　巻三の「予告門」などにおいては、むしろ両部の『上清霊宝大法』などに似て、オーソ

ドックスな神体系が記される。すなわち、三清や玉皇上帝や紫微大帝、太乙救苦天尊や三

十二天帝といった上位の神から、五嶽や水府などの中位の神を経て、城陛神などに至るも

のである。また巻五に見える、天枢院などの性格づけには注意が必要であろう。

上清天枢院天将天兵

北極駆邪院神将神兵

玉枢五雷院雷将雷兵

すなわち、天枢院・駆邪院・五雷院の三種を並置している。むろん、雷法を非常に重視し

ているのは明らかである。

　但し、『無上黄篠大斎立成儀』巻十二の儀礼文書に「大明国某布政使司某府州」とあるこ

とから見れば、この書は明人による付加があるのは間違いないと思われる。そのため、こ

の書においては、南宋期と明期の神体系が併存していると考えられる。巻三十一に見える

長生大帝配下の神将は次の通りである。
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運陽化陰大将軍　楊元光

混景大将軍　丁忠

合元大将軍　丁遷善

会霊大将軍　陳志元

陰陽大将軍　王先之

変霊大将軍　張同

運化大将軍　李淵

陽光大将軍　申孚（略）

しかし、この書における最も特徴的な記事は、巻五十一から巻五十六に見える、膨大な数

の神を記載した「神位門」であろう。これだけの神体系を明確に記した経典は少ない。た

だこの記載に関しては、全真教において重視される神仙を多く含んでいることから、恐ら

くは元代以降に付加されたものであると考える必要があろう。

　とはいえ、その巻五十二に記す元帥神の記載は、道教の神譜に明確に元帥神を位置づけ

たものとして非常に重要であろう。「神位門左二班」には、まず多くの神仙を列記する。

清微宗主真元妙化上帝

太初天君紫震太華天帝

（略）

浄明道師九州都仙大使神功妙済真君

（略）

正一嗣師真君

正一系師真君

正一左侍　王真人

正一右侍　趙真人

（略）

神雷五師真君

雷塞教主　火師真君

（略）

眉山混隠　南真人

丹山雷淵　黄真人

西山真息　熊真人

泰智沖和　彰真人

武当五龍雲莱葉　張真人

太極北霊内輔　鄭真人
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稚川抱朴仙翁　葛真人

南海　飽仙姑

全真大教　東華少陽帝君

正陽　鍾離帝君

純陽　呂仙帝君

海蜷　劉帝君

重陽　王帝君

（略）

神零得道輔教宗師　林真人

玉府上宰神香左掌雷　王真人

金鼎妙化執法　申真人

玄都御史神烈　呉真君

張真人・葛真人などの伝統的な道教の神仙に、東華帝君・呂洞賓・鍾離権・王重陽といっ

た全真教系の真人、さらに王文卿や林霊素などの神雷派の者まで、およそ宗派の異なるも

のでもすべて並置している。このような統合的な配置が可能であるということ自体、元代

の全真教や正一教の発展を反映しており、この部分の成立が遅いことを示していると言え

よう。恐らくこの部分については、『道法会元』と編纂時期が近いか、やや遅れるのではな

いかと推察される。

　さて、『無上黄籔大斎立成儀』巻五十二では、これに続いて多くの元帥神が列挙される。

清微三然九樗符章経道雷帝天君

雷莚飲火律令　郵天君

雷霊正令都督尚書　辛天君

雷震行令飛捷応報　張天君

三山木郎皓畢　筍天君

火鈴督雷　宋将軍

雷窪枢機　賓天君

霊首大神　馬天君

神烈陽雷　有天君

神化陰雷　畢天君

洞神主副　鹿・劉二天君

神香枢機　程・雍二元帥

洞玄主帥蒼牙鉄面　劉天君

神零妙帥金火　張天君

天医　趙・許二元帥
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　　雷霊風雷昌陽大将軍

　　雷霊火令舎陰大将軍

　　九天烈雷昭真　楊符使

　　九天捷疾焚炎　楊符使

　　雷窪三五火車鉄面雷公　王元帥

　　神香駆雷露震　程元帥

　　統轄社雷　蒋大将

　　南宮談摩羅　朱将軍

　　正一霊官　馬・陳・朱・薫・鄭五大元帥

　　都天太歳至徳　股元帥

　　遣疽滅毒　翁元帥

　　九天雷路神捷上将玄壇　趙元帥

　　雷火符使　曲元帥

　　清微　周・厳二元帥

　　三光符使　温・歌二元帥

　　九天考不信道法　朱将軍

　　北方風輪蕩邪　周元帥

　　天医院　趙・馬・黄三元帥

　　神雷玉部翻解　頴・張二使者

　　神雷普倒　　趙金剛

　　捷疾黒面　雷元帥

　　五丁都司　何元帥

　　部都主将　楊元帥

　　巨天力士　孟元帥

　　朗霊義勇　関元帥

　　地祇上将　温元帥

　　急報無侯　康元帥

　　英雄猛烈　鉄元帥

　　地祇忠烈　王・張二元帥

　　天心雷霊諸階法中雷帥官君

　　玉枢三十六雷君

　　雷莚諸司諸部雷神

　　神香内外台諸部雷神（略）

ここでは、『三教捜神大全』に見える元帥神のほとんどの名が見える。『道法会元』では幾

つかの神系統が入り交じっているが、この『無上黄簸大斎立成儀』では、これを一つの体
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系にまとめており、当時の神体系を知る上で貴重なものといえる。ただ、恐らくは同書の

儀礼文の中に「大明国」とあるのと同様、この部分も明代に造作されたものであろう。こ

れをもって南宋期の元帥の体系とみなすことは難しい。ただ、元帥神がこのように見事に

体系づけられているのは珍しく、その上では重要な資料であると考える。

7．白玉蜷の論議について

　白玉蜷は、『海壇白真人語録』（80）の中において、法術や神将についてやや詳しい議

論を行っている。これは南宋当時の神体系についての興味深い説であると言える。『海壇白

真人語録』巻一に、弟子との対話があって言う。

真師（白玉糖）が言う。「北極駆邪院はもと、ただ崔・盧・郵・實の四名の神将が

あるにすぎなかった。いまはそれに四名の神将を増やしている。梅仙考召院は、

もとは、播・歌・盧・査の四名の神将だけであったものが、いままた四名を増や

している。これは後人が勝手にやったものだ。本来の法術には、このようなもの

は無かったはずである。」（81）

真師が言う。「古の法官は、黄・劉の二神将を用いた。そしてまた高・丁の二将、

焦・曽の二将を用い、さらに桑・何の二将、許・謝の二将がある。その師から受

けたものであれば、霊験は必ずある。」（82）

真師が言う。「いにしえには鄭都法というものは無かった。これは唐の末に、大円

呉先生が始めてこの法を世に伝え、鬼神を使役したのである。しかしこの法には

元来は八将・三符・四呪の法、及び鄭都総録院印の法があるだけであったはずだ。

ところがまた後人が勝手に法術を増やして、非常に煩墳なものになった。これが

どうして正法と言えるだろうか。」（83）

真師が言う。「法において北極駆邪院と明言しているのは、天機院のことを言うの

である。南極に天枢院があるのは、天上の左に天枢省があり、右に天機省がある

ようなものである。天機とは北極の内院であり、駆邪院は外院である。かの天枢

とは、南極の内院のことである。南極にはまた進奏院があり、これが外院である。」

（84）

これらの論の当否はともかく、この論議は、白玉婚の当時において、それまでの法術にさ

らに様々な神々が付加され、法術ごとの神体系が変化していく過程がまさに進行中であっ

たことを示すものであろう。

　注意したいのは、ここで崔・盧・郵・賓の四名の神将を、白玉蠣がかなり古いものと見
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なしている点である。これら四将は後にその地位が曖昧になった面もあるが、本来は唐・

葛・周の三将軍と同様、古い来歴を持つ神将であった。『水涌伝』は、明代の成立とはいえ、

かなり民間信仰の古い層を反映している部分があるが、その第七十一回で陣没した晃蓋の

ための斎酷を営むところ、監壇の神将としてその名が見えているのが、崔・盧・郵・竈の

四将である（85）。むろん、この四将については、現在の道教儀i礼の文書中にもよくその

名が見えているという面もある。

　そしてここで白玉蜷の言及する神将のほとんどは、温・関・馬・趙といった元帥神では

ない。

　また天枢院については、白玉蟻はこれを南極にあるものとし、「南極天枢院」と称する。

別の意味からすれば、このような議論をせねばならなかったほど、天枢院の性格は明確で

なかったのであろうか。またここで「天枢省」と「天枢院」を別のものとしているのは、

注意すべき点である。ただ、『無上黄篠大斎立成儀』と同じように、天枢院を北極駆邪院と

対をなすものと見なしているのは明らかである。それにしても、白玉蜷が「後人が付加し

た」と強調する神将にも元帥神らしき名称が少ないということは、この時期に数多くの神

将が考え出され、そして消滅していった過程が垣間見えているように思える。

　また『海壇白真人語録』巻二には、次のような記載がある。

祖師（玉蜷）が言う。「わたしはこのように聞いている。漢の陸質は玉清元始法師

総仙上真領黄篠院事となり、また辛漢臣は、いま雷震都司狼牙猛吏となっている。

そして晋の陶弘景は、いま蓬莱都水司監となっている。また唐の楮遂良は、いま

五雷使者となっている。顔真卿は、いま北極駆邪院左判官となっている。李陽泳

は、いま北極駆邪院右判官になっている。李白は、いま東華上清監清逸真人とな

っている。白楽天は、いま蓬莱長仙主となっている。また晋の女仙である魏華存

は、いま紫虚元君領秩仙公となっている。唐の女仙謝自然は、いま東極真人とな

っている。」（86）

この説の一部、顔真卿に関する記述は『三教捜神大全』巻七の「北極駆邪院」に引用され

ている。注目すべきは、辛漢臣、すなわち辛天君の名が明確に雷部の神将として見えてい

ることである。しかしこの説は、総体としてみれば、史上の人物に適当に仙界の役職を割

り振った感があるのは否めない。

　『道法会元』巻七十に引く『玄珠歌』は、「王文卿撰、白玉嶋註」とされている。ここで

は内丹思想と雷法の融合が図られているが、その意図は成功しているとは言い難い。ただ、

白玉蟻の註に言う。

三帥とは、郵・辛・張の三元帥のことである。心は郵元帥、肝は辛元帥、脾は張

使者である。意が誠ならば張使者が肝に至り、怒れば辛元帥が心に臨む。火が大
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いに発すれば、すなわち数火が降る。

7）

これが「三帥化形」ということである。（8

むろん郵・辛・張などの雷部の天君にっいては、早くから既に道教に取り入れられていた

可能性が高いので、この記述は白玉婚の説をそのまま反映しているものとしてよい。

8．清微派の経典における雷神

　さらにもう一つ、雷法において重要な派に清微派がある。『清微仙譜』（88）では、第

十代とされる黄舜申までの系譜を強調するが、実際に派として盛んに活動を始めたのは黄

舜申以降のことであるとされる（89）。清微派の経典としては、『清微元降大法』（90）

『清微神裂秘法』（91）などがある。

　『清微神裂秘法』は、特に選者を記していないが、張守清や張守一の名が見えることか

ら、元末のものとされる（92）。その巻上の「雷奥秘論」では、神審と清微の共通性を強

調している。「師派」においては、魏華存・張道陵・許遜・祖辞などの仙師を列挙する。こ

れはむろん、雷法の諸派と正一系の融合を意識した配置であると思われる。

　この『清微神裂秘法』で重視されている雷部の神は、荷天君と畢天君である。法を司る

神としては、歴代の祖師と普化天尊を中心に据えるものの、実際の法術で重視されるのは、

あくまで荷・畢の二神将である。巻上には次のように記す。

清微主帥上清神烈陽雷神君　筍留吉

清微主帥上清神烈陰雷神君　畢宗遠

この他に見える神将としては、「清都策命符使田仲・九天雷火法令符使陳栄臣・捷疾符使楊

傑」などがある。

　『清微元降大法』では磐しい数の神将が存在する。例えば、巻十三には次のような記載

がある。

帥班

太乙端霊洞耀炎光露震風雷元帥

将班

追風使者　虞仲

追雲使者　郭阜臣

追雷使者　儲烈

追電使者　張臣元

追雨使者　師鋳

追龍使者　湯堅

許彦昌（天冠王者状　金甲朱衣執節朱履）
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追催使者　方俊（並交脚模頭青面朱髪　金甲朱衣皇靴）

太乙月李流光沖元符使　朱興（金兜黎面碧三目　金甲朱衣紅履執戟）

太乙五雷伝令符使　丘亮（玄冠面赤　金甲緑衣朱履執戟）

この他、巻十三には、「辛漢臣・江赫沖・秀文英・方道彰・陳華夫・馬欝林・郭元皇・田元

宗・登Kl｝lk辰・方仲高・張元伯」、「劉彦昌・朱龍延・康春・師亮・李大淵・尚方」、巻十四に

は「實露初・郵伯温・辛漢臣・張元伯・劉明・朱興・筍敷演」などの神将の組み合わせが

見える。これらの天君の名が見えるのは重要であるが、ただあくまで将班の一部を構成す

るにすぎないことについては、留意する必要があろう。

　また巻『清微元降大法』十七の「上清西禁大法」においては、その主となる神将として

「趙公明」の名が見られ、鉄鞭に黒虎に跨るという形象が見られる。趙公明は、この他に

も多くの法術で主帥となる。また同じく巻十七の「天毘火雷大法」にはその主帥として、「天

是大聖節度真君」の名が見える。

　これらの記載から見るに、郵天君や趙元帥などの元帥神の多くは、清微派において一定

の地位を得ていることは間違いないと思われる。

　興味深いのは、時に仏教の神仏が「大元帥」として見られることである。巻十三の「西

極真梵大覚慧妙五雷上経」の部分には、以下のような記載が見える。

神班

主帥　金旺大聖覚皇上帝能仁智聖天君　壮（即釈迦）

（略）

副帥　円明威神大元帥通済法海天君　摩尼羅（即龍樹）

すなわちここでは、釈迦仏と龍樹が、道教の神将として元帥神と同じ機能を果たしている。

　また『清微元降大法』においては、神将たちの形象に、仏教からの影響を受けたと推察

されるものが多くなってきている。まず「三目」や「五目」の神将が多く見られるように

なり、また例えば、巻十四の「露震使者」には「風輪を背にする」「水輪を背にする」「火

輪を背にする」というような姿が特徴的になる。もっとも清微派の想定する神体系にっい

ては、むしろ『道法会元』の前半の記載を見るべきであると考えられる。

9．『道法会元』における元帥（一）一清微・神審系法術

　さて『道法会元』は、神轡・天心派などから清微・霊宝派に至るまでの、多くの諸派の

法術を集大成したものである。そして前にもふれたように、ここでは多くの元帥神が法術

の中心的な地位を占めるに至っている。

　『道法会元』は二百六十人巻もの分量を擁iする『道蔵』中でも屈指の大部の経典である。

先にも見たように、この書の正確な編書年代は不明であるが、第三十九代張天師の張嗣成
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などの名が見えることから、元末明初に編纂されたものとの見解がある（93）。

　『道法会元』においては、『清微元降大法』よりも進んで、仏教、特に密教の濃厚な影響

が見られるのが特徴である。例えば、巻六の「玄一碧落大梵五雷秘法」においては、主法

に元始天尊・霊宝天尊・道徳天尊の三清を置きながら、将班に「観音大士化身」を配する。

巻二百三十の「上清馬陳朱三霊官秘法」には、軍茶利明王や、郷粍太子の名が見える。ま

た「庵件庇剛」といった陀羅尼系の呪文は、随所で使われるようになり、さらに神将には、

「三面六管」などといった姿が顕著に見られるようになる。雷法が密教から受けた影響に

ついて、李遠国氏は次のように論ずる（94）。

道教の雷法の中には、仏教の唐代密教の修養法が大量に入り込んでいる。（略）道

教の神宥派は大量に密教の真言梵呪を採用し、修真達霊といった目的に用いてい

る。例えば『先天雷晶隠書』に収録する真言密呪は二十余種ほどであるが、その

中でも最も重要と思われるのは「天母心呪」だが、それは一字も違わず、密教流

伝の「摩利支天真言」と一致するものである。その主法の神に擬せられているの

は、一つは高上神雷玉清真王長生大帝であり、もう一つは、斗母摩利支天大聖で

ある。前者は道教の神であり、後者は密教の神である。その主神から、呪文や修

法や法術に至るまで、すべてここでは密教と道教を双方ともに修めるといった姿

勢が貫徹している。これはすなわち、当時においては道教と密教が互いに融合し

ていることを示すものと考えられる。

密教との融合のみならず、『道法会元』においては、正一・霊宝・清微・神轡・天心・地祇・

鄭都など、様々な法術の融合が図られている。ただそれらはあまり整理されない形のまま

取り込まれているため、一見、この経典は非常に蕪雑であるという印象を受ける。

　しかし、その編纂に対しては、一応はそれなりの傾向があるように感じられる。まず、

清微系の法術の重視が挙げられる。すなわち、『道法会元』巻一の「清微道法枢紐」から巻

五十五の「清微治癩文検」に至るまでは、題名に「清微」と冠するものが多く、ここから

は清微系の法術を特別視する姿勢が窺える。

　巻五十六からは、「神雷」「雷莚」「上清」を冠した法術が多くなる。また巻六十五から巻

七十九までは、主として雷法の理論にっいて述べたものが大半を占めている。特に巻六十

八から巻七十七までは、王文卿・張虚靖・薩守堅などの雷法の祖師たちの言辞を収めてお

り、その資料的な重要性は高い。また後半、特に巻二百以降においては、天心・地祇・鄭

都などの諸派の法術が収録されており、ここは民間系の法術を特に配したように思える。

例えば、巻二百四十六の「天心地司般元帥秘法」や巻二百五十三の「地祇温元帥大法」、そ

れに巻二百六十一の「鄭都孟元帥秘法」などがそれである。

　さて、巻三の「清微帝師宮分品」においては、清微派の神々の位階表が特に設けられて

いる。ここではまず三清・玉皇上帝・紫微大帝・天皇大帝・救苦天尊・普化天尊などの道
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教の正統的な神々が列挙されている。続けて、北斗・南斗や十一曜などの星神、そして三

官大帝・四聖などの名が見える。当然ながら、中でも「清微宗主真妙化大帝」は中心的な

位置を占めている。そして「帥将」の部分では、郵天君をはじめとする元帥神の名が見え

る。

元始北極天王天雷轟元　郵雷君

北極安景令王地雷鎮玄　辛雷君

暢谷太霞霊王水雷環運　張雷君

九斗陽芒流金火鈴威雷浮光　劉天君

三山木郎大神皓霊　荷神君

上清旋天刑令大神枢機　蜜真君

神雷玉都陽雷陰違西極上将神変　留真君

沖天明道執法仁聖応元真君飛捷　楊符使

飛天妙道威化聖仁神烈真君焚炎　楊符使

妙道沖儀聖仁通華真君雷震捷疾　朱符使

景霊通道仁聖元妙真君飛捷　楊符使

承天沖和保生聖元明道真君九天沖虚飛雷　安符使

すなわち、郵・辛・張・劉・荷・賓・劉・楊・朱・安の各天君や使者である。この後には

東嶽大帝はじめ、五嶽の神や四海の神が配される。すなわち、これらの天君は、天界の最

後列に位置する。この組み合わせは『清微元降大法』巻十四にあった實・郵・辛・張・劉・

朱・筍の諸天君の配列に近い。また、巻十七では荷・畢二将を重視する。この考え方は『清

微神裂秘法』に近い。

　巻二十二「清微玉辰錬度奏申文検」においては、三清・玉帝・紫微大帝などに上奏し、

神将の助力を請うが、そこに挙げられる神将名は次の通りである。

陽雷神君　荷留吉

陰雷神君　畢宗遠

火鈴大将　劉明

焚炎符使　楊傑（略）

解冤符使　纈悪

陽神　何昌

陰神　喬荷（略）

鄭都追摂元帥　関羽

地祇上将　温壇
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荷・畢二天君のほか、関元帥や温元帥の名がある。巻二十三では、魏華存と祖含予を主法と

し、温・関の二元帥を中心とする法が幾っか見られる。

　一方で、巻二十六の「清微道法・玄霊解厄品」においては、次のような神々が中心とな

る。

主法

清微宗主真元妙化天帝

帥班

北極闇陽掌善使者　楊汝明

北極啓陰察悪使者　敢妙真（略）

掌急奏太一天君　王震（略）

枢霊大神　劉洪

総真使者　襲徳（略）

北極循瑛露麗灌斗暢谷神君　張霊（略）

五都融解冤結使者　纈悪

清微の主たる妙化天帝に、楊・歌などの二使者が中心となる。ここに見える纈使者などに

ついては、『無上黄篠大斎立成儀』にもその名が見えている。

　巻二十九の「清微祈祷奏告道法」には、「主将陳元帥」「副将石元帥」とあり、『三教捜神

大全』に見える石元帥が登場している。石元帥については、他の儀礼文献でもあまり記載

が無いため、その性格はやや捉えにくいものとなっている。

　巻三十六「正一霊官馬元帥秘法」は、馬元帥を中心とした法術である。馬元帥は、道教

の儀礼文書では、名を「馬勝」とされることが多い。四大元帥（温・関・馬・趙元帥）の

一であり、五顕霊官・華光神と同一視される。ここでも主法となるのは、祖含予と魏華存で

あり、神将としては、正一霊官馬勝と、それから威光大将馬充とが帥班に当てられている。

『道法会元』においては、馬元帥は馬勝と馬充の二者が存在する。『三教捜神大全』に見え

る馬元帥は、正一霊官馬勝の方を指す。

　同じく巻三十六の「地祇上将陰雷大法」においては、主法を祖辞・魏華存とし、神将と

しては温元帥などが中心となっている。

地祇上将充金昭武顕徳元帥　温壇

鉄・畢・黒・方四雄上将

醇・徐・許・都四大猛将

劉・張・趙・史・周五雷使者

聴令郎君小亭侯　張元帥

伝令直符　張使者
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温元帥は、名を温壇といい、やはり四大元帥の一である。『三教捜神大全』に記載がある。

ここでは「地祇上将」としての性格が強調されている。同様に、巻三十六の「蓬玄摂正雷

書」では、魏華存を主法として、神将は関元帥が中心となる。

轟雷摂正青霊上衛上将　関元帥（名羽）

副帥粛忠　趙将軍（略）

将佐

李貢・張端・劉昇・石盈　四大神将

関元帥は、言うまでもなく後の関聖帝君であり、三国の武将関羽である。四大元帥の一で

あり、『三教捜神大全』、及びその前身である『捜神広記』に記載がある。『道法会元』にお

ける関羽は、「鄭都賊魔元帥」と呼ばれ、鄭都法との関連が濃厚である。

　巻三十七の「上清武春烈雷大法」は、太歳股元帥を中心としたものとなっている。

上清武春猛吏太歳至徳尊神元帥　殿郊（略）

副将質神　侯将軍

亜将鵬鵠　王将軍

通霊報応　蒋使者

毛・趙・歌・郭四大吏兵

神茶・欝塁大神

黄旙・豹尾大神（略）

股元帥は、やはり『三教捜神大全』に記載がある。般元帥は『道法会元』中では猛吏太歳

と称され、時を支配する神として現れる。その姿は「九つの燭腱を首に掛け、左手に金の

鐘、右手に黄銭を執り、九頭の金牛に乗る」というものである。

　『道法会元』の巻三十八「上清紫庭秘法」では、清微妙化大帝を主に、その神将は「紫

庭上将朗英・醇元」となっている。同じく巻三十八「霊佑忠烈大法」では、「霊佑滅艦忠烈

元帥康徳」とあり、康元帥が中心になる。この康元帥も『三教捜神大全』に記事がある。

　このように、清微系の法術においては、郵・辛・畢などの雷部の諸天君に加え、温・関・

馬・趙・般などの多くの元帥が取り込まれていることが分かる。

　巻四十の奏文には多くの神の名が記されているが、ここに見える神々が、恐らく清微系

の法術で重視されている神将であると言えるであろう。

数火律令大神　郵天君

正令大神青帝　辛天君
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行令大神陽谷　張天君

神烈　筍・畢二雷君

流金火鈴　劉天君

捷疾焚炎　楊符使

昌陽閃燥　呉・王二使者

太玄左右　烏・塗二神君

翻解冤結　纈使者（略）

主水主火　王・趙二将軍（略）

神虎　何・喬二大聖（略）

三元　五道大神

玉陽瑛摩羅　朱将軍（略）

斗中　楊・1秋二仙使

七元神君

掌急奏灌斗　張神君

玄枢　方符使

太一　王天君

枢霊　劉大神

総真　襲使者（略）

混元都統霊官　馬元帥

天医許・趙二元帥

百薬朱・李二仙官

攻無院　馬・歌二元帥

小翻山　張賢聖

呂・丘・田・何・盧・路諸大功曹（略）

金輪執法　趙元帥

鄭都賊魔　関元帥

地祇上将　温元帥

急報無侯　康元帥

地司猛吏　般元帥

巨天力士　孟元帥（略）

ここでは、郵・辛・張・荷・畢などの天君を中心として、『無上黄籔大斎立成儀i』の神位門

に近い体系が示されている。ただ、雷部の天君以外では、関・温・孟元帥などの、地祇法

や鄭都法系の神が目立っている。むろん、『清微神裂秘法』などで重視されている楊符使や

纈使者の名も見えている。

　巻四十六の「上清神烈飛捷五雷大法」の神将は、張亜・筍留吉・畢宗遠・荘曼の各天君
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であり、巻四十八の「神捷五雷祈祷検式」の奏文では、張亜・荷留吉・畢宗遠・股郊・温

擾・関羽となっている。この上奏を受ける側は、概して玉皇上帝・玄天上帝（或いは北極

四聖）・三官大帝・東嶽大帝といった高位の神となっている。

　ただ、『清微元降大法』『清微神裂秘法』などと、『道法会元』におけるこれらの清微法の

神体系を比較するに、やはりそこには若干の変化があるように思われる。

　その傾向を極めて大雑把に捉えるならば、『道法会元』では、元来清微系の法術で重視さ

れていた神将、すなわち郵・辛・張・荷・畢などの天君のみならず、鄭都法系の神、すな

わち地祇温元帥や、都都関元帥・孟元帥、また太歳般元帥などの元帥神を加えていること

が挙げられる。すなわち、この法術が書かれた時点では、多くの系統の法術の融合がさら

に進んでいるものと考えられる。

　鄭都系の法術にっいては、先に白玉嶋が「いにしえは無し」と断定していたように、新

しい、しかも民間系の法術であったと推察される。ただ『道法会元』の後半部には鄭都系

の法術と思われるものも多く収録されている。恐らく、元から明初にかけての清微派は、

こういった民間出自の法術も取り入れた結果、このような雑然とした神体系に変化してい

ったのではないかと思われる。鄭都法と地祇法の関係は若干不明な点があるが、温元帥が

東嶽大帝配下の武将であることなどを考えると、鄭都、すなわち地獄と深い関連があるも

のと考えられる。横手裕氏の指摘によれば、地祇法はまた「小鄭都」と呼ばれ、また部都

派は別名「鄭嶽」派とも称されることがあった（95）。この「鄭嶽」の「嶽」は、五嶽或

いは東嶽大帝に関連するものである可能性もある。いずれにしろ、これらの法術は冥界に

関係するものであった。温元帥・関元帥・孟元帥などは、本来は元帥神の中でも、冥界神

としての役割を強く有するものであったのである。この点は、雷部の郵・辛・張天君など

とは性格を異にする。むろん後世では、このような性格の差異の意識は薄れていく。

　もっとも、『道法会元』には性格を異にする様々な資料が混在していると思われ、その傾

向も、実際には単純に論じることはできない。例えば、巻五十から巻六十四までは、五雷

法に関連する記載が中心となっており、ここに登場する神々の体系は、神雷法の系統を思

わせるものである。例えば、巻五十五の奏文などに登場する神将は、荷・畢・登8・辛・張

の各天君と、王・呉の二使者のみ、その他の奏文でも、荷・畢二天君と劉天君と天丁力士、

またこれに朱将軍などが加わるのみである。

　巻五十六には、「雷塞神位」という神々の一覧表があるが、ここで示される雷神も、その

ほとんどは伝統的な雷部の神々である。特に巻六十一から巻六十四を占める「高上神轡玉

枢斬勘五雷大法」は、王文卿の序文を有するもので、後世の編集があるとはいえ、恐らく

古く神審派の神体系を示すものであろう。そこには次のような神将の名が見える。

将班

元上玄皇至尊九天雷首歎火律令大仙都天元帥煙都炎雲帝君大忠大孝火律令大神

郵伯温
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掌雷塞火光露震銀牙耀目提点三界鉄筆演法大判官　辛漢臣

太乙捷兵火雷報応使者　張元伯

総摂大将都雷　程曼卿（略）

雷公　江赫沖（略）

電母　秀文英（略）

風伯　方道彰（略）

雨師　陳華夫

そしてこの後にも五雷・十二功曹などの神が見えるが、あまり鄭都系の神の名は見えない

ようである。先にも見たとおり、神雷派の経典においては、ほとんど温・関・馬・趙など

の元帥神の名が見えなかった。この王文卿作と思われる「高上神雷玉枢斬勘五雷大法」が、

それらの経典と同じ傾向を有するのは、ある意味では当然と言えよう。

　巻六十五の「三黒雷窪神位」においても彩しい数の神将の名が記されているが、ここに

も元帥神の名は少なく、やや古い神体系が記されていることが分かる。ここでは「玉枢院」

の神として、揚雄と陶弘景の名が見えている。なお、この神零系と思われる部分では、陀

羅尼に類似した呪文が使われることが非常に少ない。

　これらのことから、『道法会元』巻四十九までと、それ以降の巻五十から巻六十五までで

は、神体系から見てもかなり内容に差があることが分かる。或いは、本来巻五十以降は別

の経典であったものを、そのまま取り込んだ可能性も高い。その性格から言えば、巻五十

から六十五までは、恐らくその法術はほとんど神雷系のものである。『道法会元』の編纂を

行った過程で、清微派が自分らの経典類の後ろにあたる部分に挿入したか、或いは、もと

もと神雷派の経典があったところに、清微派の経典を前に付加したものかは判然としない。

ただ、巻四十九までが清微派を中心として編集されたものであり、巻五十から巻六十五ま

での経典より、時代的に遅れるものであることは間違いないであろう。また清微派は、こ

のような作業によって神審派からの連続性を誇示しているものとも思われる。

　『道法会元』の巻六十六からは、主として雷法の理論面に関する記事が多くなる。巻六

十七の「雷霊玄論」や王文卿の「雷説」、巻七十の「玄珠歌」などは重要な論説であるが、

この部分は神体系についてはあまり記述が無い。またこの部分においても、陀羅尼系の呪

文が少ないことが看取できる。

　巻七十五「天書雷蒙下」に含まれる奏文に見える神は、三清・玉帝・普化天尊・紫微大

帝・天毘大聖・三官大帝・北極四聖など、非常にオー一一ソドックスな体系である。ここで神

将として登場するのは、郵天君・辛天君・張天君・劉天君・間元帥・蜜元帥・任元帥・荷

元帥・畢元帥などである。

　『道法会元』の巻八十からは、一転してまた天君や元帥ごとの法術が多くなる。

　巻八十は「数火律令郵天君大法」であり、その題名の通り、主帥となるのは郵天君（郵

伯温）である。この法術は、「領籍上仙披雲楊耕常伝授」とある。楊耕常は、名を楊饗とい
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い、福建延平の人。劉浩然・許志高の法術を受け継いだとされる（96）。ここで郵天君は

「赤髪金冠、三目青面」「背に肉翅あり」「手足みな五爪あり」とあるように、典型的な雷

公の姿をしている。なお、いずれの経典でも雷部の主神とされる郵天君については、何故

か『三教捜神大全』に独立の項目が見えない。

　巻八十一は「負風猛吏辛天君大法」である。この法は「括蒼鶴渓処然居士播松年伝授」

とある。辛天君（辛漢臣）は「牛耳嘆頭、朱髪鉄面銀牙」とされる。配下の将兵には、蛮

雷使者が配されるが、それは「馬穆林・郭元京・方仲高・郵操辰・田元宗」である。これ

らの神々の名は、『清微元降大法』にも見えている。巻八十二は「先天一黒火雷張使者祈祷

大法」である。張使者を中心とし、やはり蛮雷使者などを配下に置く。これは伝授者の名

が無い。

　『道法会元』の巻八十三から八十六までは「先天雷晶隠書」となっている。これは恐ら

く、単独の一つの経典として独立していたものと考えられる。李遠国氏の指摘によれば、

この経典は都鉄壁を宗師として伝授されたもので、前の「先天一黒火雷張使者祈祷大法」

とも関連があるとされる（97）。

　「先天雷晶隠書」には様々な記事が含まれるが、まず主法としては、長生大帝と摩利支

天がおり、師㎝においては、注守真・王文卿・白玉婚といった祖師たちが並ぶ。神将とし

ては、郵天君・辛天君・張天君や、その配下として馬欝林・郭元京・方仲高・郵撲辰・田

元宗などがある。ただ、ここでは張天君は、張珪・張雲・張亜の正副三将があるとされる。

　巻八十から巻人十六までの幾つかの経典は、恐らく南宋期に由来するものが多いと考え

られ、神体系も古いものをよく残している。ただ「先天雷晶隠書」の後半部、巻八十六の

ところには、奏文に示される神々の中には、「王元帥・股元帥・朱将軍・趙元帥・関元帥・

温元帥」があり、或いは後代の記事の補入があるかとも疑われる。

　巻九十「先天一黒雷法」、及び巻九十一「雷霊六乙天喜使者祈祷大法」、そして巻九十二

「先天六一天喜使者大法」は、巻八十二の「先天一無火雷張使者祈祷大法」と同様、張天

君が中心となった法術である。

　巻九十三の「雷窪三要一熊火雷使者法」では、郵・辛・張の三天君の前に、「天是大聖主

雷真君馬自奴」及び「河魁大聖節度真君董万春」の名が見える。天呈大聖の姿は特異で、「披

紅髪紅面、三目」「跣足に火車を踏む」とあり、また河魁大聖も、「首に十二の胸腋を下げ」

「足に水輪を踏む」となっている。後世、火輪を踏むのはOSPE太子のみが強調されるが、『道

法会元』における神将の多くは、火・水・風・雷など様々な「輪」を踏む者が多い。これ

らの形象は、恐らく密教の明王の影響を受けているものと考えられる。なお、これら巻九

十四から巻九十七までの諸法は、多くは張天君を中心とするものである。巻九十八の「九

天碧潭雷祷雨大法」では、郵・辛・張の三天君に加え、陶天君の名が見えている。陶天君

は「四翅龍爪」といった姿で示される。巻九十九から巻百三までは、五雷法に関するもの

が多い。巻百四から百人までの「高上景霧三五混合都天大雷娘書」では、再び雷部の神々

の位階表や、様々な符が示される。
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　『道法会元』巻百九から百十までの「混沌玄書」「混沌玄書大法」はいささか法術系統を

異にするようである。神将は星神が多いが、その神体系についてはよく分からない面があ

る。巻百十一から百十三までの「帝令宝珠五雷祈祷法」は、正一派の張宗演が伝授したも

のである（98）。この法術は、若干他の五雷法とは異なる性格を持つものと考えられる。

巻百十四から百二十までの「太極都雷隠書」においては、様々な神が見えるものの、やは

り神将の中心となるのは郵・辛・張などの天君である。

　『道法会元』は、巻百二十一の「南宮火府烏陽雷師秘法」からは、雷法としっっも、若

干その性格が変わっていくと考えられる。「南宮火府烏腸雷師秘法」には次のような神将が

見える。これを一連の「南宮火府」系統の法術と見ても問題は無いと思われる。

主法

祖師烏腸雷師　呉真君

将班

南宮火府赤炎洞主烏陽雷師流金火鈴上将　呉元帥明達（略）

上部火輪神将　宋元帥無忌（略）

中部火輪神将　劉元帥炎真（略）

下部火輪神将　劉元帥択先（略）

流金火鈴大将　楊元帥昌孝（略）

軍師奴利趙侯　黒犬四聖使者（略）

大猪頭使者　劉居安（略）

このうち、一部の神は『無上黄錬大斎立成儀』にも記載があるが、その性格にっいてはよ

く分からない部分が多い。巻百二十二・百二十三の「太上三五郡陽鉄面火車五雷大法」も、

辛天君の名はあるものの、その他は火車大将軍の「閻不斬・衛貞・任運力・郡陽公弼・鄭

徹霊」などの火府の神が中心となる。但しここに見える「謝仙火」は、恐らく『三教捜神

大全』に見える謝天君に該当するかと思われる。また宋元帥は、火部の神として重要な存

在である。巻百二十三の「五嶽神位」には、五嶽の判官として、「銀牙猛吏辛漢臣」や「殺

鬼大将軍馬勝」などの名も見える。

　巻百二十五「九州社令蛮雷大法」、巻百二十六「九州社令雷法」、巻百二十七「九州社令

陽雷大法」、巻百二十八「九州社令陽雷祈祷検式」は一連の「九州社令」系の法術である。

これは万鼎新を祖師とする派が伝授したとされる（99）。その九州とは、例えば『上清霊

宝大法』などの記載によれば、「翼州・克州・青州・徐）a卜1・梁州・揚州・荊少トト予州・雍州」

の九っを指す。社令の神は、城陸神や土地神と同じような職責であると考えられる。「九州

社令蛮雷大法」では、その主法を許遜とし、これを非常に重視する。神将の筆頭にいるの

は、「社令陽雷総管康尭」「社令除雷総管劉徳」「九州社令撃剥使者呂魁」とある。すなわち

康・劉・呂の三元帥である。巻百二十八の「九州社令陽雷祈祷検式」では、これらの諸将
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と温・関・馬・趙などの元帥を並べて記す。

雷首　登陵

霊首　辛漢臣

火雷　張珪

雷公　江赫沖

電母　秀文英

風伯　方道彰

雨師　陳華夫

雲吏　郭士秀

五方万雷使者　馬欝林・郭元京・方仲高・郵洪辰・田元宗

社令楊・孫・洪・朱・馬

7同ネ申　　1寵霊・8到通

ネ申烈］　フ苛竣・畢］解

霊官　馬勝

白蛇　馬沖

玄壇　趙朗

黒虎大神　皮明

賊魔　関羽

地祇　温壇

社令　康尭・劉徳・呂魁

『道法会元』には、このように奏文の中において、ある特定の法術に関わる神将に、さら

に温・関・馬・趙などの元帥神を並べるパターンも多く見られる。

　巻百三十の「北真水部飛火撃雷大法」は、玄天上帝を主法とする、水部の神に関わる法

術である。この法術においては、歴史上の人物が多く神として挙げられている。

主法

教主北極佑聖真君玄天上帝

将班

雷霊水部都大判官　張渤（即祠山大帝也）

都部押発使者　郵萬

水部檎龍大神　壬真一

水部捜龍大神　呉昌

水部駆龍大神　李順

水部鞭龍大神　王萬臣（略）
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興風激浪使者　姜維

鼓風波濤使者　屈平

蒸雲蒸霧使者　趙太平

搏雲作水使者　楽毅

散雲生風使者　蓋勝之

能雨能晴使者　奨世仁

飛霜凝氷使者　白起

勇水結雪使者　辛元礼

収陽降雨使者　孫勝

飛火撃雷使者　丁柄

製電迅雷使者　呂宜

報事通達使者　龍武周

すなわち、屈原・楽毅・白起・郵萬・姜維といった歴代の人物が玄天上帝の配下として、

主に雲や雨や雪などを扱う神将として扱われている。さらに、祠山大帝張渤の名も見える。

祠山大帝張渤にっいては『三教捜神大全』にも記事がある。『道法会元』巻百三十一の「石

厘水府起風雲致雨法」は、祠山大帝を中心とした降雨の法術となっている。

　『道法会元』巻百三十二の「雷霊祈祷秘訣」では、「鄭都行司関元帥・張李牛頭・嶽主東

嶽温元帥・東平威烈通天大元帥・張請黄劉王五大元帥」といった記載があり、また巻百三

十三・百三十四の「太乙真雷露震大法」では、雷部の神々の一覧が記載されているが、こ

こでは「使者」とされている趙元帥などを除いてはあまり他の元帥の姿が見えない。巻百

三十二から巻百三四十五までは、「露震大法」と題した法術の系統が続くが、三清や玉帝な

ど、神の体系としてはややオーソドックスなものが示される。なお、ここの奏文で示され

る「天枢院」は、単に天界の中心を指している場合が多い。

　巻百四十六の「正一忠孝家書白捉五雷大法」は、「露震大法」とは異なった系統のもので

あると考えられる。ここでは元帥が重要な役割を担っている。

主法

祖師玉帝御前伏魔上相李真君　漸字清叔（略）

聖位

雷門左伐魔使知南極天枢院事総轄雷窪都司一府二院三司事　荷元帥（略）

雷門右伐魔使知北極駆邪院事主管雷窪都司軍轄事　畢元帥（略）

四直使者　陳安・劉吉・孫徳・張京（略）

三十六雷七十二考召合属官将

紫虚骸秀壇合壇官将

雷建数火律令　郵天君
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雷霊都督猛吏　辛天君

雷霊飛捷使者　張神君

正一魁神霊官　馬元帥

東嶽地祇上将　温元帥

鄭都賊魔朗霊　関元帥（略）

ここでは、荷天君が南極天枢院を、畢天君が北極駆邪院を統轄し、その下に多くの元帥神

が呼び出されることになっている。これは先に見た『海壇白真人語録』巻一における白玉

蜷の論とよく重なる部分がある。また筍・畢の二天君を特別に重視することは、『清微神裂

秘法』などの清微系の経典の考え方に近い。ここで主法とされている李清叔は、南宋期に

神轡派の一派を形成した者であるとされる（100）。この「正一忠孝家書白捉五雷大法」

はその法術の系統を伝えるものであるが、恐らくは李清叔当時のままではなく、後代に追

加された記事があるものと考えられる。

　巻百四十七から百五十三までの「洞玄玉枢雷霊大法」では、再び「雷窪大法」と題する。

冒頭にこの法術が、白玉蠣に由来するものであることが示される。但し、李遠国氏の指摘

によれば、これは元の時代に白玉蜷の系統を継ぐ者たちによって書かれたものであるとさ

れる（101）。この法術の中で挙げられている神将は、郵天君・劉天君・張天君・蜜天君・

任天君・謝天君・朱天君・馬使者・郭使者・方使者・郵使者・田使者である。伝統的な雷

部の神々が中心になっているが、『三教捜神大全』に見える謝天君や朱天君の名が、郵天君

らとともに記されていることは非常に興味深い。

10．『道法会元』における元帥（二）一神雷系諸派及び天心・地祇・劃都系など

　『道法会元』巻百五十四から巻百九十までの「混元六天妙道一無如意大法」「上清天蓬伏

魔大法」「混元飛捉四聖伏魔大法」「上清童初五元素府玉冊」「上清五元玉冊九霊飛歩章奏秘

法」は、恐らく天心法系統の法術が中心となったものである。ここからそれまで中心であ

った清微系の法術とは明らかに異なる性格の資料が多くなる。

　まず巻百五十四と百五十五の「混元六天妙道一焦如意大法」では、路大安・雷時中など

の祖師を主法とし、その法術の中心に据えている。雷時中は天心法を駆使したことで知ら

れた道士である（102）。この「混元六天妙道一無如意大法」における神将は次の通りで

ある。

主壇大都督青帝天君　辛漢臣

副壇都総管炎帝天君　登陥温

混元都総轄霊官元帥　馬勝

雷霊飛捷報応使者　張元伯

東方飛雲激電神王蛮雷使　馬欝林
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南方飛雲激電神王蛮雷使　郭元京

西方飛雲激電神王蛮雷使　方仲高

北方飛雲激電神王蛮雷使　郵撲辰

中央飛雲激電神王蛮雷使　田元宗

雷公　江赫沖

電母　秀文英

風伯　方道彰

雨師　陳華夫

雷府管打不信道法大将軍　朱彦明

雷門忠孝査伐魔使　筍翌沖

雷門忠孝右伐魔使　畢山則

八卦洞神天蒐正将　鹿霊

八卦洞神地冤副将　劉通

混元行神布黒　馬居仁・歌居一

天医符無薬針灸廷六職治病仙官

大威徳神通最上減魔顕法小翻山　張賢聖

布黒功曹　間丘釈・張大用・祝清・孫達・劉定光・張元毅・田輝・王元・趙欽・

張明遠

捉縛枷拷四功曹　何鼎・何蕪・何清・何淵

八卦天医主帥　趙邦英

八卦天医副帥　許仙英

直日五雷　田文仲・崔亜文・劉曇・陶公済・高1

天医百薬退病　李紳・朱子栄

この法術では、奏文の中では玄天上帝を主法とする。蛮雷使者や雷公・電母などを重視す

ることは、神雷・清微系と変わらないが、ここでは「天医院」を非常に重視しているのが

特徴的である。巻百五十五においては、辛天君や馬元帥の他、「十大功曹」や「十大太保」

などの配下の将も重視している。十大太保は、ここでは「温玉・李真・鉄勝・劉碕・挑正・

張葱・康応・岳勝・孟雲・章彦」の各神将であることになっている。

　『道法会元』の巻百五十六から百七十までを占める「上清天蓬伏魔大法」「混元飛捉四聖

伏魔大法」においては、先に見た『太上助国救民総真秘要』『上清天心正法』『上清北極天

心正法』などの天心系の経典と同様に、北極駆邪院と四聖・天呈大聖、及びその配下の三

十六将などを重視する。

　「上清天蓬伏魔大法」巻百六十二の符などで重視するのは、飛鷹大将や、走犬大将など

の他、唐・葛・周の天門三将軍などがある。また同巻百六十四の北極駆邪院に対する奏文

においては、北極駆邪院の天蓬・天猷・黒熱・真武の四聖などの神将が重視されている。
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そのため、ここで言う「四大元帥」とは、天蓬・天猷・黒無・真武であり、温・関・馬・

趙ではない。このような神体系は、その前に収録される「混元六天妙道一焦如意大法」と

も性格を異にしており、恐らくはより古い神体系をそのまま残しているのではないかと推

察される。ただ、巻百六十七の符など一部の記載には、殿元帥や趙元帥などの元帥神の名

が見える。この部分には、真武を「玄天上帝」と記す場合もあり、後の記事の追補がある

ものと思われる。

　巻百六十九・百七十の「混元飛捉四聖伏魔大法」では、北極四聖を中心として、「風・雷・

水・火・四大神王」や「崔・盧・郵・寛四大天丁神将」「温・李・呉・劉四大通天副将」な

どが見られ、ここで崔・盧・郵・實の四将を北極駆邪院の配下とすることは、先にみた白

玉蟻の『海壇白真人語録』における指摘と一致する。巻百八十一の「上清五元玉冊九霊飛

歩章奏秘法」には、神々の一覧が採録されているが、ここに見える神も、唐・葛・周の三

将軍などオーソドックスなものが多い。

　『道法会元』の巻百八十八から巻百九十四までは、「太乙火府五雷大法」とそれに関連す

る法術によって占められる。これは劉浩然・許志高などの祖師が伝えた「太乙雷法」系統

の法術である（103）。先に見た「南宮火府」と関連があるかもと思われる。巻百八十八

の序文には、宋威淳年間の記載がある。ここで示される火府の神将を見るに、清微や天心

系ともやや異なった神体系を保持していると考えられる。

火府主将威光掌令総監大神　丘青（略）

副将震雷露震行令大神　王成之（略）

散雲飛霧掌令大神　陳一言（略）

運風変化青雷大神　李徳周（略）

読魔殺鬼賊伐大神　孔明輝（略）

火雷伐悪大神　崔実（略）

水雷洞耀詠伐大神　周明静（略）

電光普照飛火大神　紀茂卿（略）

駆雷致雨黒雷大神　劉道明（略）

飛雷急捉主律令大神　林康（略）

玄省直符駆雷大神　白伸（略）

三天持奏使者　謝祐（略）

東方雷公　朱靖（略）

西方雷神　劉漠祥（略）

南方雷神　朱徳茂（略）

北方雷神　張未公（略）

中央雷公　楊元昇（略）

雷公大神　孟勝（略）

66



雷母大神　黄法彰（略）

風伯大神　馬雀（略）

雨師大神　陳元慶（略）

移雲掩日四丁大神　丁文広・丁文義・丁文通・丁文螢（略）

開壇聴令四大神将　高刀（略）・陶嗣（略）・崔亮（略）・趙公明（略）

ここに見える雷神や風伯・雨師などの神の名は、先に見た清微法や天心法系統のものとは

異なるものである。例えば、「混元六天妙道一黒如意大法」においては、「雷公江赫沖・電

母秀文英・風伯方道彰・雨師陳華夫」であり、これは他の資料にも共通することが多いが、

ここではそれぞれ「雷公孟勝・電母黄法彰・風伯馬雀’雨師陳元慶」となっている。また

ここで主法となる丘青・王成之・陳一言といった神将も、後代の、特に民間の資料ではあ

まり見られない。この中では、僅かに趙元帥が開壇の神将として登場している。巻百九十

四の「太乙火府五雷大法行移」に、「祖師中天天枢相伏魔許真君」とあるが、この許真君と

は許伏魔、許志高のことである。ここでも、丘・王・孔・林・謝・白の各神将が中心とな

っている。

　『道法会元』巻百九十五から百九十七までは、「混元一呆八卦洞神天医五雷大法」「九清

太皇府天医八卦洞神五雷大法」の八卦雷法系統の法術が採録されている。ここで重視され

る神将は、鹿・劉・陶の三天君である。

主法

雷祖主法妙道上帝

神将

主帥　鹿霊（略）

扇1拍巾　　geij通　（略）

主壇　陶公済（略）

八卦大神

乾宮捉鬼天丁　張宏

炊宮縛鬼天丁　黄甫

艮宮枷鬼天丁　丘志

震宮拷鬼天丁　李自明

巽宮斬鬼天丁　趙逢

離宮焼鬼天丁　徐永

坤宮沐鬼天丁　呂清

党宮圧鬼天丁　余通

鹿天君と劉天君については、『三教捜神大全』に記事がある。李遠国氏の指摘によれば、こ

67



の「八卦雷法」を奉じたのは張元真を宗師とする一派であり、三十代張天師の張虚靖を祖

師とするという。この法術の巻百九十六の後序には、張継先の署名があるが、これは後人

の手になるものであろう（104）。ただ、ここで示される他の八卦神については、あまり

他の資料にも詳しい記載は少ないように思える。先に見た巻百五十四の「混元六天妙道一

黒如意大法」においては、鹿天君と劉天君が「八卦洞神」の将となっていた。またここで

は、「天医院」が非常に重視されている。

　巻百九十人「神香金火天丁大法」から巻二百六「金火天丁召孤儀」までは、「金火天丁」

系統の法術となっている。巻百九十八の序は陳道一の手によるもので、また巻百九十九に

おいては、林霊素の撰と称する「金火天丁神雷三黒火鈴歌」を収録する（105）。そのた

め、この法術は林霊素の伝統を直接継ぐものと見なされ、これを非常に重視するむきもあ

る。神将としては、ここで重視されているのは、「天丁」である張天君である。さらに配下

の将として「火鈴童子」を配する。いずれも張姓である。またここでは、元聖天尊・救苦

天尊・度命天尊の三天尊を主神とする。

　巻二百七「太極葛仙翁施食法」と二百八「太極玉陽神錬大法」では、葛仙翁を重視する

が、神将についてはそれほど目立つ記載が無い。巻二百九「玉陽祭錬文検品」では、様々

な奏文を採録するが、三官大帝に対するもの、北陰鄭都玄天大帝に対するもの、水府扶桑

大帝に対するもの、東岳大帝に対するものなどがある。さらに地祇に対するものがあり、

ここでは温元帥とその配下の将が重視されている。巻二百十の「丹陽祭錬内旨序」は王玄

真の序文があり、また末尾には元末の道士張雨の署名がある（106）。

　『道法会元』巻二百十一は、「天是生熱大法」であり、天霊大聖を中心にした法術となっ

ている。巻二百十こ二の「中皇総制飛星活曜天是大法」は、「運用秘訣」を王文卿の述とする。

主となるのは天毘大聖であるが、配下の神将に、「五方大神王」や「摩尼大力火輪金剛・万

丈鳩羅大力火輪神将・乾羅飛天火車元帥・地軸希盧火馬猛将」などの名が見える。巻二百

十三は「広霊宣化陳将軍秘法」で、陳元帥を主とした法術である。またこれには、劉元帥

を主とした「神審黒虎劉元帥秘法」が付されている。

　『道法会元』巻二百十四の「玉音乾元丹天雷法」は、『道法会元』の中でも特異な性格を

持つ法術であり、密教系呪術の影響が強く感じられるものである。まず「教主梵焦天皇天

父大帝」は「人首蛇身にて紅髪金眼」であり、「法主帝釈阿伽地皇天母大帝」は「人首蛇身

にて緑髪銀眼」であり、「法主雷祖大帝斗母紫光金尊」は「三頭六管にて両手に日月を捧げ

持ち、また別の両手には弓箭を持ち、また別の両手には降魔鈴杵を持っ」という形象であ

る。また斗母は七頭の猪の牽く賛に乗る（107）。そして神将の「玉梵尊天嘆曜王」と「妙

梵尊天伽ロ羅王」はともに「西蕃人」であるとされ、これが郵天君・辛天君・張使者と併置

されている。巻二百十五の「元皇月孝秘法」は月李雷君を、巻二百十六の「九天玄女竈告

秘法」は九天玄女をそれぞれ中心とした法術である。これらの諸法と元帥神の関連はあま

り無い。

　巻二百十七から巻二百十八の「紫庭追伐補断大法」では、天心系法術の色を強く打ち出
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したものとなる。

主法

北極法主天蓬都元帥蒼天上帝

華蓋祖師人天教主孚佑顕霊　浮丘真君

華蓋祖師妙道教主正佑妙霊　王仙真君

華蓋祖師克誠教主顕佑威霊　郭仙真君

主帥

紫庭追風神王天皇主法四目老翁　陳元帥（略）

紫庭追雷神王天皇主法高1北翁　唐元帥（略）

紫庭追火神王天皇主法素鳥三神　辞元帥（略）

紫庭追水神王天皇主法長願巨獣　宋元帥（略）

すなわち、華蓋山の三真君に、陳・唐・醇・宋の各元帥を加えたものとなっている。副将

には、趙元帥や馬元帥などの名も見える。法術では北極駆邪院と上清天枢院を重視する。

　巻二百十九「神審断疽大法」と巻二百二十「神雷遣疽送船儀」及び巻二百二十一「神齊

遣疽治病訣法」では、治疽の神将たちがクローズアップされる。ここで重視されているの

は、鉄・陳・挑・徐の各元帥である。ただ「神轡遣疽送船儀」では、太歳股元帥と副将の

王・蒋二将などを主とする。

　『道法会元』巻二百二十二「正一件神霊官火犀大仙考召秘法」から、巻二百二十六「正

一霊官馬帥秘法」までは、すべて霊官馬元帥が中心となった法術が集められている。

　「正一件神霊官火犀大仙考召秘法」における馬元帥の姿は、火神であり、金槍・金碍を

持ち、足に火輪を踏むというもので、これは『三教捜神大全』や後の小説類に見えるもの

と一致する。また呪の中に嘩光五通」という文句も見え、華光や五顕神との同一視もす

でに行われていることが推察される。ただ馬元帥それ自体の由来については、『三教捜神大

全』のような詳しい故事は語られていない。配下の将としては、別の法術にも見えていた

白蛇大将の馬充、それに温賛・王靖・席言・黄用の四将がある。巻二百十五「火犀大仙馬

霊官大法」では、馬元帥を中心として、その他に陳・朱・兼・鄭の各元帥を併記する。朱

元帥は続く巻二百二十七の「太一火犀雷府朱将軍考附大法」で法術の主となっているが、

陳・馬・朱の三元帥を火府の霊官としてひとまとめに扱うことも多い。巻二百二十九の「霊

官陳馬朱三帥考召大法」から巻二百三十一「上清正一三景霊官秘法」までは、まさにこの

陳・馬・朱の各霊官を中心とした法術である。

　「太一火犀雷府朱将軍考附大法」の「雷奥序」によれば、朱元帥はもと段の紺王の時代

の官吏であったが、太華山に隠れ、天界の将となった。朱霊官は、天下の「正道を信ぜざ

る者を打っ」とされ、別に「打不信道法」の称がある。この法術は盧埜の一派が伝えたも

ので、また盧はこれを張虚靖から得たとする（108）。盧埜は劉玉にこの法を伝えた。劉
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玉は先に見た「神香金火天丁大法」の伝授にも関わっている。朱元帥については、『三教捜

神大全』にも伝があるが、かなりその由来については異なっている。朱元帥の名について

は、時に「朱彦」とし、時に「朱僧奇」とするなどして一致しない。

　『道法会元』巻二百三十二「正一玄壇趙元帥秘法」から巻二百四十「正一玄壇元帥六陰

草野舞袖雷法」までは、趙玄壇を中心とする法術である。「正一玄壇趙元帥秘法」の冒頭で、

趙元帥について語られる。それによれば、趙元帥は名を朗、一名を艇、字は公明。終南山

の人。秦の時に世を避けて山中に入って修養に努め、玉帝から元帥に封ぜられた。その姿

は、虎に跨り、鉄の冠に鉄鞭を執るというものであった。初代天師張道陵が丹を錬ってい

た時にこれを守護したという。また龍虎山の守護にも当たる。ここをもって「正一」の称

があるようだ。その配下の将には、「八王猛将」がいる。その八名とは、呉宛・唐開・謂超・

王賓・雷轟・襲狼・張彪・何魁である。また別に配下として二十八将・六毒大神・五路大

神・八狙大神などがいるとされる。このうち二十八将については、登隅や呉漢など、全く

後漢の光武帝の二十八将が充てられている。また実在の将であった白起と伍員などもその

配下とする。

　趙元帥については、『三教捜神大全』に記載があるが、その由来などにそれほど差異は見

られない。また、この中で特筆すべきは巻二百三十四の「正一龍虎玄壇金輪執法如意秘法」

であろう。この法術中では和合神や招財童子・進宝郎君などが呼び出され、完全に招財の

ための法術となっている。趙玄壇はむろん財神としての性格を強く持っているが、『道法会

元』の中でかくもその機能が強調されることは珍しいと言ってよい。これも恐らく、この

法術が民間系出自であることを示していよう。

　巻二百四十一から巻二百四十三までは、「雷霊三五火車霊官王元帥秘法」であり、王霊官

を中心とした法術になっている。『三教捜神大全』には王霊官と薩真人の故事が見えている

が、この「雷霊三五火車霊官王元帥秘法」でも、その主法となるのは薩守堅である。王元

帥の姿は、「左手に火車を持ち、右手に金鞭を執る」というものであるが、ここでは有名な

三眼ではないことになっている。王霊官の配下の将としては、陳元帥・丘元帥・畢元帥な

どがある。

　『道法会元』巻二百四十四と二百四十五の「玉清霊宝無量度人上道」は、具体的な法術

ではなく、理論的な面に関する叙述となっている。まず霊宝派の系譜を示し、また蜜全真・

林偉夫の伝を記し、様々な訣を提示する。この部分においては霊宝派の非常にオーソドッ

クスな体系が示される。またこの部分には陀羅尼系の呪文はほとんど見られない。

　巻二百四十六の「天心地司大法」と巻二百四十七「北帝地司殿元帥秘法」は、太歳段元

帥を中心とした法術である。股元帥については『三教捜神大全』に伝があるが、その「股

の太子であった」という伝承はここでは見えない。ただ、その師とされる申真人について

は、この「天心地司大法」においてもその主法とされている。この法術の序文には、南宋

威淳年間の彰元泰の署名がある。その序には北帝神の勅により殿元帥が妖邪を退治したこ

とを述べる。主法となっているのは、申霞と蓼守真の両真人である（109）。この法術で
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は北帝神を重視することから、天心系統の性格を感じさせる。ただ他の天心系の法術の記

載とはやや齪師する面もある。太歳神の配下には、「七十二候主将・二十四黒主将・金鐘黄

銭大将・黄旛豹尾大将」などがある。これらは太歳の部下らしく、時間に関係するものが

多い。同じく殿元帥が主となった巻三十七の「上清武春烈雷大法」とも共通する点が若干

存在する。巻二百四十八は「地部金官如意播将軍秘法」である。この播将軍は、或いは白

玉惰の言にあった播元帥か。この法では、播・許・鍾の三元帥が主となっている。

　『道法会元』巻二百四十九から巻二百五十の「太上天壇玉格」は、神々の職種と規律に

っいて記す。次の巻二百五十一から巻二百五十二の「太上混洞赤文女詔書天律」において

も、天界の規律についての記述がほとんどである。なお、ここでは天枢院と駆邪院の役割

を非常に重視している。

　巻二百五十三から巻二百五十六は地祇法系の法術であり、温元帥を中心とするものであ

る。巻二百五十三の「地祇法」の序文には劉玉の署名がある。劉玉は先に見た「神雷金火

天丁大法」や「太一火犀雷府朱将軍考附大法」の伝授にも関わるものである。（110）。

劉玉は地祇法を黄公瑳に伝えたとする。地祇法の後祓には黄公瑳の署名があり、南宋威淳

十年（一二七四）との記載がある。巻二百五十四「東嶽温太保考召秘法」によれば、温元

帥は名を温壇、東嶽大帝の部下である。温元帥の姿は、青面金眼の檸猛な様子であり、配

下には、崔・盧・郵・實の四将がいるとされる。北極駆邪院の本来の神将である四将が、

ここで温元帥の配下となっているのは興味深い。また、巻二百五十五の「地祇温元帥大法」

では、その主法は張虚靖となっている。

　『道法会元』巻二百五十七「東平張元帥秘法」と巻二百五十八「東平張元帥専司考召法」

は、張元帥を中心とするものである。張元帥は、唐代の人で名は張巡。この法術で副帥と

なる許遠と共に『旧唐書』忠義伝に収録された人物である。またさらに、「東平張元帥専司

考召法」で配下の神将とされる雷万春・南斉雲などもやはり忠義伝に記載がある。このほ

か、温・李・鉄・劉・楊・張・康・岳・孟・章の十太保もその部下であるとされる。なお

この法でも主法は張虚靖であり、前の「地祇温元帥大法」との共通性を感じさせる。また

張元帥の姿は、「青鬼面、朱髪」であり、狼牙棒を持つ姿で現される。ここで注意したいの

は、狼牙棒を持っのは後世ではむしろ温元帥の特色であることだ。

　巻二百五十九「地祇賊魔関元帥秘法」と巻二百六十「鄭都朗霊関元帥秘法」は、それぞ

れ関元帥を中心とする法である。この「都都朗霊関元帥秘法」においても、その主法とな

るのは張虚靖である。ただ、『三教捜神大全』の記載に見られるように、張虚靖と関羽の結

びつきはより密接なものがある。関元帥の姿は、「重棄色面、鳳眼、三牙髪、髭一尺八寸」

であり、「大刀を持ち、赤免馬に乗る」というものである。すなわち、後の関帝の形象とほ

ぼ同じである。「地祇賊魔関元帥秘法」に付す「事実」には、張虚靖と関元帥の関係を記し、

末尾には陳希微の署名がある。陳希微は『茅山志』巻十六によれば北宋徽宗の頃の人であ

る（111）。関元帥の副将となるのは、「地祇賊魔関元帥秘法」によれば、「清源真君趙昊」

及び「飛天八将」となっている。清源真君はまた「清源妙道真君」とも記される。すなわ

71



ちこれは二郎神、すなわち「清源妙道真君趙呈」のことであると思われるが、これと「禁

将趙晃」との関係がやや明確ではない。飛天八将は、先に見た白玉蜷の言にあった「八将」

のことであると思われる。また関元帥の子である関平の名が見え、また後に関帝の従神と

して有名な周倉は、ここでは「周昌」と書かれる。或いはこれは漢初の将である周昌を指

すか。すると周倉自体が、周昌を来源とする神である可能性も考えられる。

　ここで関元帥の法術に、「地祇法」と「鄭都法」の両者が存在することは、恐らく両者が

ほとんど同類の系統に属するものであることを示唆するものと考えられる。そもそも、地

祇温元帥・地祇張元帥・鄭都関元帥が続いて配されること自体が、その近似性を示してい

よう。また、先にも少し考察したが、鄭都系の神は冥界の神であり、「鬼」としての性格が

強い。恐らくは民間出自の法だと思われ、また白玉蠣が「いにしえは無し」と称したよう

に、神雷や天心系に比べて、やや新しい層に属する法術だと思われる。

　これに続いて巻二百六十一「鄭都車夏二帥秘法」も鄭都系の法術となっている。ここで

中心になる神将は車・夏の二元帥である。主法は北陰鄭都玄天大帝である。これは北極紫

微大帝と同一視されている。車・夏元帥の配下の将としては、石使者・劉使者・飽使者な

どがある。またこの法に続いて付される「鄭都内台考召秘旨」では、孟元帥が中心となっ

ている。

　注意すべきは、『道法会元』では「北帝」といった場合、法術によって比定される神格が

変わることである。それは「北帝熟鬼之法」の旧来の「北帝」である場合もあれば、北陰

鄭都大帝を指すか、また北極紫微大帝か、玄天上帝であることもある。しかもこれらは載

然と分けることが難しく、この場合のように神格の概念が重なり合うことの方が多い。ま

た、その冥界の主宰神としての特色は、時に東嶽大帝や十殿閻王とも重なることがある。

　『道法会元』巻二百六十二から巻二百六十三までの「鄭都考召大法」と、巻二百六十四

「北陰鄭都太玄制魔黒律収摂邪巫法」、それに巻二百六十五から巻二百六十六までの「北陰

鄭都太玄制魔黒律霊書」、及び巻二百六十七から二百六十八までの「泰玄鄭都黒律儀格」は、

すべて鄭都系の法術で占められている。巻二百六十八は同時に『道法会元』の最後の巻で

もある。

　「鄭都考召大法」においては、「北帝熱鬼之法」以来の鄭都の六宮が示される。次に戴・

韓・焦・馬・宗・関・烏・屠・車・夏などの神将が記されるが、いずれも冥界の将という

形である。「鄭都八将」はここにおいても強調されている。関元帥や馬元帥の地位はここで

はかなり低いように思える。白玉蠣の言などから推察するに、どうもこの「鄭都考召大法」

の方が、鄭都法のやや古い姿を伝えているように思える。

　「北陰鄭都太玄制魔黒律収摂邪巫法」は、盧埜の編、徐必大の注とされている。盧埜は

先にも見た通り、劉玉の師であり、幾つかの法術の伝授に関わっている（112）。ここで

はむしろ天蓬元帥が主となる。ここでは陀羅尼系の呪文がほとんど見られず、鄭都法のよ

り古い姿を保持しているものと思われる。「北陰鄭都太玄制魔黒律霊書」は、「魏伯賢修、

鄭知微序次」とされる。またさらに盧埜によって書かれている箇所がある。ここでは、新
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旧の要素が混じっており、そこでは若干神格の性格に相違が見られると考えられる。ただ

中心になるのは、やはり北帝と北極四聖、それに八将などの些か古い層に属すと思われる

神格である。

11．『法海遺珠』に見える元帥神

　『法海遺珠』（113）は、『道法会元』とほぼ同じ性格を持つ、様々な派の雷法を集大

成した経典である。ただ全てで四十六巻と、『道法会元』に比しては少ない。とはいえ、道

教経典としてはかなり大部の経典に属する。

　その正確な編纂の時期は不明であるが、巻四十五の章舜烈の序には元至正年間の年号が

あり、恐らくはそれ以降、元末明初の成立であるとされる（114）。『法海遺珠』は『道

法会元』と似た内容を持つものの、若干異なる部分もある。例えば巻十四では、法を司る

師として、鍾離権や呂洞賓、それに白玉蜷などの名を挙げる。ここでは所謂南宗系の祖師

たちと、雷法の神将が併置されている。恐らく『法海遺珠』ではかなり白玉蠣の法系を重

んじているものと推察される。以下では、『法海遺珠』の各法について、元帥神を中心とし

て見てみたい。

　まず『法海遺珠』の巻一「神宥十宇天経」では、主として白玉蠣を挙げ、その神将には、

劉天君を中心に、間元帥・張天君・蜜元帥・任元帥などがある。これは『道法会元』の巻

七十五「天書雷蒙下」に挙げられた人員とよく似ている。

　巻三から巻五には「太乙火府秘法」「太乙火府秘旨」があり、すなわち「太乙火府」雷法

の系統の法術となっている。主としては道徳天尊・陳希夷・劉通玄などの真人が挙げられ

る。その神将は次の通り。

太乙火府主法都総管　李元君

主法太乙都総　祝元君

主将　丘青　副将　王成之

雷神　陳一言　青雷　李徳周

賊伐　孔明輝　火雷　崔実

（略）

すなわち『道法会元』の巻百八十八から巻百九十四までの太乙雷法系統のものと、ほぼ同

じ神将が見られる。

　巻六の「三宮内旨」では、天蓬元帥と天呈大聖、そして辛天君が重視されている。巻七

と巻人の「九天雷晶使者梵燕隠書機法」は祈雨の法を中心とする。巻九の「太極雷隠秘法」

も同じような性格を持っ。ここでは普化天尊や張使者の名が見える。巻十「神雷上道」か

ら巻十三「玄霊黙告秘文」まではかなりオ・一一・ソドックスな符呪の法が見える。

　巻十四の「告斗求長生法」では、先にも少し触れたように、その師法として、「太極真人
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王行真・伝道真君鍾離権・内輔真人鄭思遠・霊宝真君呂巌・通玄真人張果・清定真人白玉

蜷」の名が見える。『法海遣珠』の一部に全真系の影響があることは、ここから顕著に見て

取れる。

　巻十五の「奏伝混錬法式」では、奏文の中に多くの元帥神の名が見える。まず郵天君・

辛天君、それに謝天君などである。そして馬元帥・温元帥・趙元帥など、数多くの元帥の

名を連ねる。ここでも、北極駆邪院と南極天枢院は対置されて置かれているものと考えら

れているようだ。

　巻十七は「南院火嶽大法」は、宋元帥を主とする法である。

主将　宋元帥無忌（略）

副将　許元帥汲

五方追捉大将　趙元帥公明（略）

弁邪大将　陳将軍

焼鬼大将　劉将軍

斬頭渥血大将　襲将軍

すなわち、『道法会元』巻百二十一の南宮火府系統の神将と近い。

　『法海遺珠』巻十八「九天魁是雲路追捉三陣大法」では、「徐守忠・江巨源・穆世寧・趙

子玉・朱雲・朱青」などの神将が見える。また巻十九「九天魁毘黄龍奪命秘法」では、「金

子珪・宋無忌」などを主とする。巻二十は「召紫姑仙法」である。

　巻二十三「郵帥大神九変数火符法」、巻二十四「大洞飛捷五雷大法」及び巻二十五「五雷

迭運妙法」では、郵天君・辛天君・劉天君と、それに五雷使者を重視する。主に雷部の天

君が中心となるものである。

　巻二十六「策役社令玄秘」では、次のように、雷部の天君と温元帥・関元帥などを併置

する。

主壇八十一天数火律令大神　登陥温

監壇太一捷疾直符使者　張元伯

監壇太一捷疾直符使者　許先定

総轄三界九州社令雷神主者　蒋沢

主帥九天雷声普化大神　宋光沢

副将東嶽主令司駆陰雷大将　関羽

九州社令雷神

揚州社令　都混

掌駆悪伐大将　温壇
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この法は、中に「九州社令」という記述が見えることからも分かるように、「九州社令」系

の法術である。よって『道法会元』巻百二十五から巻百二十八の、一連の「九州社令」系

の神体系と酷似する。

　『法海遺珠』巻二十七の「金闘先生家書秘文」は、北極四聖を重視する。しかし前半で

は、玄天上帝を強調する記載が目立つ。恐らく、元来は四聖中心の法術であったものが、

後に玄帝の部分がクローズアップされるに至ったものであろう。ここではまた、唐・周・

葛の三将軍も重視されている。

　巻二十八「総召万霊符秘」に見えている「崔子文・史珪璋・羅輝・景耀」のうち、崔・

史の両神将にっいては、王氏『上清霊宝大法』の巻三十九に記載がある。この「総召万霊

符秘」には辛天君や蒋使者の名も見える。『法海遺珠』巻二十九の「上元重明九斗陽荘火鈴

符法」は、郵天君を中心とする法である。

　『法海遺珠』巻三十「太歳秘法」では、太歳般元帥を重視する。巻三十一の「九陽上将

劉天君秘法」では、劉天君を主帥に、間・張・蜜・任の四大天君を副将に配する。

　巻三十二は「北帝四聖伏魔秘法」で、天蓬・天猷・黒熱・玄武を主とする。元代の資料

であるためか、「真武」ではなく、「玄武」と書かれることが多い。内容的には『道法会元』

巻百六十九・百七十の「混元飛捉四聖伏魔大法」と共通する部分も多い。

　『法海遺珠』巻三十三「北帝御前小四聖秘法」では、神将として、F無面目大将軍陳勝・

渥血大将軍呉広・撫撲大将軍戻容・元神大将軍歌温」の四将が重視されている。すなわち、

秦末の陳勝・呉広が神将とされており、北極紫微大帝の配下となっている。巻三十二の後

半では、朱元帥や秦元帥といった神将の名が見える。

　巻三十四は「紫微玉音召雷大法」と「雷門左右伐魔使荷畢二元帥法」からなる。前半の

「召雷大法」の主法は次の通りである。

主法

祖師西河救苦妙道一元無上薩君真人

将班

雷窪数火律令大神　郵天君　名饗

雷莚猛吏都督大神　辛天君　名志

副帥南方火鈴大将　宋元帥　名無忌

副帥北帝膿野大神　寵元帥　名勝

すなわち、薩真人を中心に、郵・辛・宋・賓の雷部元帥が神将となる。また後半部では、

同じく雷部の荷・畢の二元帥が中心となっている。『道法会元』の「雷窪大法」などの系列

に近いものか。

　『法海遺珠』巻三十五は、「太歳武春雷法」「斗口魁神霊官秘法」「十七字霊官秘法」から

なる。前半の「太歳武春雷法」は太歳般元帥を主とし、「斗口魁神霊官秘法」「十七字霊官
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秘法」では馬元帥を中心とする。巻三十六は「神轡都督金輪執法趙元帥秘法」「雷電地祇秘

法」からなり、それぞれ趙元帥・温元帥を主とする。

　巻三十七は「紫香護法五雷黒虎劉大神法」「青玄地雷主令温元帥変用秘法」「斬勘承旨飛

捷火雷使者大法」からなる。それぞれ劉元帥・温元帥・張使者を主とする。「紫轡護法五雷

黒虎劉大神法」主法としては玄天上帝が当てられている。またここでの温元帥は鞭を手に

執る。巻三十八は、「雷霊辛都督秘法」「天霊統首遂凶退土符法」からなる。前半では辛天

君が、後半では趙元帥が主となっている。

　『法海遺珠』巻三十九「鄭都西台朗霊賊魔関元帥秘法」では、関元帥が法術の中心とな

る。配下の将としては、「魏・焦・魯・曾・馬」の諸将と「章・劉・王・孟・車・夏・劣・

桑」の八熱大将の名が見える。『道法会元』巻二百五十九「地祇戯魔関元帥秘法」と巻二百

六十「鄭都朗霊関元帥秘法」などと共通する面は多い。いずれにせよ、地祇鄭都系の法術

であると考えられる。

　『法海遺珠』巻四十は「六一飛捷秘法」であり、張天君と六丁使者を中心とする。ここ

では九天玄女神が重視されている。

　巻四十一「無上混沌一無天書」と巻四十二「太上穣告心奏秘文」では、これまでとやや

毛色の異なる、雷法と内丹・符呪を融合させた法術が展開されている。

　巻四十三の前半は、「太玄無鬼関帥秘法」であり、鄭都誠魔関元帥を中心とする。後半は

「地祇温帥秘法」で、地祇温元帥を神将とする。ここでは、天師張虚靖を師とする。ここ

で温元帥の部下とされている将は、「鉄・畢・黒・方・劉・張・趙・史・周」の各元帥で、

所謂十太保とは若干人員が異なっている。巻四十四「糾察地司股帥大法」では、太歳般元

帥を主とし、その配下としては、「蒋使者・盧明・李仲文・関隆・陳秦畿・宮文王・張宗義・

西門豹・呉正文・劉忠・宋文行・韓宝」などの将が挙げられている。

　『法海遺珠』巻四十五・巻四十六の「紫辰玄書」では、恐らく章舜烈の派独自の法術が

展開されていると思われ、ここに見える神将は些か『道法会元』に見えるものとは、体系

が異なっている。法系として、「祖師董飛霞・一代方真人・二代厳道隆・三代郭応岐・四代

章元長・五代章舜烈」という系譜が示され、神将としては、「趙光淵・毛尾・童立羊・熊世

勝・郵行文・李史近」などの元帥が挙げられている。

　総じて『法海遺珠』の法術は、『道法会元』に比して記載を簡略化されている傾向がある。

またその神体系は、重なる部分も多い一方、雷部の元帥や地祇鄭都系の神が強くなってい

るように思われる。また一部に全真系の神体系が取り入れられている点は注意すべき点で

あろう。

12．その他の元帥に関わる経典について

　『道法会元』や『法海遺珠』以外にも、元帥神に関連する経典は『道蔵』の中に幾つか

存在する。

　まず、洞真部に収録する『太乙火府奏告祈祷儀i』（115）及び『清微玄枢奏告儀』（1

76



16）である。『太乙火府奏告祈祷儀i』は北極四将を中心にしたややオーソドックスなもの

であるが、『清微玄枢奏告儀』には王元帥・襲元帥・劉元帥・楊使者・歌使者などの神将の

名が見える。

　正一部『郵天君玄霊八門応報内旨』（117）は、郵天君に関連するものであるが、書中

で温元帥に言及する。洞神部の『地祇上将温太保伝』（118）は、温元帥の伝である。こ

れは黄公塵の撰になるもので、また『温太保伝補遺』が含まれる。

　『道法会元』に類すると思われるものの、やや毛色の異なる経典に『貫斗忠孝五雷武侯

秘法』（119）がある。ここは諸葛孔明を主法とし、関羽・張飛・馬超・黄忠・趙雲とい

った三国物語で著名な武将たちを神将として扱う。しかしその中身はほとんど雷法の記述

で占められている。恐らく元代に発展した三国物語の影響のもとに作られたものであろう。

13．道教における元帥神の発展

　以上、『三教捜神大全』に記載のある元帥神を中心に、『道法会元』やその他の経典の内

容について、やや詳しく検討した。南宋から元において発展してきた道教の神将にっいて

は、様々な流派において造作された結果、その数は膨大なものとなり、『三教捜神大全』に

反映されているものはそのごく一部に過ぎないと理解すべきであろう。そして、神轡派な

ど、初期の雷法においては、必ずしもすべての元帥神が重視されているとは言えず、特に

温元帥や関元帥などは、やや遅れて元帥神の列に参入したものであると考えられる。ただ、

現在の道教の儀礼文書や、民間の法術儀礼においては、冒頭に見たようにかなりの数の元

帥の名が見える。現在使用されている儀礼書の多くは、『道法会元』以後の流れを引き継ぐ

ものであることは、まず間違いないであろう。

　これは、『道法会元』と『法海遺珠』とを、両部の『上清霊宝大法』や、『霊宝玉鑑』（1

20）などの南宋の儀i礼文献と比較すれば、その神体系の違いはより明確になるであろう。

例えば『霊宝玉鑑』などは、その法術や霊符における記述は『道法会元』『法海遺珠』と著

しく似た面があり、明らかに雷法の影響を受けている。しかし、そこに見える神将に注意

してみると、それは五道大神であったり、六甲六丁神であったり、唐・葛・周の三将軍で

あったりする。そもそも「元帥」という称号を持つ神自体が少ない。ただ趙元帥の名は見

えている。

　南宋期の道教の主流派においては、恐らく元帥神はまだあまり受け入れられていないも

のと考えられる。だが、白玉蜷が言及しているように、南宋においては様々な道派によっ

て考え出された神将が、道教の神列に参入していく過程が進行中でもあった。

　また『道法会元』の地祇法や鄭都法にしばしば南宋威淳年間との記載があるのは、捏造

とは考えられず、当時の記録をそのまま採録したものであろう。よってこの時期には、多

くの雷法を継ぐ道士たちによって元帥神が造作されていたものと推察される。ただ威淳と

いえば、すでに南宋も末であり、ほとんど元の世祖の治世と重なる時期であることは注意

すべきであろう。
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　その『道法会元』も、成立時期を異にする資料が混在しており、下手をすると同じ巻の

中でも矛盾する神体系が示される。ただ元帥神は多くの法術で、すでに中心的な存在とな

っている。

　あえて『道法会元』における元帥神などを、極めて単純化してその傾向を示すならば、

次の通りになると思われる。

　まず「上清天蓬伏魔大法」や「混元飛捉四聖伏魔大法」などでは北極駆邪院の四聖と天

是大聖などを中心とした体系となっている。これは恐らく、天心系統の法術の古い姿を残

すものと考えられる。唐・葛・周の三将や、崔・盧・郵・實の四将などを重視する。

　次に「高上神雷玉枢斬勘五雷大法」などを代表とする神啓系の法術がある。これらでは

郵・辛・張・筍・畢などの雷部の諸天君が中心となる。但し神轡系の法術は様々なバリエ

ーションがあり、八卦洞神雷法の系統では鹿・劉・陶の諸天君を、南宮火府の系統では呉・

宋・劉・楊元帥を、太乙雷法系統では丘・王・孔・林・謝などの諸元帥を、金火天丁系統

では張天君を重んじるなど、単純ではない。一方で九州社令系統のように、幾つかの諸天

君を組み合わせる場合も多い。

　また鄭都系統や地祇系統では、温・関・張・趙などの諸元帥を重視する。馬霊官や王霊

官、また段元帥などもこれに近いが、やや別の系統にあると思われる。これらの元帥はど

ちらかというと冥界の「鬼官」といった印象が強い。関羽や張巡など、忠義を尽くして陣

亡した実在の人物が多いのも、これらの元帥神の特色である。

　『道法会元』の前半の多くを占める清微系統の法術では、恐らくこれらの出自を異にす

る天君や元帥を可能な限り取り込もうとしているようである。また清微派においては、こ

れらの元帥神を、伝統的な三清や四御の神と並べることによって、より伝統的な枠組みへ

の体系化を図ろうとしているようだ。

　そして『法海遺珠』と『道法会元』とを比較した場合、恐らく両者の編纂時期は近いも

のと思われるが、しかし明確に『法海遺珠』の方には、ある種の方向性が出ているものと

感じられる。『法海遺珠』に見える神は、丘・王・宋などの諸法の元帥がある一方で、温・

関・張・趙・股・郵・辛・張・朽・畢などの元帥が強くなる傾向があるということだ。こ

れは後の通俗文学作品に見られるような傾向に近い。『道法会元』が「集大成」的な意味か

ら新旧の法術を統合させているのに対し、『法海遺珠』では同じような編纂態度とはいえ、

ある程度の取捨選択が行われているのではないかと推察される。

　しかしながら、これらの元帥神がそもそも何処から流入したかについては、不明な点が

多いと言わざるを得ない。むろん、ストリックマン氏や劉枝萬氏、またボルツ氏など多く

の研究者が指摘しているように、これが民間の巫術の影響を受けたものであることは間違

いないであろう。また南宋期においては、職業道士に限られず、一定の教団に属さない者

たちが様々な法術を駆使していたことはすでに指摘されているし、またデイビス氏は『夷

堅志』などの資料から、この時期の「法師」たちの活動の意義を強調する（121）。それ

にしても、そのすべてが民間信仰や法師たちに由来するものとは考えにくい。白玉蠣が『海
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遭白真人語録』の中で言うような「神将を増やした」などという行為を行っているのは、

恐らく道士階層に属する者たちであると思われる。

　例えば鄭都系の法術であるが、その元となるのは民間の巫系の呪術であったと思われる。

ただそこで主法として強調されるのは張天師の張虚靖である。これは民間の術者たちが権

威付けのために張虚靖の名を使った可能性が高い。しかし、南宋末期にその伝授に関わっ

た者たちの多くは道士階層に属していたと考えられる。

　さらに民間出自と言っても、様々な影響関係があると思われる。例えば関元帥の形象で

あるが、『道法会元』などに書かれるその姿は、先に見た通り「重棄色面、鳳眼、三牙髪、

髭一尺八寸」「大刀を持ち、赤免馬に乗る」というものであった。しかし史書である『三国

志』には関羽のこのような形象は見えない。この形象は、むしろ民間の語り物のテキスト

である『三国志平話』や、幾っかの三国雑劇などの姿に近い。これは明らかに、民間の通

俗文芸の影響を受けたものであると考えられる。太歳殿元帥については、これも語り物の

テキストである『武王伐紺平話』に同じような姿で登場する。恐らく他の元帥神にしても

同様であろう。元帥神の多くが「狼牙棒」や「鉄鞭」などを手にするのは、民間の語り物

に出てくる武将の姿を模したものであると推察される。

　また趙元帥にしても、『道法会元』の「正一龍虎玄壇金輪執法如意秘法」ではまるで財神

としての役割をそのまま担っている。駆邪の法が中心である『道法会元』の中ではこの部

分はかなり違和感がある。これも民間における趙元帥の形象をそのまま反映したものであ

ろう。

　それにしても儀i礼文書の中の元帥については、恐らく『道法会元』や『法海遺珠』、さら

に『無上黄籔大斎立成儀』に見られるような体系が、元から明の時期には確立していたも

のと考えられる。『三教捜神大全』或いはその基づいた類書の元帥神の記事は、そのような

体系に依拠して書かれたものであると推察される。
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『郵天君玄霊八門応報内旨』（『正統道蔵』正一部SN1266）

『地祇上将温太保伝』（『正統道蔵』洞神部S．N780）

『貫斗忠孝五雷武侯秘法』（『正統道蔵』洞玄部S．N．585）

『霊宝玉鑑』（『正統道蔵』洞玄部S．N．547）

前掲『中国道教史』第三巻141頁。また前掲デイビス『Soeiθty　and　the　Superllatura1

in　Song　China』45～66頁。
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第三章　元帥神について（二）一通俗文学と元帥神一

1．通俗文学作品に見える元帥神

　元から明にかけての通俗文学作品の多くに元帥神が登場する。これらの作品において幾

つかの元帥神は、八仙・玄天上帝・二郎神や郷旺太子などと並び、道教の代表的な神格の

一つと見なされている。

　『捜神広記』に関元帥・趙元帥の名が見え、その後『三教捜神大全』に至って大量の元

帥神の記事が増加されているのは、この間の事情を反映したものと考えられる。ただ、『捜

神記大全』に同様の傾向が見られないのは、若干奇異な感もある。或いは『捜神記大全』

は地域の民間信仰を重視するという編者の方針によるものか。

　ここでは主に『三教捜神大全』との関連を中心にしつつ、元明の雑劇や『西遊記』『封神

演義』『三宝太監西洋記』などの通俗小説や見られる元帥神の特色について考えてみたい。

2．『宣和遺事』と『武王伐約平話』

　まず道教や民間信仰との関連で、元代の成立と思われる『宣和遺事』と『武王伐村平話』

の二つの小説について取りあげてみたい。

　『宣和遺事』は、また『大宋宣和遺事』とも呼ばれ、『水潜伝』以前の水瀞説話を伝える

ものとして有名な小説である。その内容は主に北宋徽宗代の歴史故事を描く。その作者や

正確な成立年代は不明であるが、恐らく元代の成立であることは間違いないと思われる

（1）。

　ll宣和遺事』にっいては、専ら水瀞説話との関連から、宋江とその仲間にっいて述べた

部分のみが注目されるが、それはこの小説全体からすればむしろ一部分に過ぎない。この

小説の主眼は、むしろ徽宗がいかに国を誤って宋をほとんど亡ぼすに至ったか、その過程

を描くことにあると言える（2）。ところで『宣和遺事』の文体は、『宋史』からの転用を

はじめ、文言体で書かれる部分が圧倒的に多いが、時に白話体を交える。そして水潜故事

を描いた箇所はほとんど完全に白話体を使用する。このように、文体においてこの小説は

著しい不統一を呈する。

　さて『宣和遺事』の前集には、張虚靖が関元帥を神将として使役し、貴尤を退治したと

いう有名な話が見えている（3）。

徽宗皇帝が言う。「卿はいかなる神を使われたのか。願わくは朕も見てみたい。ま

た神の労苦を労いたい。」張継先が答える。「神は聖駕の起居に従っております。」

すると忽ちのうちに二柱の神が殿前の庭に姿を現した。一人の神は緯衣に金の甲

を着け、青巾に美髭という姿。もう一人の神は甲冑を身にっけている。張継先は

金甲の将を指して言う。「こちらがすなわち三国蜀の将の関羽にございます。」（4）
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この話は『道法会元』（5）の「地祇賊魔関元帥秘法」にも見えており、また『三教捜神大

全』の「義勇武安王jの項にも見えている。

　また次に王文卿を招いて祈雨の法を行わせたことを記す。この小説で最も重要な役割を

果たすのは、林霊素である。しかしながら『宣和遺事』においては林霊素に対して、随所

に批判的な言辞が目立っ。

このとき、温州に方士の林霊素なる者がいた。林霊素は始め名を霊盟、字を歳昌

といった。その家は貧しかった。遠く遊んで蜀に至り、道術を趙昇道に学ぶこと

数年にして、妖術をよく行うようになった。そして五雷法をもってその補とした。

往來宿・亮・准・酒などの各州を往来し、寺にて乞食して食を得ていた。政和三

年に京師に至り、東太乙宮に寓居することになった。その時徽宗皇帝は宮中にお

り、夢を見た。誰か知ろう、その一場の夢こそが、この妖術方士を宮中に引き入

れる要因となったのである。（6）

張継先や王文卿に対しては『宣和遺事』では、ほとんど否定的な評価はしていない。それ

だけに霊素に対する厳しい態度が際だっている。むろんこの林霊素に対する評価は、ほと

んど『宋史』における見方を踏襲しただけのものと考えられる。一方で、雷法それ自体に

はそれほど悪い評価を与えていない。

　宋江らの水潜故事を描くところでは、後に『水瀞伝』においても語られる九天玄女の故

事が見られる程度で、それほど神怪的な要素は見られない。

　ただ『宣和遺事』において、水瀞の豪傑たちを「天豊院三十六員猛将」（7）と称してい

ることは、もっと注意されてよいと思われる。後に『水濡伝』において天毘三十六星・地

蕪七十二星という名称が定着するために、「天霊地熱星」が元来の水瀞説話にあったものと

考えてしまいがちであるが、これは、本来は三十六名の豪傑の説話であったものが、水潜

説話が発展し、豪傑の数が百八名になったために作り出されたものである。『宣和遺事』で

は、この三十六は星神であるとは言っていない。恐らくこれは、『道法会元』の記載にしば

しば見られたような「天呈大聖と三十六将」の方を指すのであり、その意味からすれば、

より古い神体系を反映するものであると考えられる。

　『武王伐村平話』は、『封神演義』の源流となった作品で、『三国志平話』などと共に残

った元代の『全相平話』五種の一つである。この小説自体は段周の興亡を描いた歴史小説

であるが、中には神怪的な要素が色濃く反映されている。

　中でも、股郊、すなわち股元帥が物語中では重要な役割を果たすことは注意されてよい。

そしてこの説話は、『三教捜神大全』の般元帥の記事と共通する部分が多い（8）。

ある日、村王の后である姜皇后が太子を産んだ。名を景明王といい、号して股交

（股郊）といった。これは紺王が泥神を打ったことにより、天が罰を与えるため
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にこの者を降したのである。すなわち、この者こそが太歳神であった（9）。

太歳神股郊が股の糸寸王の太子であったこと、その後母を姐己に殺されたことから、村王に

反して周に味方し、紺王や姐己を討ち果たしたとする説話は、『武王伐約平話』と『三教捜

神大全』に共通するものである。ただ、『三教捜神大全』では肉球として生じたために、郊

外に捨てられ、そのために股郊という名となったと伝える。『道法会元』にはこの説話に類

するものは見えず、また『封神演義』ではこの話は結末を逆にして書き換えられている。

　『武王伐紺平話』には、また多くの武神が登場する。般周が争う戦乱の時代に、天から

数多くの凶神が降っているという物語上の設定によるものである（10）。

紺王は上奏を聞いて、心中大いに怒る。そして勅命を降して、左将軍の蝦吼に兵

五百を率いさせ、太子ならびに胡蕎を追わせる。この者は遊魂神であり、鰐吼は

大耗神であった。右将軍のイ吉留、この者は小耗神であった。村王はまた四方の門

において警備を行わせた。塊鬼と塊歳の二将が任に当たったが、この二人は剣殺

の二神であった（11）。

この他、物語中では白虎神・青龍神・豹尾神・夜霊神などの神が下界に降りていることに

なっている。これらの神の名は『道法会元』などにも見えるが、所謂元帥神とは些か異な

る位置づけである。そもそも、『宣和遺事』においても『武王伐紺平話』においても、関元

帥や股元帥が登場するにもかかわらず元帥神という呼称は使用されない。性格が『武王伐

村平話』に近いと思われる『三国志平話』においては、関羽は「関公」と書かれ、神とし

て扱われていることは間違いないと思われるが、元帥という位置づけではない。

　ただこれらの作品中では、「元帥」という呼称が軍における最高位を現していることが多

い。これは「将軍」に比してかなり高い位置づけと考えられているようだ。この傾向は、

元明の雑劇においても顕著である。

3．『平妖伝』『三宝太監西洋記』における元帥神

　『平妖伝』は、北宋王則の乱を描いた神怪小説である。大別して、二十回の羅貫中作と

称する『三遂平妖伝』、及び濡夢龍の増補になる四十回の『北宋三遂平妖伝』の二種類が存

在する（12）。いずれも明代の成立になるものであるが、二十回本の方は、神怪的な要素

こそ濃厚であるものの、登場する神については印象的なものが少ない。それに比べて、四

十回本の方は他の小説と共通する神々が多く現れる。元帥に関しては、第十三回に聖姑姑

や蛋子和尚などの妖術使いが、雷法を使って神将を使役する段に次のような記載がある（1

3）。

さて壇を設置した次の日には、まず紙・墨・筆・硯などを六甲壇の下に置く。聖
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姑姑がまず始めに魁毘の二字を踏み、左手には雷印を、右手には剣訣の印を結ぶ。

東方の生気を吸って、通霊呪を一度唱え、符を一枚焼く。蛋子和尚と左瓢は聖姑

姑に倣って同じ動作をする。（略）かくのごとく四十九日にして、紙・墨・筆・硯

はすべて霊験を持つようになったので、神将を召す相談をする。（略）聖姑姑が言

う。「まさにそのことをそなたらに話そうとしていたところじゃ。実は内部の神将

を整えてはじめて外部の神将を召すことができる。郵・辛・張・陶・筍・畢・馬・

趙・温・関、これが外の神将である。眼・耳・鼻・舌・意・心・肝・肺・脾・腎、

これが中の神将じゃ。」（14）

雷法と内丹の修養法がここでは密接に結びっいており、その意味では『道法会元』巻七十

の『玄珠歌』に見える白玉蟻などの説を、別の観点から敷祈したものと言える。ただここ

で重要なのは、呼び出される神将として「郵・辛・張・陶・荷・畢・馬・趙・温・関」と

いう十元帥の名が挙げられていることである。郵天君から畢天君までは雷部の代表的な六

天君であり、馬・趙・温・関は四大元帥とされるものである。明代のこの時点においては、

この十元帥を神将の代表的なものとみなす傾向があったことを示す記載であると言えよう。

　また『平妖伝』第十五回では、関元帥について以下のような記載がある（15）。

たちまち皇太子の背後から一人の神が出現する。それはどのような姿であったか。

臨江仙の歌があって証となる。すなわち「眉は臥慧に似て丹鳳眼、面は重腐の如

くして通紅。鋼刀優月は青龍を舞わせ、戦抱は緑錦を穿つ、美号してこれ髭公と

す。一片の丹心日月に懸け、劉を扶け漢を佐け功を成す。神霊千古英風を播く、

賊魔上将と称し、護国神通を顕す」と歌う。この尊神は正にこれ、義勇武安王賊

魔上将の関聖であった。そもそも聖天子については百神が加護しており、この日

は関聖の番であり、虚空にて聖駕をお守りしていたのであった（16）。

ここでは関帝を「義勇武安王誠魔上将」と称していることについては注意すべきであろう。

義勇武安王の号については『三教捜神大全』に記載があり、また賊魔上将と称することに

ついては、『道法会元』に記述があった。この記事は、この時期の関帝の称としてこの称号

が使われたことを示している。なお、『平妖伝』においては、あまり元帥神という呼称は使

用されていない。

　『三宝太監西洋記』は、明の羅懸登によって書かれた小説である。明の鄭和の西洋行を

題材にしているものの、『西遊記』同様、その内容は神怪的なもので占められている。鄭和

の西洋行には、燃灯仏の化身である碧峰長老と、当時の張天師とが付き従っている設定と

なっているが、元帥神は張天師が使役する神将としてしばしば登場する。『三宝太監西洋記』

第十三回には、次のような記載がある（17）。
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張天師は七七、四十九個の机を並べる。（略）そして剣をかまえ、翌を踏み、斗を

歩み、訣を組み、呪文を唱える。（略）その文句に言う。「一撃して天門開き、二

撃して地戸裂け、三撃して馬・趙・温・関、壇に赴く。」（略）大音響が鳴り響く

ところ、四名の天神が中空に出現した。すべて同じ身の丈で、その長さは三十六

丈、同じような身体の大きさで、十八かかえほど。その一人目は顔が白く、まる

で雪のような白さ。（略）二人目は黒く、鉄のような黒さ。（略）三人目は青く、

まるで藍のような青さ。（略）四人目は赤く、血のような赤さ。（略）顔が白いの

は馬元帥で、顔が黒いのは趙元帥で、顔が青いのは温元帥で、顔が赤いのが関元

帥であった。この四名の元帥神は、揃って天師に向かって礼を行い、揃って同じ

問いをする。「天師が命を下して我々をお呼びになったのは、どのような御用のた

めでございましょうか。」（18）

ここでも呼び出した術者が張天師という高位者ではあるものの、元帥神が使役される存在

であることは、『平妖伝』の場合とそう変わりはない。なお、ここではやはり元帥を代表す

るものとして、温・関・馬・趙の四大元帥が考えられている。その姿も、ほとんど現代に

おけるこれら元帥の一般的なイメージと異なるところは無い。例えば馬元帥の描写などは、

「一に元帥と称し、二には華光と言う。眉の間に三眼が生じて天堂を照らす」と書かれて

おり、完全に華光神の形象と同じものになっている。

　また第四十九回では、同様に張天師が王霊官などを使役する場面がある（19）。

言い終わらないうちに、張天師は剣の先において一枚の符を焼く。そして口の中

で呪文を唱え、「来たれ」と叫ぶ。すると真南の中空から一名の天神が現れる。そ

の顔は赤きこと赤炭のごとく、髪は朱砂に似て、渾身の上下、すべて火が燃えさ

かるようであった。眼を怒らせ眉がそびえ立ち、手には金鞭を執る。天神は天師

の方に向かって礼をして、言う。「天師が小神を呼び出したるは、何のご命令あっ

てのことでしょうか。」天師が目を上げて見ると、それは赤胆忠良の王元帥であっ

た。（略）天師は慌てて何枚もの符を焼く。すると天から何名かの神が現れた。天

師が顔を起こして見ると、それは寵・劉・荷・畢の四名の元帥であった。（20）

すなわちここでは始めに王霊官、次に鹿・劉・荷・畢の四天君が現れて、張天師の命令に

従うこととなる。

　『三宝太監西洋記』の作者である羅愁登は、同時に『捜神記大全』の編者でもある。だ

が奇妙なことに、『捜神記大全』の方には元帥神の項目がほとんど無い。これは例えば八仙

など『三宝太監西洋記』に登場する他の神々についても同様である。恐らく『捜神記大全』

と『三宝太監西洋記』では、その編集の方針がそもそも異なっているため、このように差

が生じたものであると推察される。
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4、四大奇書における元帥神

　『三国志演義』『水潜伝』『西遊記』『金瓶梅』、すなわち明の四大奇書の記載には、明の

小説の中でも比較的古い伝承が反映されているものが多い。

　この中で『三国志演義』は、むろん全編にわたって関羽が活躍するわけであるから、関

元帥についての重要な資料であると言える。ただ、『三国志演義』には神怪的な要素が少な

いため、実際には元帥神に関連する記載はあまり無い。関羽はこの書の中では、「関公」と

呼ばれ、一貫して神としての扱いを受けているのが特徴的である。

　これに比して、神怪小説である『西遊記』には、元帥に関する豊富な記載が残されてい

る。もっとも、『西遊記』では猪八戒が天蓬元帥の下凡とされているため、まず元帥神の中

でも天蓬元帥に関する記載が圧倒的に多い。

　ところで『西遊記』においては、雷部の元帥たちは、何故か四天王の配下にあって天界

の門を守護している場合が多い。すなわち、第四回には次のような記載がある（21）。

孫悟空が太白金星より先に南天門の外に到着し、まさに雲を収めて進もうとする

と、突然増長天王が鹿・劉・荷・畢・郵・辛’張・陶の各元帥を率いて前に立ち

はだかる。これら大力天丁たちは槍や刀や剣戟をかまえ、天門を塞ぎ、悟空をあ

えて進ませようとしない。（22）

ここでは雷部の天君たちは、増長天王の配下にあって南天門を守護する役目を与えられて

いる。『西遊記』においては、反乱を起こした孫悟空を討伐するに際して、托塔李天王・梛

［iE三太子・二十八宿・巨霊神、それに二郎神などの神々が派遣され、その中心となってい

るが、四天王や多くの天君たちも天界の神将としては重要な存在である。また、太上老君

の八卦炉から逃げ出した悟空を、単身防ぐのは王霊官である（23）。

孫悟空は暴れ回って通明殿の内、霊零殿の外に至る。幸いにそこには佑聖真君の

配下である王霊官が番をしていた。王霊官は孫悟空が縦横に暴れるのを見ると、

金鞭をもって進み、その前に立ち塞がった。（略）王霊官と孫悟空はひとかたまり

になって戦うが、勝負はつかない。これに先んじて佑聖真君は、雷府に向かって

命令書を送り、三十六名の雷部の神将全員を出動させ、一斉に孫悟空を囲ませた。

（24）

ここで王霊官らを使役する将として、佑聖真君の名が挙げられている。「佑聖真君」との号

を持っ神は複数あるが（25）、ここでの佑聖は、恐らくは玄天上帝のことを指していると

思われる。『西遊記』においては、雷部の神将は、時に四天王の将であり、時に雷声普化天

尊の配下であり、また玄天上帝の部下となるが、これは定義が厳密でないのはもとより、
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幾つかの伝承が合わさっているものと考えられる。南天門に鹿・劉・筍・畢・鄭・辛・張・

陶などの諸天君を配するのは、この他『西遊記』第三十一回・五十五回にも見えている。

　この他、広目天王の配下に温・関・馬・趙の四大元帥が置かれるという記載もある。す

なわち『西遊記』第五十一回には次のような記載がある（26）。

孫行者はまっすぐ南天門外に至る。頭を上げてみれば、早速広目天王が出迎え、

長揖の礼をして言う。「孫大聖はどちらにおいでで。」孫行者は答える。「ちょっと

用事があって玉帝にお目にかからなければならんのだ。おぬしはそこで何をして

おるのか。」広目天王は言う。「今日はそれがしが南天門を巡視する当番でござる。」

その言葉が終わらぬうちに、また馬、趙、温、関の四大元帥が出てきて、礼をし

て言う。「これは孫大聖、お迎えもいたさず失礼しました。まずはお茶でもどうぞ。」

（27）

第五十一回のこの段では、孫行者の要請により、天界の将に下凡している者が無いかどう

かを玉帝に調査してもらうこととなる。時に「雷霊の官将」として、「陶・張・辛・郵・荷・

畢・鹿・劉」の各天君の名前が挙げられている。この後、nsβ”｛太子と郵・張天君に孫悟空

への加勢が命じられるのであるが、そこでは郵天君の名前を「郵化」とし、張天君の名を

「張蕃」としていることは注意すべきであると思われる。道教経典の多く、例えば『道法

会元』などでは、郵天君は「郵伯温」、張天君は「張元伯」という名前であるとするのがほ

とんどである。

　なお、広目天王の下に温・関・馬・趙四大元帥がいるとすることは、この他、第五十四

回にも見えている。

　一方で『西遊記』第八十七回では、孫悟空が雷部の神々を出動させるため、九天雷声普

化天尊に願い出ることになっている。恐らくこの場合は降雨のことを司るため、本来の役

職に則ったものとなったのであろうが、雷部の神々の役割の多面性を示す例と言えよう。

なおこの段で呼び出される天君は、「登β・辛・張・陶」の四名と、それに雷母にあたる「閃

電娘子」である。

　天界の門を守護する四天王の配下に雷部の元帥が配置されるというのは、『西遊記』に目

立った特色であるが、他ではあまりこのような例を見ない。これは四天王の配下に三十二

将があり、増長天王の下に章駄天など八将軍がいる、といった仏教における神将の配列を、

そのまま雷部の三十六将に置き換えたものと推察される。

　『水潜伝』においては、豪傑たちの形容に、李天王や天蓬元帥などの天界の将の名を挙

げる場合が多い。第十三回において楊志と索超が戦う場面に次のような記載がある（28）。

こちらは社稜を扶持する毘沙門托塔李天王のようであり、あちらは江山を整頓す

る掌金闘天蓬大元帥のようである。（略）かたや巨霊神の憤怒して、大斧を揮って
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西華山を切り開くがごとく、かたや華光蔵の怒りを生じて、金鎗によって鎖魔関

を突き抜くがごとし。（29）

ここでは華光すなわち馬元帥の名も挙げられている。同様の記載は、第三十八回の李達と

張順が争う場面にも見える（30）。

かたや馬霊官の白蛇に托化するがごとく、かたや趙元帥の黒虎に投胎するがごと

し。（31）

ここでは馬・趙の二元帥を取りあげている。天蓬元帥や李天王は、『西遊記』においても重

要な天界の武将であるが、この後の小説ではむしろあまり目立たない存在となる。

　『水潜伝』第七十一回において百八名の豪傑が勢揃いし、斎酷を行う場面があるが、「崔・

盧・登B・賓」の四将の名がそこに見えているのは注意すべきであろう（32）。同様の記載

は『金瓶梅』にも見えている。すなわち、第三十九回で西門慶が玉皇廟において道士に祭

祀を行わせる段に、次のような記述がある（33）。

これは早朝開啓にして、無侯太保康元帥と九天霊符監斎使者に請う。斎儀を厳禁

ならしめよ。この一枚は、正法馬、趙、温、関の四大元帥と、崔、盧、郵、竈の

四大天君に請う。壇を監し門を監せよ。（34）

ここでは康元帥や四大元帥の他、崔・盧・郵・寛といった、他にはあまり見られない天将

の名が見えている。恐らく『水瀞伝』と共に、当時の儀i礼の様子を反映しているものと思

われる。

　さて、『水瀞伝』には、容与堂本などの百回本の他に、田虎・王慶故事が追加された百二

十回本がある。この増補部分の故事については、明末の風潮を反映してか、神怪な要素が

非常に強くなっている。特に公孫勝と喬道清の法術合戦の部分などにその傾向が顕著に現

れている（35）。この増補部分の登場人物の中で、河北の将である馬霊は、妖術を使い、

金樽を使い、風火の二輪に乗り、また戦の時は三眼になるなど、完全に馬元帥を模したも

のとなっている。そもそも、馬霊なる名前が「馬霊官」から取ったものであろう。このよ

うな武将が登場することは、『水瀞伝』の流れからすれば違和感があるが、増補者は、あま

り深くは考えなかったようである。これはまた当時の馬霊官信仰が盛んであったことの反

映であるとも考えられる。

　総じて、四大奇書においては、陶・張・辛・郵・筍・畢・願・劉の雷部の天君と、温・

関・馬・趙の四大元帥が天界の武神の代表的なものと考えられているようである。

5．『四遊記』に見える元帥神
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　『四遊記』は幾っかの出自の異なる小説をまとめたもので、『八仙東遊記』『北遊記』『南

遊記』と、それに節略本の『西遊記』から構成されている。

　呉元泰の『八仙東遊記』は、『上洞八仙伝』ともいい、八仙信仰に大きな影響を与えた小

説である（36）。叙述の中心となるのは当然のことながら八仙であるが、物語の終盤に八

仙と龍王が争い、玉帝が元帥神を派遣することから、四大元帥が登場する。（37）

報告を聴いて玉帝は大いに怒り、即座に関、温の二元帥に対し、天兵二十数万を

率いて、空に満ち野を埋めるほどの陣を配し、龍華会に赴いて八仙を捉えるよう

に命じた。また同時に馬、趙の二元帥には、二十万あまりの兵を率いて助勢する

ように命じた。（38）

やはりここでも真っ先に討伐のために派遣されるのは、温・関・馬・趙の四大元帥である。

　『南遊記』は、『五顕霊官大帝華光天王伝』とも称し、華光、すなわち馬元帥を主とした

小説である（39）。このような小説が存在すること自体が、明末における馬元帥信仰の隆

盛を物語るものであろう。作者は明の余象斗であるが、恐らく先行する何らかの資料に基

づき、また『西遊記』や『八仙東遊記』などの内容を踏まえた上でこの小説を書いたもの

と推察される。

　その内容は、もと釈迦如来の弟子であった妙吉祥が罪を得て下凡し、投胎を繰り返しな

がら、天界や地獄などで大暴れをし、最後には華光天王として天界の武将として封じられ

るというもので、やや荒唐無稽な話が展開する。この華光の説話は、『三教捜神大全』の馬

元帥の話とよく似ており、恐らくは同源の説話に取材しているものと考えられる。またそ

れは亡失した戯曲『華光顕聖』にも共通するものであり、可能性としては『華光顕聖』劇

の説話を『三教捜神大全』馬元帥の項目と『南遊記』が共に引き継いでいるものと思われ

る（40）。

　『南遊記』は馬元帥を主とするものであるから、当然のことながら、元帥神に関する豊

富な記載が見られる。ここでの華光の姿は、三眼で、火の化身であり、金縛と火鎗を武器

とし、風火輪に乗るというものである。

　ところで『南遊記』では、雷部の三十六元帥は完全に玄天上帝の配下であると考えられ

ている（41）。

華光は逃げて天界の北方の地に来る。ここはすなわち、玄天上帝が守護する場所

であった。華光は玄天上帝を一目見るや、話をしようともせず、いきなり手の金

縛で打ちかかった。玄天上帝は手に持っていた七星黄旗を使って、金碑を巻き取

ってしまう。（略）華光は身体を全く動かすことができず、泣いて玄天上帝に懇願

する。「わたしは郵化に陥れられてこのような事態になったので、やむを得なかっ

たのです。今日こうして玄天上帝さまに捉えられた以上、慈悲心をおこしていた
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だき、助けていただけませぬか。」玄天上帝は言う。「そなたが本当に邪悪な行い

を改めて正に帰すというならば、許してやらぬでもない。わしの部下はいま三十

五名の大将がおる。そなたがわしに帰順するというなら、すべてで三十六名とな

る。」（42）

これと同じような考え方は、同じ余象斗撰の『北遊記』にも見えるが、『四遊記』の中でも

『人仙東遊記』や『西遊記』においては明確には示されていない。恐らく明末のこの時期

における玄天上帝信仰の隆盛と無縁ではないと考えられる。

　なおこの物語では、郵天君は悪役に近い形で登場し、その名を「郵化」とする。これは

『西遊記』などと同様である。恐らく民間においては、郵天君の名は郵化であるという伝

承があったものと推察される。

　『南遊記』では後半部において、地獄に落ちた母親のために鄭都へ赴くところがあるが、

ここで鄭都の番人として登場するのは関元帥と韓元帥である。これにより、関元帥が鄭都

すなわち地獄と縁の深い神であるという考えがまだ残っていることが分かる。ところで、

ここに「韓元帥」とある元帥神は、ほとんど『道法会元』などにも記載が無いものである。

　『北遊記』は、『北方真武祖師玄天上帝出身全伝』と称するように、玄天上帝が中心とな

った小説である（43）。なお『南遊記』と『北遊記』については、それぞれ南方と北方に

縁の深い神が関わるというだけであり、『西遊記』と異なり、物語中に旅などが設定されて

いるわけではない。

　『北遊記』では、前半が玄天上帝の出身伝に当てられているものの、後半は三十六元帥

を玄天上帝が配下に収めていく過程を描く。そのため、元帥神に関する記述はかなり多い。

　まず巻二の「祖師下凡収黒気」の段では、趙公明すなわち趙元帥を服す（44）。

玄天上帝が言う。「この黒気はどうしてこのように集まっているのですか。」三清

のうち、上清が答えて言う。「この気はすなわち、黒黙神が世にあって乱をなして

いるために起こったものじゃ。黒熱神は黒面大王と号し、その手下には七名の将

がいる。一人目は名を李便といい、二人目は白起、三人目は劉達、四人目は張元

伯、五人目は鍾士貴、六人目は史文恭、七人目は萢巨卿。そして黒熱神は姓を趙

といい、名は公明という。文明とも号しておる。」（45）

この記述は幾つかの点で興味深い。すなわち、疽神として趙公明と共にあった鍾士貴など

の将の名が見えること、また張元伯の名や、『道法会元』「正一玄壇趙元帥秘法」において

趙公明の部下とされた白起などの名も見えている。またここでは、黒熱神と趙公明を完全

に混同している。

　巻三の「祖師遇着金刀難」では、関羽の刀が精となっているのを、関羽の力を借りて服

するという説話が語られる。その功績によって玉帝は関羽を関元帥に封ずる（46）。
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玉帝の勅旨が至る。それによれば、関羽を崇寧王道太真君・朗霊関元帥の職に封

ず。日中は天門を守護し、夜は鄭都地獄を管理する。世を巡察するに当たっては、

左手に金烈沙刀を執り、右手に紫微大帝の勅印を執り、左足には一播神を踏み、

右足には一火車を踏み、玄天上帝を補佐して魔を降すよう。（47）

ここでの関元帥は、『西遊記』に見られたような天の門を管理する性格と、『道法会元』に

見られたような鄭都治獄の管理の性格とを併せ持つように設定されている。恐らく幾つか

の伝承を折衷させた結果、このような神格になったのであろう。関元帥に限らず、『北遊記』

や『南遊記』における元帥神は、その多くが幾つかの伝承を統合した結果、かえってその

性格が曖昧になってしまっている。なお、ここで関元帥が王霊官の如く火車を踏む形象に

なっていることは興味深い。

　このように多くの元帥神を配下に加えていき、最後には三十六員の元帥がすべて揃うこ

とになる（48）。

万法教主神功妙済許（遜）真君、海壇白（玉蜴）真君、果厳教主済微伝教祖（辞）

元君、洞玄教主辛真君、清微教主魏（華存）元君、混元教主路（時中）真君とし

て封ずる。趙公明を都掌金輪如意趙元帥に、関羽を顕霊関元帥に、龍興王と田華

を荷、畢の二元帥に、亀蛇を水火二将に封ずる。張健を尽忠張元帥に、鹿喬を混

燕鹿元帥に、副応を糾察副元帥に、華光を正一霊官馬元帥に、朱彦夫を管打不信

道朱元帥に封ずる。催、盧二将軍の位を与える。李伏龍を先鋒李元帥に、両田を

降妖辟邪両元帥に、郵成、辛江、張安をそれぞれ郵、辛、張元帥に封ずる。注無

別、寧世誇、はそれぞれ注、寧二太保に封ずる。劉俊は玉府劉天君に、雷壇は威

霊疽元帥に、石成は神雷石元帥に、広沢は風輪周元帥に、謝仕栄は火徳謝元帥に

封ずる。離婁、師噴は聡明二賢とする。康席は仁聖康元帥に、高員は降生高元帥

に、孟山は鄭都孟元帥に封ずる。王鉄、高銅は虎丘王、高二元帥に封ずる。王忠

は九州諮洛王元帥に封ずる。雷公は九天露魔大将軍とし、楊彪は楊元帥に封じ、

般高は地司太歳般元帥とする。鉄頭を猛烈鉄元帥に、朱侃娘を雷都電母に、朱李

娘を月李天君に封ずる。（49）

実際には三十六以上の神が記載されている。この記述も、多くの問題を含んでいる。

　まず、冒頭に許遜・白玉婚・祖箭・魏華存・路時中といった祖師たちの名を挙げている

点は注意すべきであろう。これは『道法会元』の清微派の文書に多く見られた形である。

恐らくは元になった資料では、これらの祖師を分けていたはずだが、ここでは封ぜられる

元帥たちと区別が無くなってしまっている。どうやら『道法会元』のような、「主法」があ

り「神将」がいるといった法術の形式の意義は、この時点ではかなり薄くなっているもの
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と考えられる。

　元帥の名前であるが、例えば郵天君は「郵成」となっている。これは同じ余象斗が作っ

たはずの『南遊記』の「郵化」とも異なっている。恐らく余象斗は、『南遊記』と『北遊記』

をそれぞれ別の資料に取材して作成したものであろう。例の「韓元帥」が『北遊記』には

登場しないのも、同じ理由によるものと考えられる。

　また、ここに見られる三十六元帥の名称にっいては、その郵天君など一部を除いて、ほ

とんど『三教捜神大全』に見えている。「温壇」が「雷壇」になるなど、若干名の異なる部

分もあるが、『三教捜神大全』と『北遊記』では、ほぼ一致する。もともと三十六元帥とい

った場合は、その数が多いこともあって、人員の変動も激しい。玄天上帝の他に、保生大

帝もその部下に三十六元帥を置くという。幾つかの資料で挙げる「三十六元帥」とは、次

のような人員である（50）。

蒋光、鍾英、金游、段郊、郵郁光、辛漢臣、張元伯、陶元信、鹿燈、劉吉、筍雷

吉、畢宗遠、趙公明、関羽、馬勝、温壇、王善、康応、朱彦、呉明遠、李青天、

梅天順、熊光顕、高克、石遠信、孔雷結、陳元遠、林大華、周青遠、紀雷剛、崔

志旭、江飛捷、賀天祥、呂魁、方角、歌通

この中の郵・辛・張・陶天君や、温・関・馬・趙などの著名な元帥は一致するが、他はあ

まり共通性が無い。これは後述する『封神演義』の二十四天君なども同様である。なお、

ここには『道法会元』に見られた神将の名が幾つか見える。

　しかし、『三教捜神大全』と『北遊記』では、人員及び名称の一致する率がかなり高い。

これは恐らく、余象斗の基づいた資料の中に『三教捜神大全』があったためであると推察

される。むろん、神の名や説話の不一致など、それだけでは片づけられない問題も多いが、

少なくとも『三教捜神大全』に類した書を見ていたことは間違いないと思われる。以下に、

『三教捜神大全』と『北遊記』の元帥についての対照表を掲げる。

『三教捜神大全』 『北遊記』

太歳段元帥・段郊 太歳般元帥・般高

郵元帥・郵成

辛興筍元帥 辛元帥・辛江・筍元帥・新興王

張元帥・張純 張元帥・張安

混燕廉元帥・廉喬 混燕寵元帥・寵喬

劉天君・劉後 玉府劉天君・劉俊

田華畢元帥・田華 畢元帥・田華

趙元帥・趙公明 金輪如意趙元帥・趙公明
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義勇武安王・関羽 顕霊関元帥・関羽

霊官馬元帥 正一霊官馬元帥・華光

孚祐温元帥・温壇 痕元帥・雷項

王元帥・王悪 九州総洛王元帥・王忠

康元帥 仁聖康元帥・康席

朱元帥・朱彦矢 朱元帥・朱彦夫

高元帥 降生高元帥・高元帥

石元帥 神雷石元帥・石成

風輪周元帥・広沢

田呂元帥・呂雨

謝天君・謝仕栄 火徳謝元帥・謝仕栄

李元帥・李封 李元帥・李伏龍

王高二元帥・王鉄・高銅 王元帥・王鉄・高元帥・高銅

党元帥 党元帥・党帰籍

副応元帥 糾察副元帥・副応

楊元帥・楊彪 楊元帥・楊彪

鉄元帥 猛烈鉄元帥・鉄頭

斬鬼張真君・張巡 尽忠張元帥・張健

風火院田元帥 田元帥・田乖

孟元帥・孟山 都都孟元帥・孟山

雷都電母・朱侃娘

催盧将軍

両元帥・両田

注太保・江無別

寧太保・寧世誇

6．『封神演義』の二十四天君とその他の小説に見える元帥神

　『封神演義』は『西遊記』と並び、明の代表的な神怪小説であり、芝居や講談を通じて

民間信仰に与えた影響は非常に大きなものがある。

　ただ一方で『封神演義』はその影響力から、かえって民間信仰の説話をねじ曲げること

があったことも事実である。例えば、『三教捜神大全』を見れば、趙元帥は秦の時代の人で

あると書いてあるにもかかわらず、『封神演義』に登場することから、これを股周代の人と

考えてしまうこととなった。また卿旺太子も、本来は唐以後に中国で信仰が盛んになった

仏教神であるにもかかわらず、『封神演義』で活躍するために、これを周代の人物と考える

ようになった。このような例は、『封神演義』に関しては枚挙にいとまがない（51）。
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　元帥神に関しては、股元帥や趙元帥が『封神演義』では非常に目立つ存在となっている。

しかしいずれも載教側に味方し、非業の最期を遂げることになってしまった。これに限ら

ず、『封神演義』においては、説話の書き換えがかなり恣意的になされている。

　雷部の天君に関して、『封神演義』ではこれを明確に雷声普化天尊（聞仲）の配下とする。

『封神演義』には玄天上帝が登場せず、また作者は時に過剰に道教経典を意識するため、

このような配置になったものと考えられる。また雷部の神は三十六元帥ではなく、二十四

天君とされている。その二十四天君については次の通りである（52）。

郵天君忠

辛天君環

張天君節

陶天君栄

鹿天君洪

劉天君甫

筍天君章

畢天君環

秦天君完

趙天君江

董天君全

衰天君角

李天君徳

孫天君良

栢天君礼

王天君変

挑天君賓

張天君紹

黄天君庚

金天君素

吉天君立

余天君慶

閃電神（即金光聖母）

助風神（即菌芝仙）

ここに始めに名が挙げられている郵・辛・張・陶・鹿・劉・荷・畢の諸天君については、

これまでの多くの資料に名が見えるもので問題は無い。しかし、秦天君から余天君までと、

金光聖母などは、どのような資料に基づいているのか不明である。諸天君の中には、『道法

98



会元』の中に見える姓の者もいるが、郵天君を「郵忠」とするなど、名自体を書き換えて

しまっているので、確認しにくい。

　『封神演義』において、雷部の神がこの二十四天君とされてしまったことの影響は大き

く、現在行われている儀礼の中にも、この説をそのまま援用している場合が多い。例えば、

貴州省徳江県の灘戯の儀礼文書では、まさにこの二十四天君が登場する（53）。

　元帥神についての記載は、その他の小説においても随所に見えている。

　『警世通言』巻十五の「金令史美埠酬秀童」では、まず挿話として、蘇州玄都観の道士

張皮雀の話を引く　（54）。

張皮雀は玄都観にあること五十余年であった。（略）皮雀は呵呵大笑したために、

雷部の天将の怒りに触れ、雷に打たれて死んだ。後にある人が徽州の商家にて扶

鷺を行ったところ、皮雀が降った。その自ら言うに、「わしはもと天上の荷元帥で

あった。俗界の縁がすでに満ちたので、雷部の他の将に請われて天に戻り、将班

に帰ったというわけじゃ。」（55）

この話は幾つかの点で興味深い。まず蘇州の玄都観、すなわち玄妙観において雷法が盛ん

に行われていたこと（56）、次に筍元帥がこのように下凡する存在として考えられていた

こと、また当時扶乱が行われ、そこに雷部の神が姿を現すことがあったことなどである。

　明代にはまた道教の教えを小説で宣揚しようとした一連の作品群がある。登β志誤の『飛

剣記』『呪棄記』『鉄樹記』などである（57）。このうち、『飛剣記』は呂洞賓を中心にそ

の故事を描いたもの、『呪棄記』は薩真人と王霊官の説話を説いたもの、『鉄樹記』は許真

君の龍退治の話を中心としたものである。

　ただ『呪裏記』は王霊官の話が大きいとはいえ、あまり元帥そのものに関する説話は見

えない。この小説は、後半部の地獄の様相を描くところに異様に力を注ぐ。恐らくは人に

向かって悪行を行わぬようにしむけるのが目的であったと思われる。

　王霊官は、ここでは始めは悪行を行う霊であったものが、薩真人によって調伏され、法

を守る善神になったとされる。始め王悪という名であったものが、王善と改めたとも記さ

れる。この話自体は、ほぼ同じものが『三教捜神大全』の「薩真人」の項目と『北遊記』

の中にも見えている。

　なお、『楊家府演義』にも、楊家将の面々が元帥神に扮して陣を破るという記述が見える

（58）。

孟良装関元帥、焦賛扮股元帥、岳勝扮趙元帥、張蓋扮温元帥、劉超扮馬元帥。

ここで名が見えるのは、関元帥・殿元帥・趙元帥・温元帥・馬元帥である。すなわち、四

大元帥に段元帥を加えた配置となっている。
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7．元明の雑劇に見える元帥神

　元明代の雑劇の中にも元帥神はよく登場する。ここでは、『元曲選』『孤本元明雑劇』な

どの資料に見える元帥神について見てみたい。

　元帥神が登場するのは雑劇の中でも、神仙や道士などが妖怪や魔物などを退治する「駆

邪劇」であることが多い。ここでの元帥神は、『平妖伝』や『三宝太監西洋記』と同様に、

神仙などに使役される性格を持つ。

　例えば、雑劇『薩i真人夜断碧桃花』では、張珪という人物が、状元に及第した息子に取

り懸いた妖精の件で悩み、その依頼を受けた薩真人が、五雷法を駆使して妖魔を退治する

という劇である（59）。

われは太上老君の急急如律令を奉るなり。一たび撃てば天清く、二たび撃てば地

霊たり、三たび撃てば五雷至る。速かに真の姿を現せ。（略）老君は我に駆邪の剣

を賜う。（略）わが持っこの水は凡水にあらず、九龍が吐き出して天地を浄めしも

のなり。（60）

ここで直符使者が現れ、そして命を伝えたあと、温・関・馬・趙の四大元帥が登場する。

すなわちこの劇においても、駆邪の神将としては四大元帥をその代表と見なしていたと考

えられる。

　また雑劇『太乙仙夜断桃符記』（61）の第四折では、法術の使用場面で太乙仙がほとん

ど同じ呪文を使って五雷法を駆使する。そしてその場面に見られる神の名は、次の通りで

ある。

上界元始天尊

三清四帝

五師六神

侍香金童

伝言玉女

南斗六星

北斗七星

東斗五星

西斗四星

十二宮辰

二十人宿星君

雷公電母

風伯雨師
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雷窪大将

主行利兵

郵・辛・張・陶四大元帥

鹿・劉・筍・畢四大元帥

神零雷符馬元帥

金輪如意趙元帥

神香無拘温元帥

賊魔上将関元帥

本壇摂令城陸

土地等神

やはり雷部の神将として考えられているものは、郵・辛・張・陶・鹿・劉・筍・畢と、温・

関・馬・趙の各元帥であることが分かる。『時真人四聖鎖白猿』（62）でも、駆邪の中心

となるのは、温・関・馬・趙の四大元帥である。なお、『辺洞玄慕道昇仙』（63）では、

鍾離権・呂洞賓の二仙と四大元帥が共に登場する。

　ただこれらの雑劇に見られる神将の体系は、時に明の小説に見られるものと、若干性格

や人員において異なる面もある。例えば、多くの雑劇においては、『道法会元』などに見ら

れた「北極駆邪院」を非常に重視し、その主帥である駆邪院主を神将の元締めと見なす。『二

郎神酔射鎖魔鏡』（64）『二郎神鎖斉天大聖』（65）『灌口二郎斬健蚊』（66）などにお

いて、その傾向が特に顕著である。『二郎神鎖斉天大聖』においては、以下の記述のように、

「北極駆邪院主は玄天上帝である」と明確に示されるが、その他の資料では若干暖昧な点

もある。

駆邪院主は言う。「（略）父は浄楽国王、母は善勝婦人。胎内にあること十四ヶ月、

すなわち太上老君の八十二番目の変化、母の左脇から生じた。（略）玉帝は貧道の

功績あるを称え、勅して九天採訪遊変使・北極鎮天真武玉虚師相玄天元聖仁威上

帝に封じ、北極駆邪院都教主とした。」（67）

駆邪院主の命により派遣される神将は、二郎神趙星と梅山七聖、明βロモ三太子などの他、巨

霊神、天丁神などがある。「天丁」の称号も『道法会元』に見えているが、「霊官」と同様

に、武神の一種として考えるべきであろう。

　『二郎神酔射鎖魔鏡』劇は、二郎神と卿モ太子が中心となる話である。二郎と卿旺の両

神が宴会のさなか、誤って天界の宝物である鎖魔鏡を壊してしまうことから、その鏡に縛

り付けられていた牛魔王と百眼鬼が逃げ出し、これを北極駆邪院の命により連れ戻す、と

いうものである。この劇で北極駆邪院主の配下として登場するのが韓元帥である。先に見

たように、『南遊記』にもこの韓元帥は関元帥の同僚として登場する。むろん『道法会元』
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には彩しい数の神将が登場することから、姓が韓である元帥もいないわけではない。ただ、

この戯曲や『南遊記』での韓元帥がいかなる出自を持つかについては、不明確な点が多い。

或いは漢初の韓信が元帥神になったものであろうか（68）。

　馬元帥華光が活躍する劇も多い。作者不明の『釈迦仏双林坐化』（69）は、釈迦如来が

入滅するにあたって邪魔をしようとたくらむ妖怪を、華光が主となって退治する劇である。

この劇に登場する神のほとんどは四天王や摩利支天・章駄天など、仏教系の神であるが、

天蓬と天猷の二元帥も活躍する。そして華光は五顕神と千里眼・順風耳を引き連れて登場

する。この記載からすると、この劇が書かれた時点では華光と五顕神は別の神と考えられ

ていたようだ。この他、楊景賢の『西遊記雑劇』（70）においても、華光は目立つ存在で

ある。『宝光殿天真祝万寿』（71）では、華光と共に東華帝君・鍾離権・呂洞賓・白玉嶋・

王重陽といった神仙も登場する。

　『許真人抜宅飛升』（72）では、許真君の較退治を描くが、ここでは天蓬元帥と天丁神

が駆邪の役割を担う。

　『争玉板八仙過槍海』（73）は、『八仙東遊記』の元となった戯曲である。この作品に

登場するのは太上老君・八仙・斉天大聖・四海龍王、それに三官大帝などであるが、あれ

ほど『八仙東遊記』で活躍する元帥神はほとんど出てこない。

　この他、恐らく明代に書かれた慶賀劇と称すべき作品群がある。いずれもストーリー性

はほとんど無く、多くの神々が現れてお祝いをするというものであるが、めでたい場など

で盛んに上演されたようだ。この一連の作品群には彩しい数の神仙などが登場するが、そ

の神体系は明末の小説に見られたものとかなり異なっている。ただ、天下太平を意識する

劇が多いためか、討伐など血なまぐさい話に関わる元帥神はあまり登場しない。

　『西遊記雑劇』の中に見られる神体系は、小説『西遊記』と共通する部分も多いが、全

体としてはかなり異なった面があると考えられる。ここで観音菩薩によって指名される、

三蔵法師を守護する「十大保官」は以下の通りである（74）。

（観音菩薩が言う）「第一の保官はわたしがつとめましょう。第二の保官は李天王、

第三の保官は卿旺三太子、第四の保官は灌口二郎神、第五の保官は九曜星辰、第

六の保官は華光天王、第七の保官は木叉行者、第八の保官は章駄天尊、第九の保

官は火龍太子、第十の保官は週来大権修利にそれぞれお願いしたい。」（75）

仏教系の神がほとんどであるが、二郎や華光や九曜の神々も加わっている。ここでの華光

は、『華光顕聖』などの説話を踏まえているようで、次のように歌う（76）。

玉皇殿の金縛は我がものであり、后土祠の覆花は我が賞するものである。天宮を

さわがせた一場においては、鎗にて四掲帝神を打ち負かし、金縛で八金剛を打ち

倒した。多くの神々はただ降参するだけ（77）。
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おそらく華光については、こういった説話が民間では一般に広く知られていたものであろ

う。『水潜伝』にしばしば華光の名が見られるのも、その反映であると思われる。

　とはいえ、『西遊記雑劇』では李天王の配下としては二十八宿、雷雲風雨の四将などが見

える程度で、華光以外の元帥神はそれほど目立つ存在ではない。ただ、火焔山の段で、水

部の諸将が名乗りを上げる場面に、次のような台詞がある（78）。

われは世々東南巽を守護する神、箕水豹の飛簾大将軍である。（略）われは太乙真

人の部下の謝仙火伴、露震将軍五雷使者である。（略）われはすなわち畢星屏騎の

神、玄冥先生赤松子これなり。（79）

これは後の『西遊記』に見られる神体系とも、『道法会元』に見られるような体系とも異な

るものである。恐らく、まさに変容しつつあった、民間信仰の神体系の一過程が反映され

たものであろう。

8．『三教捜神大全』と通俗文学作品

　このように通俗文学の作品における元帥の傾向を見るに、多くの作品に共通するのは、

すでに元帥が天界の代表的な神であると考えられていることである。そしてその人員は、

温・関・馬・趙の四大元帥、郵・辛・張・陶・鹿・劉・荷・畢の各天君、それに王霊官で

ほとんど占められている。中でも『北遊記』だけは例外的に多くの元帥神を入れるが、こ

れは『三教捜神大全』に基づいているために起こった特殊な現象であると考える。また『封

神演義』の二十四天君は、基づくところがあるとはいえ、作者が恣意的に作り出した面が

ある。

　そして、『道法会元』などの諸経典に見られた彩しい元帥神の大半は、これらの作品群に

は反映されていない。しかも四大元帥をはじめとして、元来は地祇法系統であった神、ま

たは清微系経典で重視されていた雷部の神が圧倒的に強い影響力を持っている。

　現在道観や廟などに見られる元帥の像も、ほとんどは四大元帥か雷部の八天君である。

むろん王霊官は、全真教系の道観の前殿に必ずと言ってよいほど配置されている「霊官殿」

の主である。例を挙げるなら、北京東嶽廟では温・関・馬・趙の四大元帥を後殿に配し、

もと南京朝天宮にあり、現在は上海白雲観にある明の塑像は、趙元帥・股元帥・馬元帥・

王霊官・岳元帥・温元帥である。蘇州玄妙観の三清殿にある像は、郵・辛・張・陶・鹿・

劉・荷・畢・岳・温・股・朱の十二天君である（80）。

　この中で、岳天君だけはやや系統を異にする。岳元帥は『道法会元』などではそれほど

類似した神格が無い。ただ、東岳大帝の配下とされる十太保の中には「岳太保」が存在す

る。しかしこれと岳元帥との繋がりについては若干疑念がある。何故なら、恐らくは南宋

の武将、岳飛が元帥神とされたものであると考えられるからである。そうであれば他の元
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帥神と比べて、神祇の列に加わった時期が遅く、『道法会元』などの道教経典には反映され

ていないものと推察される。ただ現在では、関帝として地位が高くなった関元帥を抜いて、

別に四大元帥として温・岳・馬・趙の組み合わせとする例もある。『南遊記』などに見られ

た韓元帥もそうであるが、民間信仰の側で別に神を作り出したりする場合もあったと考え

られる。

　もっともこの流れは道教側でもあり、すでに『無上黄籔大斎立成儀』（81）などにおい

て、清微派によって神の体系化がなされる中、神将はその数を減じていった。そして民間

信仰からの影響もあり、有形無形に元帥神の体系は変化していったのである。

　『三教捜神大全』に見られる元帥神の集合は、『無上黄篠大斎立成儀』と、明末の通俗小

説における体系の中間に位置するものと考えられる。恐らく『三教捜神大全』の基づいた

元帥神の資料には、もっと多くの元帥の伝があったと推察される。その資料の中から、編

者が特定の元帥の伝をピックアップして収録したのであろう。しかし、禅師の伝において

見られたのと同様、かなり恣意的な選択が行われたものと考えられる。『捜神広記』には関

元帥（義勇武安王）と趙元帥の項目はすでに存在したが、四大元帥として揃えるためには、

温元帥と馬元帥の項目は必要であった。さらに鹿・劉・有・畢などの雷部の天君の伝も加

えた。しかし何故か郵天君の伝は漏れた。そしてまた、康元帥や孟元帥などの地祇系の元

帥も重要と思われたので採録した。

　とはいえ、この作業があまり深い配慮のもとになされた処置で無いのはもちろんである。

また元帥神の民間における信仰を正確に反映したものとも言えないであろう。しかし、こ

の作業によって、恐らく当時まさに行われつつあった元帥神の変容の過程が、この『三教

捜神大全』には記録されることになったものであろう。
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薫相慢『宋元小説史』（漸江古i籍出版社・1997年）89～go頁。

『宋元平話集』（上海古籍出版社・1990年）所収。

前掲『宋元平話集』282頁。

原文：帝日、卿用何神、願獲一見、少労神麻。継先日、神即当起居聖駕。忽有二神現於

殿庭、一神緯衣金甲、青巾美髪髭、一神乃介冑之士。継先指示金甲者日、此即蜀将関羽

也。

『道法会元』（『正統道蔵』正一部S．N．1220）

原文：是時温州有方士林霊素、初名霊麗、表字歳昌。家世寒微、遠遊至蜀、学道於趙昇

道数載、善能妖術、輔以五雷法、往来宿、亮、准、酒等州、乞食於諸僧寺。政和三年、

至京師、寓居東太乙宮。徽宗在大内、得一箇夢、誰知那一場夢、引得一箇妖術方士的来。

前掲『宋元平話集』305頁。

前掲『宋元平話集』411頁。
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9．原文：有一日、姜皇后降生一太子、名之日景明王、号為股交。因王打泥神、天降此人、

　　此人便是太歳也。

10．前掲『宋元平話集』430頁。

11．原文：紺王聞奏、心中大怒、敷令左将軍蝦吼領兵五百、趨太子井胡嵩。此人是遊魂神。

　賑吼是大耗神。右将軍倍留、此人是小耗神。紺王又教四門都検点。塊鬼、塊歳、此二人

　是剣殺二神也。

12．太田辰夫訳『平妖伝』「解説」（『平妖伝』中国古典文学大系・平凡社・1967年）399頁。

13．『平妖伝』（上海古籍出版社・1996年）99頁。

14．原文：且説安壇次日、先将各人合用紙墨筆硯等、排於六甲壇下。婆子起首、脚踏魁呈二

　字、左手雷印、右手剣訣。取東方生気一口，念通霊呪一遍、焚符一道。蛋子和尚和左瓢

　都依着婆子行事。（略）如此七七四十九日、紙墨筆硯倶霊、然後商議召将。（略）婆子道、

　正要与休細講。有内将、方可召外将。郵、辛、張、陶、荷、畢、馬、趙、温、関、此外

　之十将也。眼、耳、鼻、舌、意、心、肝、肺、脾、腎、此内之十将也。

15．前掲『平妖伝』114頁。

16．原文：忽見皇太子背後閃出一尊神道。忽生模様。有臨江仙為証。眉似臥慧丹鳳眼、面如

　重棄通紅。鋼刀イ医月舞青龍、戦抱穿緑錦、美号是髪公。一片丹心懸日月、扶劉佐漢成功。

　神霊千古播英風、賊魔称上将、護国顕神通。這尊神正是義勇武安王賊魔上将関聖。従来

　聖天子百神加護、這日正輪着関聖虚空護駕。

17．羅慾登『三宝太監西洋記通俗演義』（上海古籍出版社・1985年）167～168頁。

18．原文：天師再上七七四十九張卓児上去。（略）イ丈着剣、畷着毘、歩着斗、捻着訣、念着

　兇（略）喝声道、一撃天門開、二撃地戸裂、三撃馬、趙、温、関赴壇。（略）響処吊下

　了四位天神。同是一様児的長、長有三十六丈長、同是一様児的大、大有一十八囲。只是

　第一位生得白白的、白如雪。（略）第二位生得黒黒的、黒如鉄。（略）第三位生得青青的、

　青如綻。（略）第四位生得赤赤的、赤如血。（略）原来面白的是個馬元帥、面黒的是個趙

　元帥、面青的是個温元帥、面赤的是個関元帥。這四位元帥斉斉的朝着天師打了一個恭、

　斉斉的問声道、適承道令宣調吾神、不知那廟聴用。

19．前掲『三宝太監西洋記通俗演義』628頁。

20．原文：道猶未了、剣頭上焼了一道飛符。天師口裏喝上一声、到。只見正南上吊下一個天

　神、瞼如赤炭、髪似朱砂、渾身上下、恰如火僚的一様。膳眉怒眼、手執金鞭。朝着天師

　打個恭説道、天師呼喚小神、何方使令。天師起眼一看、原来是個赤胆忠良王元帥。（略）

　連忙的一連焼了幾道飛符、天上一連吊下了一干天将。天師拾頭一礁、原来是鹿、劉荷、

　畢四位元帥。

21．『李卓吾評本西遊記』（上海古籍出版社・1994年）45頁。

22．原文：先至南天門外。正欲収雲前進、被増長天王領着鹿、劉、荷、畢、郵、辛、張、陶、

　一路大力天丁、鎗刀剣戟、撫住天門、不肯放進。

23．前掲『李卓吾評本西遊記』82～83頁。
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24．原文：直打到通明殿裡、霊宥殿外。幸有佑聖真君的佐使王霊官直殿、他見大聖縦横、製

　　金鞭近前撫住。（略）他両個闘在一処、勝敗未分。早有佑聖真君又差将佐発文到雷府、

　　調三十六員雷将、斉来把大聖囲在核心。

25．例えば『三教源流捜神大全』で「佑聖真君」として挙げられているのは茅盈である。

26．前掲『李卓吾評本西遊記』679頁。

27．原文：直至南天門外。忽拾頭見広目天王当面迎着、長揖道、大聖イ可往。行者道、有事要

　　見玉帝。休在此何幹。広目道、今日輪該巡視南天門。説未了、又見那馬、趙、温、関四

　　大元帥作礼道、大聖、失迎、請待茶。

28．『容与堂本水瀞伝』（上海古籍出版社・1988年）178頁。

29．原文：這個是扶持社稜、毘沙門托塔李天王。那個是整頓江山、掌金闘天蓬大元帥。（略）

　　一個似巨霊神盆怒、揮大斧壁砕西華山、一個如華光蔵生唄、伎金鎗搦透鎖魔関。

30．前掲『容与堂本水薪伝』555頁。

31．原文：一個是馬霊官白蛇托化、一個是趙元帥黒虎投胎。

32．前掲『容与堂本水瀞伝』1040頁。

33．『金瓶梅詞話』（中国図書刊行社・1986年）487頁。

34．原文：此是早朝開啓請無俵太保康元帥、九天霊符監斎使者、厳禁斎儀。此一張、是請正

　　法馬、趙、温、関四大元帥、崔、盧、郵、賓四大天君、監臨壇監門。

35．『一百二十回的水瀞』（商務印書館・1969年）1493～1498頁。

36．八仙とそれに関連する文学作品については、王漢民『八仙与中国文化』（中国社会科学

　　出版社・2000年）や、拙稿「『八仙東遊記』における過海故事の変容」（『東方学の新視

　　点』五曜書房・2003年）343～368頁参照。

37．『四遊記』（華夏出版社・1994年）54頁。

38．原文：玉帝大怒、即命関、温二将、統領天兵二十余万、漫空布野、望龍華会来檎捉八仙。

　　又命馬、趙二将統兵二十万余助陣。

39．華光神については、黄兆漢「奥劇戯神華光是何方神聖」（『中国神仙研究』台湾学生書局・

　2001年）49～87頁に詳しい。

40．『華光顕聖』劇については、沈徳符『万暦野獲編』の中でふれられている。

4L前掲『四遊記』71～72頁。

42．原文：華光走到北方地界、乃是玄天上帝守把。華光一見上帝、更不答話、去起金碍打来、

　　玄天上帝用手上七星黄旗、将金縛巻了。（略）華光四肢不能動得、大芙日、弟子因郵化

　所逼、出於無奈、只得如此、今日被上帝捉傘、可発慈悲之心、救我可也。上帝日、祢若

　肯改邪帰正、我部下前有三十五員大将、休若帰順我、湊成三十六員。

43．この小説については、グレイ・シーマンの英訳本があり（Gray　Seaman『Journey　to　the

　North』University　of　California　Press・1987）、そこでは『北遊記』自体、扶占Lの影響

　下に書かれたものだとする（39頁）。しかし内容から見るに、この書は一般の通俗小説

　　とそれほどの差異は無い。道教を宣揚する小説という意味からすれば、後述する『呪棄
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　　記』の方がその性格が強いと思われる。むろん『北遊記』の最後部には武当山における

　信仰の反映があると思われるが、扶占Lの影響についてはそれほど深いとは考えにくい。

44．前掲『四遊記』210頁。なお記載の一部を、影印本などを参照して改めている。

45．原文：祖師日、何乃聚有此気。上清日、此気乃黒無神在世間作乱。自称黒面大王、手下

　有七員将。一名李便、二名白起、三名劉達、四名張元伯、五名鍾士貴、六名史文恭、七

　名萢巨卿。熱神自己姓趙、名公明。号作文明。

46．前掲『四遊記』213頁。

47．原文：玉帝旨到、封関羽為崇寧王道太真君朗霊関元帥之職。照旧日把天門、夜管鄭都地

　獄、巡游抄察、左手執金烈沙刀、右手執紫微勅印、左脚一播神、右脚一火車、助上帝降

　魔。

48．前掲『四遊記』231～232頁。

49．原文：万法教主神功妙済許真君、海壇白真君、果厳教主済微伝教祖元君、洞玄教主辛真

　君、清微教主魏元君、混元教主路真君、都掌金輪如意趙元帥、関羽封為顕霊関元帥、龍

　興王、田華封為荷、畢二元帥、亀、蛇封為水火二将、張健封為尽忠張元帥、鹿喬封為混

　黒鹿元帥、副応封為糾察副元帥、正一霊官馬元帥、朱彦夫封為管打不信道朱元帥、催、

　盧二将軍、李伏龍封先鋒李元帥、両田封降妖辟邪両元帥、郵成、辛江、張安封為郵、辛、

　張元帥、注無別、寧世誇、封為江、寧二太保、劉俊封為玉府劉天君、雷壇封為威霊疽元

　帥、石成封為神雷石元帥、広沢封為風輪周元帥、謝仕栄封為火徳謝元帥、離婁、師噴封

　聡明二賢、康席封為仁聖康元帥、高員封為降生高元帥、孟山封為鄭都孟元帥、王鉄、高

　銅封為虎丘王、高二元帥、王忠封九州訟洛王元帥、雷公封為九天露震大将軍、楊彪封為

　楊元帥、殿高封為地司太歳股元帥、鉄頭封為猛烈鉄元帥、朱侃娘封為雷都電母、朱李娘

　為月李天君。

50．馬書田『華夏書神・道教巻』（雲龍出版・1993年）190頁、同様の説は、また『武当神

　仙大観』（武漢出版社・2000年）64頁などにも見える。

51．『封神演義』の民間信仰に対する影響に関しては、拙著『封神演義の世界』（大修館書

　店・1998年）参照。

52．『封神演義』（人民文学出版社・1979年）992～993頁。

53．王秋桂・度修明『貴州省徳江県穏坪郷黄土村土家族衝寿灘調査報告』（『民俗曲芸叢書』

　施合鄭民俗文化基金会・1994年）28頁。

54．鴻夢龍『警世通言』（人民文学出版社・1956年）201～202頁。

55．原文：張皮雀在玄都観五十余年。（略）皮雀呵呵大笑、触了天将之怒、為其所撃而死。

　後有人於徽商家扶鷺、皮雀降筆、自称、原是天上筍元帥、塵縁已満、衆将請他上天帰班。

56．蘇州玄妙観と雷法の関係については、拙論「蘇州玄妙観の十二天君像について」（『東洋

　大学中国哲学文学科紀要』第12号・2004年）147～158頁参照。

57．いずれも『明代小説輯刊』第一輯第四冊（巴蜀書社・1993年）所収。またこれらの小

　説については、李豊　『許遜与薩守堅一登K志護道教小説研究一』（台湾学生書局・1997
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　　年）において詳細に研究されている。

58．『楊家府演義』（上海古籍出版社・1980年）170頁。

59．滅晋叔『元曲選』（中華書局・1958年）1684頁。

60．原文：吾奉太上老君急急如律令、摂。一撃天清、二撃地霊、三撃五雷。速変真形。（略）

　　老君賜我駆邪剣。（略）我持此水非凡水、九龍吐出浄天地。

61．『孤本元明雑i劇』（台湾商務印書館・1977年）第十冊所収。

62．前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

63．前掲『孤本元明雑劇』第九冊所収。

64．『元曲選外編』（中華書局・1959年）961～970頁。

65．前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

66．前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

67．原文：駆邪院主云、（略）父乃浄楽国王、母乃善勝婦人。腹孕一十四月、則太上八十二

　　化、産母左脅降生。（略）玉帝見貧道有功、勅封九天採訪遊変使、北極鎮天真武玉虚師

　　相玄天元聖仁威上帝、正授北極駆邪院都教主。

68．韓元帥については、漢初の功臣韓信の他、南宋抗金の武将、韓世忠も想定されうる。い

　　ずれも通俗文学の作品中で「韓元帥」と称されることが多く、その来歴からも元帥神の

　　一人と民間信仰上で見なされることは十分あり得る。

69．前掲『孤本元明雑劇』第九冊所収。

70．前掲『元曲選外編』633～694頁。

71．前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

72．前掲『孤本元明雑劇』第九冊所収。

73．前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

74．前掲『元曲選外編』652頁。

75．原文：第一箇保官是老僧、第二箇保官李天王、第三箇保官那咤三太子、第四箇保官灌口

　二郎、第五保官九曜星辰、第六箇保官華光天王、第七箇保官木叉行者、第八箇保官章駄

　天尊、第九箇保官火龍太子、第十箇保官週来大権修利。

76．前掲『元曲選外編』653頁。

77．原文：玉皇殿金縛是我蔵、后土祠壇花是我賞。妙閑天宮這一場、鎗撞番四掲帝、碍打倒

　ノ人金岡ll、　衆ネ申ネ氏索納β年。

78．前掲『元曲選外編』684頁。

79．原文：吾世守東南巽二之神、箕水豹飛簾大将軍是也。（略）吾太乙真人部下謝仙火伴、

　露震将軍五雷使者也。（略）吾乃畢星屏磐之神、玄冥先生赤松子是也。

80．拙論「蘇州玄妙観の十二天君像について」（『東洋大学中国哲学文学科紀要』第12号・

　2004年）147～158頁参照。

81．『無上黄籔大斎立成儀』（『正統道蔵』洞玄部S．N．508）
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第四章　各神の項目について

1．『三教捜神大全』の各神の項目

　『三教捜神大全』に含まれる記事は、恐らく出自を異にするいろいろな文献に基づき、

構成されたものであると考えられる。もちろん、前半部分の多くの記事は、『捜神広記』を

踏襲したものであり、そこはまた編集の方針が異なっているものと思われる。

　例えば、巻一の「玄天上帝」の項目の内容は、散逸した董素皇編の『玄帝実録』に基づ

くものが多い。この記事と、『玄帝実録』及び『玄天上帝啓聖録』（1）は、重なる部分も

多いが、恐らくは『玄帝実録』の記事を、『捜神広記』と『玄天上帝啓聖録』とが、それぞ

れ独立に、他の資料も参考にしっつ引用を行っているものと考えられる（2）。また先に見

たように、禅師の伝については、『神僧伝』から選択して引用されたものがほとんどである。

『三教捜神大全』にっいては、各神の項目の成立の背景をそれぞれ考える必要がある。し

かし、すべての項目に対して詳細な吟味を加えるのは難しい面もあるため、ここでは前章

までで考察した元帥神の項目を中心に各神の特色について検討する。

2．関元帥と解州塩池故事

　関元帥は、元代には義勇武安王、明代からは関聖帝君として盛んな信仰があり、観音菩

薩と並んで中国のみならず、アジアー帯で最も広く信仰される神格となっている。そのた

め、関帝にっいては彩しい数の研究が存在する（3）。ここでは関元帥の『三教捜神大全』

に見える故事について考察してみたい。

　まず『三教捜神大全』の巻三「義勇武安王」では、関元帥について次のように記す（4）。

義勇武安王は、姓を関、名を羽、字を雲長といい、蒲州解良の人である。時は漢

の末にあたり、漂郡の張飛とともに、劉備を助けて義兵を起こした。後に劉備と

共に南陽の臥龍岡に三たび茅盧を訪ね、諸葛孔明を聰した。劉備は諸葛亮の計略

により国土を分割し、天下を三分して、国号をと蜀とした。劉備は関羽を荊州の

牧に任じた。その後関羽は不幸にも呂蒙の計にかかったが、節に屈せずして亡く

なった。大将軍を追贈され、玉泉山に葬られた。士人はその徳義に感じ、歳時に

これを祭るようになったのである。（5）

関元帥の生前の事績について具体的に『三教捜神大全』で述べられているのは、これだけ

であり、極めて簡略である。関帝に関する伝では、『三国志演義』に基づき、様々な故事が

語られるのが一般である。有名なものだけでも、例えば「桃園の結義・温酒に華雄を斬る・

寿亭侯に封ぜらる・顔良を斬る・五関を破る・華容に曹操を許す・単刀会に赴く」などの

故事がすぐに想起されよう。もちろんその多くの部分は、史実に見られない故事で占めら
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れている。さらに後世の一部の関帝の伝には、これに加えて劉備と出会う前の経緯や、祖

父・両親・兄弟や一族に至るまで、系譜を詳細に述べるものもある。これらの多くは、史

書には見えず、後世に作為せられたものである。

『三教捜神大全』義勇武安王　脇侍は関平・周倉

　しかしこの『三教捜神大全』では、全くと言ってよいほど、著明なはずの関帝の事績に

ついては触れない。この記事が書かれたのは元代と思われ、既に『三国志平話』や戯曲に

見られるような関羽物語が発達していたことから考えると、これほどの簡略さはかえって

奇異な感もある。

　実はこの記事で重要視されているのは、北宋代に張天師の命により、関羽が解州の塩池

において崇りをなす貴尤神を退治するという話の方である（6）。

宋の大中祥符七年（一〇一四）、解州の刺史が上奏文を奉って言う。「解州の塩池

は古来より塩を産出し、その収入に課税しておりました。しかし昨年以来、塩池

の水は減じ、課税に事欠く有り様。これは必ずや災異にかかるものでございまし

ょう。そのため敢えて奏上した次第でございます。」（略）そこで真宗皇帝は呂夷

簡に詔を持たせ、解州の塩池に赴かせ祈祷をさせた。その夜、夢に一神人が戎服
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に金甲といういでたちで現れ、剣を持ち怒って言う。「わしは蛋尤神である。上帝

の命を奉じて、この塩池に王として君臨しておる。（略）いま朝廷はもっぱら軒猿

黄帝を崇び、廟を天下のあちこちに建てておるが、軒輸はわしとは一世の仇敵で

ある。このような不公平に我慢できず、塩池の水を枯らしたのじゃ。」（略）王欽

若が奏して言う。「貴尤は邪神でございます。陛下は使者を信州の龍虎山に派遣し、

詔して張天師をお召しになり、この邪神を退治なさるようお願いいたします。」帝

はその言葉に従い、使者を派遣して張天師を朝廷に招いた。（略）張天師は言う。

「臣は最も英勇なる神将を推挙いたします。それは三国蜀の関将軍でございます。

臣がこの神を召し、蛋尤を討たせれば、必ずや功を収めましょう。」言い終わると、

天師は関将軍を呼び出し、帝の前に姿を現させた。（略）このような悪天候が五日

続くと、雲や霧も収まり、天気は晴朗となり、塩池の水も元のように戻った。こ

れはみな関将軍の力である。（略）帝は廟に「義勇」と書した額を賜り、四字の王

に追封した。号して「武安王」という。宋の徽宗はその後尊号を加え「崇寧至道

真君」とした。（7）

つまりこの記事では、この「関羽が蛋尤を破る」の部分が大半の部分を占めており、生前

の事績の部分よりはるかに長い。

　そもそも関羽に関しては、六朝の『真霊位業図』（8）にもその名が無く、また唐代にお

いては「関三郎」神として、むしろ悪鬼として恐れられていたという記録があるだけで、

神としての信仰はごく限られたものであった。唐代については恐らく諸葛亮を尊崇する傾

向の方が強かったと思われる。そのため当初武廟に併祀されていたのも孔明であった（9）。

しかし現在では、「武廟」と言えば関帝廟の代名詞となっている。

　現在のような関帝信仰が隆盛になったきっかけは、この「破貴尤」の故事が人口に檜爽

したためであると考えられる。そのため、先に見たようにこの故事は、『道法会元』『宣和

遺事』など、多くの資料に記されているのであると思われる。

　ところで、この記事ではこの「破蛋尤」について、「大中祥符年間」のことであると記す。

すなわち真宗の治世であり、王欽若・呂夷簡などの名も見える。また関将軍を派遣したの

は、「張天師」であると記すのみで、第何代の誰であるとは言わない。

　ところが『宣和遺事』では、この故事を徽宗皇帝の時代のこととし、第三十代天師の張

虚靖が関元帥を派遣して量尤神を破ることになっている（10）。『道法会元』巻二百五十

九の「地祇賊魔関元帥秘法」の末尾に「事実」という記事が見えるが、そこではやはりこ

の故事を徽宗代のこととする。

昔、三十代天師の張虚靖真君は、崇寧年間に徽宗皇帝からの勅：書を降された。そ

の勅書に言う。「万里の彼方に卿を召したのは、塩池にて較が害をなしておるため

である。卿はよく朕のためにこれを図れ。」そこで、虚靖真君は呪符を作り香をた
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く、たまたま東嶽殿の廊下に行き、関羽の像を見かけると、左右に向かって尋ね

た。「はて、この神はいったいどのような神であったか」。弟子が答えて言う。「こ

れは蜀漢の将の関羽でございます。忠義の神であります。」（略）張天師が符を投

げ入れると、風雲が起こり、雷電が轟き、斬首された較の首が池の上に浮かんだ。

（1ユ）

この記事では、そもそも塩池に害をなしていたのは蛋尤ではなく、単に較龍であることに

なっている。しかも、張虚靖は関羽のことを始めは全くといってよいほど知らないのであ

る。またここでは、関羽は徽宗皇帝の前で非礼であり、そのために罰として鄭都に降され

たのであるとも記される。ただ内容から見るに、恐らくこの故事のかなり古い形は、むし

ろここに反映されているものと思われる。

　雑劇『関雲長大破蛋尤』は、この故事を劇に編纂したものである（12）。ここでは張天

師は第二十五代の張乾曜であることになっている。

（張乾耀が登場して言う。）貧道は姓を張、名を乾耀といい、道号は澄素先生であ

る。わが祖は道法を伝え、戒律は精厳である。三十二代にわたり、代々道法を伝

えて我に至る。（13）

ただここでは自ら「三十二代」「張乾耀」と称している。張乾曜を「二十五代」とするのは、

後の『漢天師世家』などによるものであるが、どうもこういった張天師の系譜は後から作

為されたもののようで、宋元の資料では時に異なる記録が見られる。またここでは関羽に

ついては、これをかなり下級の神としてこれを扱う。

（張乾耀が言う）「大人、この神将は、姓を関、名を羽、字を雲長と申しまして、

いまは玉泉山の土地神となっております。この神将を使えぱ、蛋尤神を破ること

ができましょう。（14）

すなわち、関帝はこの時点では、玉泉山の小土地神であるにすぎない。

　この雑劇に登場するのは、張天師の他、萢仲滝・呂夷簡・冠準などであり、また最後に

は、北極駆邪院主が現れて、関羽をこの功績により、武安王に封ずる。また崇寧真君とも

するが、この称は崇寧以前の故事としては些か問題があろう。

　このように、関羽が塩池を収めたという故事は、『道法会元』と『宣和遺事』ではこれを

崇寧年間のこととし、『三教捜神大全』と『関雲長大破蛋尤』雑劇では大中祥符年間のこと

とする。また関羽によって退治された妖神は、あるものはこれを蚊龍とし、あるものは蛋

尤とし、蛋尤が較と化したとする場合もある（15）。

　この故事は、恐らく『道法会元』に見られる形が伝承としては古く、張虚靖の命により、
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関羽が鮫を退治する、というものであったろう。その後『宣和遺事』のような形に変わり、

さらに改変を加えられ、大中祥符年間の故事とされたのではないかと推察する。沈徳符の

『万暦野獲編』ではこの故事にっいて次のように記す（16）。

宋の大中祥符の甲寅（一〇一四）に至り、塩池に被害があった。そこで関壮纏が

陰兵をもって貴尤と大いに戦い、これを破った。ここで始めこのために祠を作っ

た。崇寧元年（一一〇二）に至り、関羽を追封して忠恵公とした。大観二年（一

一〇八）、また武安王の号を加えた。（17）

これが明代における通説であったと思われる。何故これを大中祥符年間の故事としたのか

にっいては不明であるが、『宋史』の「五行志」に「（大中祥符）三年八月、解州塩池紫泉

場水次二十里許不種自生」という奇瑞があったと記すことから、或いはこの史実に合わせ

て故事を改変したものかとも考えられる。ただ『三教捜神大全』の記事は『捜神広記』に

も見えることから、大中祥符年間のこととする見解が、元代には既に成立していたことは

間違いないであろう。また関元帥は『道法会元』などでは「鄭都賊魔」との号で呼ばれる

ことが多い。どうもこの称号は、先に見た「事実」などの故事と密接に関わるものではな

いだろうか。

3．雷部諸天君の姓名について

　道教経典にしろ、通俗小説にしろ、元帥神の代表とされるのは、登妖君・辛天君といっ

た雷部の天君たちである。但し、温・関・馬・趙といった元帥神も時に雷部の神とされる

こともあり、これを載然と分けることは難しい。

　儀礼においては、雷部の「天君」と上清の「元帥」を分ける考え方もある（18）。

先天雷部は、郵・辛・張・鹿・劉・荷・畢の七大天君からなり、上清は王・馬・

趙・温・康・股・岳・朱・周・方・田・楊・取・崔・魯・陳・雍・高・謝・都の

各大元帥からなる。

この中で「先天雷部」とされる郵・辛・張・鹿・劉・荷・畢の天君は、他の多くの資料に

おいても代表的な雷部の神とされるものである。また例えば、蘇州玄妙観の三清殿に祭ら

れる「十二天君」は、郵・辛・張・陶・鹿・劉・荷・畢・岳・温・般・朱の各元帥であっ

た。ここには陶天君の名が見えるが、これも雷部の有力な神である。

　『三教捜神大全』の項目では、「辛興荷元帥」「混熊鹿元帥」「劉天君」「田華畢元帥」「張

元帥」などの項目がこれらの天君に関わるものであると考えられる。しかし先にも触れた

ように、雷部の筆頭とされる郵天君の伝は無い。しかし、これらの項目の記事の内容は、

実は『道法会元』などの内容とも通ずるものが少なく、どういった資料に基づく記載なの
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か不明な点も多い。

　例えば「田華畢元帥」の項目については次のような記載がある（19）。

東郷の間に、姓を田、名を華という者がいた。すなわち真東の方角の雷神である。

（略）誕生するにあたり、白昼に露震が鳴り響き、火光が天を照らした。（略）長

ずるに及んで、「田」に生まれたので「田」を姓とし、「華」を指して「畢」と称

した。（略）時に女嫡氏が五色の土をもって補天を行っていた。女蝸は度々作業を

行ったがうまくいかなかった。そこで畢元帥は木火の精を助け、露塵でもって玄

精の石髄を砕いた。（略）また後には五色の火電風雷陣を作りだし、軒韓黄帝が貴

尤を打ち破るのを助けた。（略）様々な功績により、玉帝は雷門畢元帥の職に封じ、

勅をもって十二雷窪を司らせた。また玄天上帝を補佐して、邪鬼を謙することと

なった。（20）
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『三教捜神大全』より田華畢元帥　恐らく火輪に乗る

これによれば、畢元帥は、名を田華といったことになっている。また、「辛興荷元帥」にお

いては次のように記す（21）。
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雍の民で姓を辛、名を興、字を震宇という者があった。母は張氏である。家は貧

しく、薪を売って母を養ったが、生活は困窮を極めた。（略）天帝はその至孝の心

に感じ、これを天に迎えて雷門荷元帥に封じた。畢元帥とともに五方の事を司ら

せ、天を往来させ、幽明の中の邪鬼を退治させた。（22）

『三教捜神大全』より辛興萄元帥　所謂「雷公」の典型的な姿

この記事の不可解な点は、この元帥の名は「辛興」といい、恐らく辛元帥のことにっいて

述べたものであるにもかかわらず、最後にはこれを「荷元帥」に封じていることである。

すなわち、この記事は、辛元帥と筍元帥をあたかも一つの神であるように扱っている。

　また『道法会元』その他の資料では、幾つかのバリエーションがあるものの、雷部の天

君らの名は、一般に郵天君が「郵伯温」、辛天君が「辛漢臣」、畢天君が「畢宗遠」、荷天君

が「荷留吉」、張使者が「張元伯」であるとされる。

　例えば、『道法会元』巻五十六では郵天君について次のように記す。

雷部に歎火大神がある。姓は郵、名は伯温という。昔黄帝が蛋尤を打ち破った時

に、河南将軍に封ぜられた。大神は黄帝が天に登られたのを見て、将軍の位を棄

てて武当山に入って百年にわたり修行を重ねた。（略）上帝はこれを律令大神に封

じた。（23）
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黄帝が蛋尤を征伐した時に助けた、という記載は、先に見た畢元帥の所にも見られた。恐

らく元来は同源の故事であったと推察される。

　さらに『道法会元』巻八十二においては、帝魯の次子隆延が辛漢臣を生んだとする。ま

た隆延の子に黒歴という者があり、これが張元伯の父であるとする。この系譜では、郵天

君も祝融氏の一族であるとし、郵・辛・張の三天君が姻戚関係にあるとする。しかし、こ

れは雷部の諸天君を、ことさらに黄帝などと関連づけようとした作為的な系譜である。こ

の記事の末尾には白玉罐の署名があるが、これも些か怪しい。何故なら、先に見たように、

白玉蜷は『海壇白真人語録』（24）の中で辛漢臣について言及しているが、そこでは明ら

かに辛天君を漢の時代の人としているからである。もっとも、この記載自体も、辛天君の

「漢臣」という名からの類推によるものと考えられ、あまり信頼の置けるものではない。

　呂宗力氏などの指摘によれば、そもそも雷公の伝承自体がかなり複雑で融合的な発展を

遂げており、荷天君の名も、元はといえば『捜神後記』に見える荷章の故事に由来するも

のであるという（25）。

『三教捜神大全』より鹿元帥

　また先に見たように『西遊記』では、郵天君の名前を「郵化」とし、張天君の名を「張

蕃」とする。これからするに、雷部の天君について、道教経典と通俗文学側の資料ではか

なりの相違があるように思われる。『三教捜神大全』の諸天君の記事の内容が、『道法会元』
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などとかなり異なるのも、この事情を反映していよう。

　同様のことは他の雷部の天君の記事にも言える。『三教捜神大全』の「混黒鹿元帥」の記

事では、鹿天君については「帥姓鹿、名喬」（26）すなわち、「鹿喬」という名であると

し、劉天君については「帥謹後、東晋人也」（27）、つまり東晋の人で、名を「劉後」で

あるとする。しかし『道法会元』に見える姓名は、それぞれ「鹿霊」「劉通」である。これ

も一致しない。さらに『三教捜神大全』の「謝天君」では、天君の名を「謝仕栄」（28）

とする。『道法会元』などでは、「謝仙火」と称することが多い（29）。また『三教捜神大

全』の「張元帥」では「飛捷報応之職」（30）とあり、これは張使者のことであると思わ

れるが、その姓名は「張純」である。

　『封神演義』などでは、これら天君の名はまた大きく変化する。『北遊記』なども、『三

教捜神大全』に依拠しているにもかかわらず、これら諸天君の姓名はかなり変わっている。

　しかし、これを温・関・趙元帥の記事と比べた場合、その傾向が明確に看取できよう。

すなわち、『道法会元』などの道教経典においても、『三教捜神大全』の記事においても、

また多くの通俗文学の資料においても、これらの元帥神の名は「温壇・関羽・趙公明」で

あり、混同されることはまず無い。恐らく、雷部の郵・辛・張・鹿・劉・荷・畢などの天

君については、その姓と「雷部の神である」という性格が知られるのみで、その由来にっ

いては後世かなり曖昧になったものと推察される。そのため、姓名を含めてかなり故事の

変容が起こりやすかったのではないか。そして『三教捜神大全』に記されているこれらの

記事は、民間において発展した諸天君の説話の一過程を捉えたものであろう。しかしなが

ら、同時にこれらの故事がその後発展することも無かった。そのため、雷部の天君の説話

は、むしろ『封神演義』に載せられているものが標準的な地位を占めるようになってしま

う。

　なお、『三教捜神大全』の「風火院田元帥」（31）の項目には、田元帥の事績が書かれ

ているが、これは雷部の神というより、音楽や戯劇に強く関連するもののようである。但

し、そこで従神として列挙されている神には、噴・郭・賀三太尉」「金花小姐」「梅花小娘」

「都和合播元帥」「天和合梓元帥」「地和合柳元帥」「斗中楊・歌二仙使者」などの名が見え

る。ただこれらの神の名の幾っかは、『道法会元』の清微系の法術の中にも見える。

4．殿元帥太子出身説話

　太歳般元帥は、元帥の中でもかなり特異な地位を占める神である（32）。

　そもそも、太歳神の信仰は古くよりあり、歳星（木星）に反して地中を行くものとされ

た。古来太歳は凶神として恐れられ、王充がこれを『論衡』の中で非難している（33）。

　太歳神が何時頃から「般郊」という名になったかは不明である。ただこれは『道法会元』

や『三教捜神大全』、また多くの通俗文学の資料において共通している。また殿元帥の由来

についても、幾つかの資料は共通するものがある。いま『三教捜神大全』の太歳股元帥の

箇所を見るに、次のような記載がある（34）。
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違

『三教捜神大全』より太歳股元帥　ここでは醐賎を首から下げておらず、また童子形でもない

段元帥は殿の紺王の子である。その母は皇后の姜氏である。一日、皇后は宮園に

遊び、地に巨人の足跡があるのを見つけた。皇后がその足跡を踏みつけてみたと

ころ、孕んでおり、股元帥が生まれた。生まれたときに肉の球に包まれていた。

時に村王の寵愛を受けていたのは姐己であり、王に申し上げて言った。「皇后は奇

怪なものを産みましてございます。」そこで村王はこれを随巷に棄てた。（略）た

またま金鼎の化身である申真人がそこを通りかかった。（略）真人が近づいてこれ

を視るに、肉の球であった。真人は言う。「これは仙胎である。」そこで剣をもっ

てこの肉球を割いたところ、中から一名の赤子を得た。（略）その郊外に棄てられ

たことにちなみ、幼名を殿郊といった。（略）ここにおいて股元帥は武王が紺王を

討伐したのに参戦した。牧野に至ったとき、雷震子などを率いて、先鋒となって

戦った。商の兵と戦うと、軍の前方の兵士はiを逆さにして後ろの軍に襲いかか

り、血は流れて杵を漂わせた。（略）玉帝は般元帥の孝義に感じ、また斬妖の勇あ

るをもって、遂に召して地司九天游変使、至徳太歳殺伐威権殿元帥に封じた。

（35）

この話はそれまでに存在した幾つかの説話を総合したものとなっている。まず、巨人の足

跡を踏んで妊娠したというのは、有名な后稜の説話をそのまま流用したものである。
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　また、肉球からの誕生というのは、太歳神の性格と関係が深いものである。唐代の太歳

神の伝承によれば、家の太歳神を示す方角の地中に埋まっており、これを曝いた者には恐

ろしい崇りがあるとするのが一般的であった（36）。

上元年間の末、また李氏の家では、太歳の崇りを信じなかった。そこで太歳の方

角を掘ってみたところ、ひとかたまりの肉を得た。言い伝えによれば太歳を得た

者は、数百回鞭打てば難を免れるとのことであった。そこで李氏が太歳を鞭打っ

てみたところ、九十回あまりにして、突然飛び上がり、見えなくなった。その後

太歳の崇りがあり、李氏の一家七十二名は、そのほぼすべてが亡くなった。（37）

同じような話は『太平広記』の他の箇所にも数条見えている。すなわち太歳神は肉球の姿

で顕現するものであった。般元帥の出生説話はそのことを反映しているわけである。

　また母の姜皇后は坦己に陥れられて殺され、段元帥は棄てられたとある。その後申真人

に拾われて養育された殿元帥は、年七歳にて数々の法術を身につけ、武王に味方して段を

討った。

　これと同様の説話は、『武王伐村平話』や『封神演義』にも見えるが、ただそこでは、殿

郊は生まれた時すぐに棄てられたわけではなく、股の太子として成長し、母の姜皇后が姐

己のために害されるに及んで国を離れている。さらに『封神演義』の方は、股郊が周側に

加勢したとはせず、逆に股のために殺されたことになっている。説話としては『武王伐村

平話』と『三教捜神大全』の方がより古い説話を反映しているものと推察される。

　しかし殿郊が股の太子であったという説話は、『道法会元』巻二百四十六の「天心地司大

法」や巻二百四十七「北帝地司段元帥秘法」などではほとんど強調されることはない。こ

れらの法術が記録されたのは、先にも見たように南宋の威淳年間である。或いは「段の太

子」という説話はその後発展したものか。ただ、現存の『武王伐紺平話』が発行されたの

は元代であることは間違いないが、その故事の成立については、それよりもやや早かった

とも考えられる。そのためこの前後についてはにわかには判定できない。しかしそもそも

椴の王子で郊外に棄てられたから般郊」などという説明は、あまりにも粗略であり、こ

れは民間において発達した説話であると考えるべきであろう。なお、『三教捜神大全』共に

登場する申真人は、つまり『道法会元』に見られる申霞であると考えられる。

　さて『三教捜神大全』では、般元帥の名を「嘘明嘔」であるとする。つまり股元帥は、

卿託太子と同名であることになる。

　実際、この両神には共通する部分が多い。少年神であること、同じく肉球から生まれた

という説話を持つこと、かたや李天王との争い、かたや伐村王と、共に父子相克の物語を

有することなどである。この両神が古くから類似する点を有していたのか、或いは元来般

元帥の説話であったものが、螂托太子に転用されたものかは不明確だが、『封神演義』にお

ける卿旺故事は、明らかに殿元帥の説話を襲用したものであると考えられる（38）。
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　但し殿元帥自体、後世ではそれほど重要視されなくなる。またその故事も、もっぱら『封

神演義』に描かれるものの方が知られるようになる。

太歳股元帥像（上海白雲観蔵）　ここでは§蜀鰻を首から下げ、童子形となっている

　なおまた、股元帥の形象については、どうしても密教からの影響を考えざるを得ない。

同じく星象に関係する神としては、斗母が有名であるが、斗母に関しては摩利支天の影響

が強く感じられる（39）。股元帥の場合、三頭六管に変化すること、首から胸膿を理略と

するといった形象から想起されるのは、明王との類似性である。そもそも『武王伐紺平話』

に見える股元帥の名は「景明王」であった（40）。

　恐らく般元帥の形象は、幾つかの明王の形象を部分的に反映したものと推察される。ま

ずその髄腰を理璃とすることは、大威徳明王に似る。また童子形であるところは、不動明

王に似る。そして鈴を持っところは、金剛夜叉明王に似る。またこれは憶測に過ぎないが、

その太歳という名称は、大楊　明王に似る（41）。卿咤太子とその兄の金咤は、それぞれ

毘沙門天の第三子那FiEと、軍茶利明王の変化したものであることについては別に考察した

（42）。恐らくは股元帥も同様に、これら明王の形象が、古来の太歳神と結びっけられた

ものであろう。もっとも、その理由付けについては不明な点が多い。一つには、太歳神の

猛悪な様子が、金剛夜叉明王などの性格と同一視されたものか（43）。

5．馬元帥華光と五顕神

　馬元帥華光は、元から明にかけて甚だ盛んな信仰を有した神であった。華光の由来につ

いては、黄兆漢氏の考察が最も詳しいが、その他にも幾つかの論考がある（44）。

　この神はまた「華光大帝」「五顕大帝」などとも呼ばれる。そもそも華光や五顕神は馬元

120



帥とは別個の神格であったが、後に結びっけられて一っの神格となったと考えられる。た

だ関元帥などと違い、実在の人物ではないために、その由来にっいてはやや曖昧な部分も

ある。『三教捜神大全』の巻五「霊官馬元帥」の項は、華光について次のように記す（45）。

馬元帥の来歴を見るに、およそ三たび聖を顕わされた。もとは妙吉祥の化身であ

ったが、妙吉祥が焦火鬼を焼き殺したために、釈迦如来は心を痛められ、妙吉祥

を下界に降した。そこで五つの火光となって馬氏金母のもとへ投胎した。その面

には三眼があり、よって三眼霊光と名付けられた。生まれて三日で戦うことがで

き、東海龍王を斬って水寧を除いた。継いで紫微大帝の金鎗を盗んだ。（略）また

金縛三角を授かり、これは変化無辺であった。そして玉帝の命を受けて風火の神

を討伐し、これを部下の風輪火輪使とした。（略）その母が亡くなったために地獄

に入った。元帥は、海中を行き、天界を走り、鄭都に進み、鬼洞に入り、卿旺と

戦い、仙桃を盗んで、斉天大聖と敵対した。釈迦如来は元帥を和解させた。（略）

玉帝はその功績が天地に等しいものとし、勅して馬元帥を玄天上帝の部下とした

のである。（46）

『三教捜神大全』より霊官馬元帥　三眼にて槍を持つが、有名な風火輪は見えない
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これと同じ説話は、小説『南遊記』にも見えている。ただ『南遊記』の場合はもっと物語

が複雑に脚色されている。この物語は、恐らく雑劇『華光顕聖』に基づくものであると思

われるが、現在『華光顕聖』劇は散逸しており、その詳細にっいては分からない（47）。

　『道法会元』などでは、馬元帥を温元帥・関元帥・趙元帥ともに四大元帥の一とする。

これは『西遊記』などの通俗小説でも一貫してそうなっている。一方で『道法会元』巻二

百二十六「正一霊官馬帥秘法」などでは、白蛇大将馬充や、温・王・席・黄の四将が馬元

帥の配下とされるが、それらの神はこの『三教捜神大全』にはほとんど記載が無い。恐ら

く、先に見た郵・辛・畢天君などの雷部の諸天君の姓名が変わってしまったのと同様に、

馬元帥も本来の説話は知られなくなり、民間などにおいて独自に説話が発展したものであ

ろう。『道法会元』巻二百二十四「金腎円光火犀大仙正一霊官馬元帥秘法」では、馬勝につ

いて「三頭九目六管」とし、「金鎗金榑を持つ」とする。また「元帥もと姓無し」とし「午

の方角に名を借りて姓を馬とした」という記述がある。だいたい、いずれの道教経典を見

ても馬元帥の名は「馬勝」であると記されているにもかかわらず、『三教捜神大全』『南遊

記』のどちらもそのことについては述べないのは不可解である。もっとも、先に見たよう

に、『水瀞伝』においては、「一個是馬霊官白蛇托化」（48）と述べており、全く白蛇将な

どとの関連が知られていないということではない。

霊官馬元帥像（上海白雲観蔵）　手に槍を持つが、もう一方の手に持つのは恐らく書物

　華光が「妙吉祥の化身」とするのも、『道法会元』などには見えないが、実際にこの神の

由来の一端を示すものであると考えられる。密教経典に見える妙吉祥菩薩が華光の直接の
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来源ではないとしても、三眼であること、金碑という武器を有することなど、密教との深

い関係を伺わせるものは多い（49）。

　また華光神は、関帝やE駄天尊と並んで、多くの寺院で伽藍の守護神とされていたよう

である。ただ現在寺院においては華光を伽藍神とするところは皆無に等しい。しかし明末

の禅寺の様子を今に伝える黄葉山萬福寺では、伽藍堂に華光を「菩薩」として祭る（50）。

恐らく、当時は広く華光を伽藍神として祭祀する習慣があったと思われる。ところが、そ

の後華光神の信仰が衰亡したために、別の伽藍神に変えられていったのであろう。

　『釈迦仏双林坐化』雑劇（51）は、華光が四天王やその他の神々を率い、如来入滅に

際して邪魔をする悪鬼を退治するという話である。また明の楊景賢の『西遊記雑劇』の中

でも、華光は十大保官の一人として観音菩薩から任命されている（52）。その中で華光が

自分のことにっいて述べるくだりは、ほぼこの『三教捜神大全』に見える故事に近い。

　『警世通言』の「仮神仙大闇華光廟」は、呂洞賓と何仙姑の名をかたる妖怪が一書生に

とりつき、華光がこれを退治するという物語である。この記述から察するに、恐らく当時

の杭州一帯では、華光神の信仰が相当に盛んであったと思われる。その冒頭に言う（53）。

さて、宋の頃に杭州の普済橋に宝山院という寺があった。すなわち嘉泰年間に建

てられたものである。またの名を華光廟といい、五顕神を祭ったものであった。

（略）この五顕とは、すなわち五行の佐にして、最も霊験あらたかなものである。

或いは五顕神は五通神であるとも言われるが、これは間違いである。紹定年間の

始め頃、丞相の鄭清之の重修により、楼や精舎などが増築され、その伽藍は非常

に調うことになった。しかし元の時に兵火に遭い、道士や僧侶はみな逃げてしま

った。（略）時に民家として使われることもあり、甚だ凋落した有り様であったが、

至正年間の始め、道士が資金を募って再び改築を行った。それからは祭祀も盛ん

になり、多くの参拝客が訪れるようになったことはさておく。（54）

この記載から見ても、華光廟は寺院と廟の性格を併せ持っていたようである。またこの「仮

神仙大闇華光廟」では、しばしば華光を「華光菩薩」と称す。

　道教側の資料では、『道法会元』の他では、『太上洞玄霊宝五顕霊観華光本行妙経』（55）

と題した経典がある。この経典は万暦年間の『続道蔵』の編集において加えられており、

恐らく明末の華光信仰の隆盛を受けて編入させられたものと考えられる。その内容には特

筆すべきものも無いが、時に『道法会元』の馬元帥に類した記述が見える。

　なお、華光と五顕神の関係は複雑であり、それは『三教捜神大全』の中に「霊官馬元帥」

の項目と「五聖始末」（56）の項目が併存していることからも窺える。

　まず『中国民間諸神』（57）において指摘されているように、「五顕」と「五通」「五聖」

の区分はいま一つ判然としない。それによれば、五通神は邪神であり、「木下三郎」「木客」

「独脚五通」「独脚五郎」とも呼ばれ、『夷堅志』などの記載によれば、婦女を拐かしたり、
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崇りをなしたりと、甚だ問題のある神格であった。『幽明録』（58）には「五通仙」が食

を盗みに来たところを守護神に排される話が出ているが、これは神通力に通じた仙人とい

うことであったと思われる。買二強氏はさらに「五道将軍」と五通を関連づける（59）。

むろん名称からの混同はありえようが、そこまでの影響関係を有するのかどうか、やや疑

問ではある。五道将軍は、むしろ冥界の神としての性格が強い。なお五通は、単独の神で

あるとか、五人兄弟の神であるとか、また群妖の総称とも解される。五顕神の方は、『明史』

の礼志にも見えるほど正統的な神と見なされる。しかしそれにしても五通神との関連が全

く無いとは言えない。

　『三教捜神大全』の「五聖始末」は、『捜神広記』の記載をそのまま引き継いだものであ

る。ただ、その内容には若干不明確な点がある。まず、記事の中ほどに「癸巳紹定六年三

月三日、宋承節郎即張大猷」の署名がある。その末尾には「宋迫公即国史実録遍校文字胡

升」の名が見える。すなわちこの記事は、前半が張大猷、後半が胡升によって書かれたも

のである。『捜神広記』の記事の多くは、このような署名を有していない。ある意味ではこ

の記事は特異なものであると言える。恐らくはある特定の記事からの引用であると考えら

れるが、どのような経緯で引用されたのかは不明である。張大猷は「五顕始末」の前半部

において、彼らの封号などをこう記す（60）。

『三教捜神大全』より五聖　中心にいる三眼の人物が華光に該当するか
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五顕の神が降ってより後、国家に対して格別に功績があり、民に福祐があり、そ

の霊験はいっもあらたかであった。これに先んじて、廟号は「五通」という名を

止めることにし、大観年間には、始めて廟に額を賜って「霊順」と称した。宣和

年間には二字の封号の侯爵とされ、紹興年間には四字の侯爵とされた。また乾道

年間には八字の侯爵となった。（略）淳煕年間には初めて封号二字の公爵となり、

理宗は改めて八字の王に封じた。

　　第一位　顕聡昭応霊格広済王　顕慶協恵昭助夫人

　　第二位　顕明昭列霊護広祐王　顕恵協慶善助夫人

　　第三位　顕正昭順霊衛広恵王　顕済協佑正助夫人

　　第四位　顕直昭佑霊既広沢王　顕佑協済喜助夫人

　　第五位　顕徳昭利霊助広成王　顕福協愛静助夫人

　　王祖父啓佑喜応敷沢侯　祖母街慶助順慈朋夫人

　　王父広恵慈済方義侯　母崇福慈済慶善夫人

　　長妹喜応賛恵淑顕夫人　次妹i誌順福淑靖顕夫人（61）

この記述では、恐らく民間で祭祀されていた五顕神が、朝廷に認められていった過程が反

映されていると思われる。またこの記述のすぐ後には、五顕神の配下であった神の封号が

記されている。

黄衣道土

紫衣員覚太師

輔霊翔善史侯

輔順翔恵†侯

朝応助順周侯

令狐寺丞

王念二元帥

打操高太保

打撲胡百二検察

都打操胡靖一総管

打撲黄太保

打供王太保

金吾二太使

掌善罰悪判官

これらの配下の神がどのような神格かは不明であるが、その称号からは、罪人を捕らえた
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りする役割を担う者が多いと考えられる。

　この「五聖始末」の記事からは、華光との関連性はほとんど感じられないのであるが、『南

遊記』においても、華光が投胎する時に五人兄弟として生ずるという記載がある。さらに

華光と五顕の関係の一端を示したのが『道蔵』にも収録される『五顕霊観大帝灯儀』（62）

であると思われる。

　まず『五顕霊観大帝灯儀』の冒頭に挙げられている五顕神とその配下の神は、『三教捜神

大全』の「五聖始末」とかなりの一致が見られる。

都天威猛大元帥顕聡昭応孚仁広済王

横天都部大元帥顕明昭烈孚義広佑王

通天金目大元帥顕正招順孚智広恵王

飛天風火大元帥顕直昭佑孚信広沢王

丹天降魔大元帥顕徳昭利孚愛広成王

助霊史相公

助順†相公

翔応周将軍

王念二総管

黄王二太尉

令狐寺丞

善慶童子

土地真官

ただそのすべてが一致するわけではない。「王念二元帥」はここでは「王念二総管」になっ

ているし、「史侯」「†侯」「周侯」の三名は、「史相公」「†相公」「周将軍」とされ、称号

が若干異なっている。しかし、一致しないことがすなわちこの両者が別系統の資料である

ことを示していよう。恐らく、五顕とその配下の神についても、それなりの伝承が当時は

あったものと考えられる。

　この『五顕霊観大帝灯儀』には、五顕神それぞれに対する賛などがあるが、その神とし

ての職能は、微妙に差異があるように見える。すなわち、広済王については「賞罰が正し

い」ことが述べられ、広佑王にっいては「恩を広く及ぼす」ことが言われ、また広恵王に

ついては「公平に恵みを与える」ことが言われ、広沢王については「凶を滅する」ことが

強調され、広成王については「物を利し民を愛す」ことが述べられる。むろん、それぞれ

重なる部分があるが、五顕神に些かの個性の差はあったろう。或いは、後世の華光神が財

神や武神などの幾っかの性格を併せ持つことは、この五顕の幾っかの面を兼ね備えた結果

そうなったのかもしれない。

　なお『五顕霊観大帝灯儀』では、財神としての効能をかなり強調したものとなっている。
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五顕に祷れば商買の家が財をなすこと、福が得られることが何度も言われる。また注意す

べきは、広成王の姿である。そこには「手に金縛を持ち、足に火楚を踏む」という記載が

ある。これからすれば、五顕の広成王がイコール華光であるとも言えなくはない。さらに、

『太上助国救民総真秘要』（63）には「霊官五郎馬勝」という記載があった。これによれ

ば、馬元帥と五郎という組み合わせは、それ以前にも存在したことが分かる。

　四川省石門山の石窟にある南宋期の「五通大帝」像がある（64）。この像は「独脚五通」

とも呼ばれ、左足だけであり、風火輪の上に乗る。但し、この五通大帝は一神である。こ

の像が当初から独脚であったかどうかは不明であるが、或いは「独脚五通」を反映したも

のであるかもしれない。買二強氏の指摘によれば、この他にも五通には「独脚」の形象が

あったらしい。とはいえ買氏も言うように、「独脚」はそもそも「独覚」の靴したものであ

り、一本の足の意味では無かったと推察される（65）。独覚とは、一つには五神通を得た

一角の仙人か、或いは声聞・縁覚を意味する独覚であったであろう。いずれにせよ、仏教

に由来する名称であったと思われる。なお、『道法会元』中には、馬元帥に関連する法術中

において、「華光五通」という表現はしばしば見えている。

　五通や五顕、それに華光信仰の盛んであったところは、いずれも江南で微妙に重なり合

う。元来は幾つかの信仰が併存していたところ、それが華光大帝に集約されていった面が

あると考えられる。

　但し、かつては仏道双方から重視され、盛んな信仰を有した華光であったが、明末以降

は急速にその信仰は衰えていく。広東では現在も戯神として重視されているようであるが、

かってその信仰の盛んであった江南でも、華光を祭った廟宇はほとんど無くなっている。

6．温元帥及び十太保

　温元帥は東嶽大帝の配下の神将として有名な存在である。『三教捜神大全』巻五「孚祐温

元帥」の項目には次のような記載がある（66）。

元帥の姓は温、名は遁、字は子玉。後漢の東甑郡の人である。この地は今の漸江

温州である。（略）幼くして神明であり、七歳にして天文を学び、十歳にして儒学

の経伝に通じた。（略）しかし十九歳で科挙に応じたが合格せず、二十六歳に明経、

射策の科に応じたがこれにも及第しなかった。（略）蒼龍が珠をその前に落とした

ので、臥して拾ってこれを口に含んだ。（略）突然身体が変化し、顔は青く、髪は

赤くそして身は青くなり、檸猛な姿となった。（略）泰山府君はその威猛なるを聴

いて、召して佐岳の神とした。（略）玉帝の勅旨により、封じて充金大神とした。

またさらに封じて翼霊照武将軍兵馬都部署とし、玉環を賜った。（略）宋の煕寧年

間に、第三十六代張天師の飛清真人が、始めて符召の法を用いて東嶽配下の神を

使役した。そのときに十名の太保の位を定めた。その首となったのは温太保であ

った。（67）
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『三教捜神大全』より温元帥　手に持つのは輪と剣のみ、腰に「無拘零漢」の書を下げる

温元帥は関・馬・趙元帥とともに四大元帥の一角を占める。また温太保とも呼ばれ、その

姿は狼牙棒と輪を持っことで知られている。この『三教捜神大全』の記事によれば、その

輪は玉帝から賜ったものであった。もと読書人が神となった時、檸猛な姿に変身するとい

うのは、多く見られる伝承であり、最も有名なものは鍾埴のそれであろう。温元帥のこの

話も、恐らくそういった幾つかの故事からの借用であると考えられる。

　なお、この記事でも張天師の代位については混乱が見られる。すなわち煕寧年間といえ

ば北宋神宗の時代である。しかし『歴世真仙体道通鑑』『漢天師世家』（68）などによれ

ば、徽宗の時の天師張虚靖が第三十代とされるのであるから、神宗時の天師が三十六代で

あるのはおかしいことになる。公式な記録によれば、当時の張天師は二十八代の張敦復で

あるはずである。三十六代目の天師と言えば、『漢天師世家』などでは元代の張宗演を指す

ことになる。

　但し、先の張乾曜に関する記載もそうであるが、正一教の主張する張天師の系譜には作

為的な面があり、その信愚性には問題もある。よってこの「第三十六代張飛清」について

は、単純に『三教捜神大全』の誤りであるとはいえない（69）。
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温元帥像（上海白雲観蔵）　手には輪と狼牙棒を持つ

　さて温太保を含む十太保については、『道法会元』に記載がある。すなわち、温・李・鉄・

劉・楊・張・康・岳・孟・章の各元帥である。そしてこれらの元帥は東嶽大帝と縁が深く、

「地祇法」と密接な関連があるものである。ただ十太保の中心となるのは、温元帥ではな

く、張元帥であることも多い。地祇法系の法術では、『道法会元』の巻二百五十七「東平張

元帥秘法」では張元帥が、巻二百五十四「東嶽温太保考召秘法」では温元帥が主となって

いる。

　張元帥も勇猛な神としてよく知られている。『三教捜神大全』の「斬鬼張真君」に見える

張元帥の説話は、次の通りである（70）。

張元帥の姓は張、名は巡。（略）唐の玄宗時の進士出身である。碓陽の県令となっ

たが、安禄山の乱に遭った。（略）元帥は孤塁となった城を守り、臨機応変にして

古法に拘泥しない戦法により、前後三百余戦を戦い、百戦百勝であった。（略）真

に古今において忠義を貫いた人物である。後に唐や宋の時に、宝山忠靖景佑福徳

真君に封ぜられた。（71）

すなわち張元帥とは、安禄山の乱の時に忠義を貫いて奮戦したことで有名な張巡のことで

ある。同様の事績の許遠も、「副帥許元帥」として封じられている。
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　温元帥と張元帥の記事にはあまり関連性が無いようにも見えるが、ポール・カッツ氏の

指摘によれば（72）、温壇は『地祇上将温太保伝』（73）では、唐の将郭子儀の配下で

あったことになっている。すなわち温元帥も、安禄山の乱の頃の武人ということになる。

しかし『三教捜神大全』の記事では、温壇はまるで書生出身ということになっており、全

く異なる伝承となっているのはやや不可解である。ただ『地祇上将温太保伝』を校正し、

その補遺を撰した黄公瑳は南宋の人であるとされ、武将であったという伝承の方が先に成

立していたことは間違いない。というより、『三教捜神大全』の記事の方が不自然である。

　この『地祇上将温太保伝』では、東嶽大帝の配下を太保と呼んだことや、また三十代天

師の張虚靖が宣和年間に東嶽廟を訪れ、そこで温太保と会い、地祇法を広めたことなどが

記される。この伝においては、また東嶽大帝の第三子柄霊公が大きな役割をはたしている。

『道法会元』などの温元帥の記載も、恐らくはこの伝承に沿ったものと思われる。

　なお張巡に関しては、萢純武氏に詳しい論考がある（74）。それによれば、張巡・許遠

などは元来属鬼として信仰されたものが、徐々に性格を変じていったとされる。その姿は

「赤髪青面に牙出ず」という悪鬼の如きものであるのが普通であった。また張巡は後に「東

平忠靖王」といった封号を与えられ、また三国の張飛が名を変えて転生したという伝承も

語られるようになる。

　このような張巡の性格は、関羽とよく似た面があろう。すなわち、いずれも忠義を尽く

した後に非業の死を遂げており、そして腐鬼、すなわち怨霊系の神と見なされていた。『地

祇上将温太保伝』に見える温元帥や孟元帥にしても、少なからずこういった性格があると

思われる。恐らく、鄭都・地祇法系の神とは、多かれ少なかれこういった属鬼的な性質を

持つものであり、それだからこそ強力な神将として扱われたのであろう。

　また『地祇上将温太保伝』には、十太保の一員である孟元帥が「孟雲」、章元帥が「章彦」

という名で登場する。これによれば、孟元帥も章元帥も温遭と同時期の人ということにな

る。しかし孟元帥にっいては、『三教捜神大全』の「孟元帥」の項に伝があるが（75）、

その名は「孟山」となっており、「仁義孝慈」の人であることになっている。

元帥は姓を孟、名を山といい、仁義孝慈の人であった。その功績は万古に尽きな

い。今に至るも人の賞賛するところとなっている。孟元帥が獄官となっていた時

に囚人を解き放ったその一事を見ても、その実情を窺うに足るのである。（略）元

帥は年も押し詰まった頃、父母のことを案じていると、監獄の中から数百の泣き

声が響いた。それはみな、切にその両親を思うものであった。元帥は言う。「親が

無いわけではないのだ。会える機会が無いだけなのだ。」そこで元帥は彼ら囚人を

哀れみ、彼らを膝下に抱えて泣いて約すと、囚人もまた泣いて元帥に誓った。「い

ま冬二十五日には解き放つので、正月五日に戻ってくるように。」これを実行した

ところ、果たしてその約束を違えた者は一人もいなかった。（76）
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『三教捜神大全』より孟元帥

この『三教捜神大全』の記事によれば、孟山は獄吏であり、義によって囚徒を解き放ち、

それによって罪に陥り死に至ったところ、玉帝の勅によって「鄭都元帥」の位を与えられ

たとする。こちらも、温理の伝同様、『地祇上将温太保伝』におけるものとは全く異なって

いる。恐らく孟元帥にしても、本来の伝承とは別に説話を作為したものであろう。なお、

この話はそのまま『北遊記』において転用されており、孟元帥は孟山といい、囚人を逃が

した徳により元帥に封じられたとする（77）。

　さらに『三教捜神大全』には十太保の一である康元帥、及び鉄元帥について記事がある

ものの、これらにはあまり事績らしい事績が見えない。鉄元帥については、『三教捜神大全』

「鉄元帥」は次のように述べる（78）。

玄天上帝が攻離の二気となった亀蛇を討伐した時、ために雲が九天の下に裂けた。

そして鉄元帥の勇力によって山海が押され、亀蛇が踏みつけられた。そこで元帥

は歩虚をもって玄天上帝とともに天に昇り、「猛烈元帥」に封じられた。元帥は玄

天上帝とともに、玄冥の守護の任に当たることとなった。（79）
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『三教捜神大全』より鉄元帥

鉄元帥に関しては、このように武王伐紺の時に玄天上帝を助けたということで、玄帝との

関係がむしろ強調される。

『三教捜神大全』より康元帥
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また康元帥にっいては、『三教捜神大全』には次のような記載がある（80）。

天帝はまた民が康元帥の徳を褒め称えるのを聴いて、これを封じて「仁聖元帥」

とした。そして四方の社令の管理を司らせた。元帥は左手には金斧を執り、右手

には瓜錘を執り玉璽と周旋させる。（81）

これらの太保神は、時に「十二太保」「十三太保」「十四太保」などとも呼ばれるが、東嶽

大帝の部下である他に、太歳神の配下であることもある。太保神は、総じて「地祇」系の

神であるが、「地司」である太歳神の部下であるとも考えられたためであろう。一般に冥界

に関係する武神を指しているようである。むろん道教では、鄭都・地祇系の神に対して使

われる。

　ただ十太保について各神の事績はいまひとつはっきりとは分からない。通俗文学作品に

おいては、『水瀞伝』の豪傑の一人戴宗が「神行太保」と呼ばれ、また『残唐五代史演義伝』

（82）などの五代史物語では、李晋王の義子たちが「十三太保」と称されている。一方

で『北遊記』では、太歳般元帥の部下として「十三太保」が登場する（83）。

　なお、『道法会元』巻二百五十八の「東平張元帥専司考招秘法」によれば、十太保のそれ

ぞれの名は以下の通りである。

温玉

李文真

鉄勝

劉仲

楊文貴

康応

張纏

岳昊

孟雲

章彦卿

また同じく『道法会元』巻百五十五の「混元六天妙道一焦如意大法」では、次の通りであ

る。

玉
真
勝
埼

温
李
鉄
劉
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正
菰
応
勝
雲
彦

挑
張
康
岳
孟
章

これら太保の名は『地祇上将温太保伝』に見えるものと共通する部分があるものの、『三教

捜神大全』の記載とはほとんど一致しない。また『北遊記』に見えるものともかなり異な

っている。

　さて北京の東嶽廟においては、現在でもその購岱門の殿に十太保を祀っている。その十

太保とは、『道法会元』に見えるものとは少しく人員が異なっている。北京東嶽廟の十太保

は次の通りである（84）。
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すなわち、温・李・鉄・劉・楊・張・康・岳・孟・＃の各太保である。

　ここでは、「太保」は「元帥」と呼ばれているが、実際にこういったケースは多い。ただ、

「元帥」の中でも雷部の一部が特に「天君」と称されるように、「太保」の場合は特に冥界

に関わる神を指すのが普通である。このうち、冥界の神としてはやはり楊太保の方が知ら

れていると思われる。その楊元帥については、『三教捜神大全』に「楊元帥」という項目が

ある（85）。

元帥は時に漢の廷尉の長に任じられた。案件として、主の玩器を盗んだ者があっ

た。時に皇帝は廷においてこれを殺すよう命じたが、全く聞き入れなかった。ま

た別の案件では、寵愛された者が官を侮辱するということがあり、答殺の刑とし

た。皇帝は特赦を施して赦そうとしたが、これも聞き入れなかった。また別の案
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件では、三老の中に汚吏がいて捕まったが、朝廷の権官が圧力をかけて釈放しよ

うとした。元帥はこれも聞き入れなかった。また別の案件で、友人であることを

侍んで法を曲げようとした者があり、賄賂を元帥に送ったが、これに一瞥も与え

なかった。（86）

『三教捜神大全』より楊元帥

楊元帥は生前剛直な官吏であったことから、その後冥界の神として封じられたとする。楊

元帥は実在の人物で、『後漢書』に伝のある楊彪である。董卓の遷都の言に抗するなど、実

際に直言で知られる人物であったことが伝に記されている。「先見の明」という言葉は彼の

故事に由来するものである（87）。しかし『道法会元』などに見える楊太保が、イコール

漢の楊彪であるとは単純には思われない。『道法会元』の一部では、「挑正」すなわち挑太

保と書かれることもある。恐らくこれも姓が楊である元帥神について、後から楊彪が付会

されたものであろう。

　岳太保にっいては、これも岳元帥とどのような関係にあるかは些か不明確である。

　蘇州玄妙観の十二天君の中に岳天君が含まれ、また上海白雲観の像の中に岳元帥がおり、

また四大元帥を温・岳・馬・趙の組み合わせとするなど、現在では岳元帥は祭祀の対象と

なることが多い元帥であると思われる。
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岳元帥像（上海白雲観蔵）　この形象からも岳飛であると思われる

　しかしこの岳元帥とは、南宋の武将である岳飛が神として祀られたものであると推察さ

れる。上海白雲観の岳元帥像などは、その称号を「塗虜郭王」とし、槍を持った岳飛らし

き像となっている。宋代に寧宗によって岳飛は「郭王」に封じられていることから、この

岳元帥の像が岳飛を指していることは明白であろう。神雷各派の法術の発展が南宋であっ

たことからすると、その神格化について『道法会元』にあまり反映されていないのは当然

とも言える。

　もし『三教捜神大全』に岳元帥の記事があり、元帥は岳飛であると断じていれば問題は

無かったのであるが、残念ながら『三教捜神大全』にそのような記載は無い。そもそも『道

法会元』などによれば、岳太保の名は岳勝、或いは岳昊である。これをもって考えても、

岳元帥である岳飛と岳太保とは関連性が薄いことが看取できよう。

　以上、十太保と幾つかの元帥の関係について見てみたが、『道法会元』『地祇上将温太保

伝』に見える太保神と、『三教捜神大全』に見える温元帥・張元帥・康元帥・鉄元帥・孟元

帥・楊元帥の各元帥は、その名も事跡がほとんど一致しないことが分かる。比較的著名な

事跡がある温元帥や張元帥にしても、かなり資料によって差異がある。その他の元帥にっ

いては、極端な話、同じであるのは姓のみと言ってもよい。恐らく『三教捜神大全』に見

られる元帥神の説話は、後世民間などで別に発展したものであって、『道法会元』などとの

道教経典との関連性は薄いのである。
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　なお、張巡・岳飛、それに先に見た関羽などの元帥が、いずれも忠義を尽くした末に鬼

となったものであることは興味深い。鄭都・地祇系の神は、温擾を含めて、実在或いは実

在と思われた人物が、死後怨霊となり、それが元帥神として採用されたものが多いのは偶

然ではないだろう。そしてこのような神は比較的事跡や個性がはっきりしているところか

ら、後世においても有力な元帥神として発展していったのであると思われる。それに比し

て、同じ鄭都地祇系の神でも、鉄元帥や孟元帥や楊元帥、それに章元帥などの神はやや個

性に欠けており、そのために幾つかの資料で事跡をかなり恣意的に変えられていると思わ

れる。またこれらの神の信仰は、民間では有力なものとはなりにくかったであろう。道教

の儀礼においてその名がよく保存されている一方で、通俗文学の作品などにこれらの元帥

がほとんど登場しないのは、こういった事情が反映しているものと推察される。

7．玄壇趙公明の記事について

　趙元帥、すなわち玄壇元帥趙公明は、現在でも財神として知らぬ者とてない神である。

その黒い顔に、虎に乗って鉄鞭を構える姿は、各地の財神廟に祀られている。何度かふれ

たように、温・関・馬・趙の四大元帥の一角を占める。（88）

　『三教捜神大全』の「趙元帥」の項に見える趙公明の伝は、およそ次のようなものであ

る（89）。

元帥の姓は趙、謹は公明であり、終南山の人である。秦時の暴政を避けて山中に

こもり、至道に修養を重ね、功が成ったため、玉皇上帝の勅旨により召され、神

雷副帥に封じられた。按ずるに、元帥は皓廷雷度天、彗覚昏梵気の化生であり、

その位は乾の位置にある。すなわち金水合気の象である。その服色は、頭に鉄冠

戴き、手に鉄鞭を執るのは、金が水気を違する様を表す。顔の色が黒く髭髪があ

るのは、北方の気を象徴する。虎に跨るのは、金の象である。これにより、水気

の中に金があるの義を表す。体はすなわち道となり、用はすなわち法となる。法

はすなわち雷霊にあらざればもってその威を表すことができない。泰華西台にそ

の府があり、すなわち、元帥の主掌である。また元帥は「金輪」をもって称せら

る。これらもまた西方金の象徴である。元帥は、上は天門の令を奉り、三界を策

役し、五方を巡察し、九州を提点し、直殿大将軍、北極侍御史に任じられている。

昔、漢の天師張道陵が仙丹を修練していた時、龍神は玉帝に威猛なる神に守護を

行うように奏上した。これにより、趙元帥は玉帝の勅旨を受けて、正一玄壇元帥

の位を授けられた。「正」とはすなわち万の邪気が干渉せぬよう守る意味であり、

「一」とはすなわち純一にして不二の職であり、甚だ重い職責であることを表す。

天師が飛昇して後、元帥は永らく龍虎の名山を鎮護することになった。そして今

三元開壇伝度の時に、善をなし功を建て、過を悔いる人は、頑迷固随な者であっ

ても、皆元帥がこれを掌るのである。ゆえに龍虎の玄壇とは、実に賞罰の唯一の
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官署である。部下に八王猛将があるのは、八卦に応じている。六毒大神があるの

は、天無・地無・年熱・月窯・日黙・時熱に応じている。五方雷神・五方狙兵は、

五行に応じている。二十八将は、二十八宿に応じている。天和・地合の二将は、

天門・地戸の闇開を象徴している。また水火の二営将は、春に生じ、秋に熱する

ことの往来を示す。これにより雷電を使役し、雨や風を呼び、疽疫を払い、病や

災いを無くすことができるのである。趙元帥の功績は莫大であり、訴訟で冤罪と

なった者などは、元帥に祈れば公平なる裁きを得ることができ、商売を行って財

を得ようとする者も、元帥はそのために利を図ってくれるであろう。ただ公平な

る事であれば、元帥に祈れば、意のごとくならざるはない。故に上天の玉帝は元

帥に聖号を与え、高上神審玉府大都督、五方之巡察使、九州社令都大提点、直殿

大将軍、主領雷霊副元帥、北極侍御史、三界大都督、応元昭烈侯、掌士定命設帳

使、二十八宿都総管、上清正一玄壇飛虎金輪執法趙元帥に封じたのである。（90）

『三教捜神大全』より玄壇趙元帥　鞭を執り虎に跨る

趙公明自体は、非常に来歴の古い神である。呂宗力氏らの指摘するように、六朝期の『捜

神記』や『真諾』にすでにその名は見えている（91）。その後は五名一組となった疽神の

一っとして知られている。『三教捜神大全』には、この疽神についても「五疽使者」として

別に記録がある。それによれば、五疽使者の名は以下の通りである（92）。
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春疽　張元伯

夏疽　劉元達

秋疽　趙公明

冬疽　鍾仕貴

中疽　史文業

趙元帥がこれらの疽神から発展した神であることは間違いない。ただ、この疽神としての

趙公明と後の「趙元帥」とは、その性格において甚だ異なっており、「同名異神」と言える

ほど違う性質を持つものとなっている。なお、これらの神は『武王伐村平話』にも登場し

ている。

　なお先に見た雷部の張天君、すなわち張使者の名前は「張元伯」であったが、ここに見

られる張元伯がその源流である可能性もある。また、これらの神の・名の多くは恐らく、三

国六朝期に活躍した人物の名前を変じて作られたものであると思われる。それは「鍾士季」

の名が、すなわち三国魏の武将である鍾会の姓と字そのままであることからも窺える。太

歳般元帥である股郊も、或いはその淵源は六朝晋代の股浩であるかもしれない。とはいえ、

これらについてはあくまで憶測の範囲を出ない。

　趙公明については、現在最も人口に檜爽しているのは『封神演義』の故事である。すな

わち『封神演義』においては、趙公明は峨眉山の道士で、戴教に味方するため姜子牙と敵

対し、強大無比な力で周側を圧倒するが、呪殺され、最後に「金龍如意正一玄壇真君」に

封じられる（93）。この封号については『三教捜神大全』などに見える伝統的なものを踏

襲しているが、趙公明の故事については全く改変されてしまっている。しかし『封神演義』

が語り物や芝居などを通じて広まった結果、趙公明の由来と言えば完全にこれを指すこと

になっている。そのため、趙公明自体も股周期の人物と見なされるに至っている。これは

二郎神にしろ螂暁太子にしろ、『封神演義』に登場する多くの神格に共通する事態である。

　さらに疽神についても、『封神演義』では呂岳などを疽神として封じてしまったために、

この説が広まり、これにより趙公明はほとんど疽神としては意識されなくなった。

　澤田瑞穂氏の指摘によれば、趙公明はインドのマハーカーラ神、すなわち大黒天の変じ

たものであると言う（94）。なるほどその招財の機能や、黒色という点など、大黒天と趙

公明は多くの共通点がある。影響関係が存在する可能性は高い。ただ、梛旺や馬元帥と違

って、『道法会元』などの資料にその直接の関係を窺わせる材料には乏しい。むしろ大黒天

に近い性格を持っとすれば、黒熱神、すなわち翔聖真君の方が近いと思われる。

　さて『三教捜神大全』「趙元帥」の項目は、明らかに『道法会元』巻二百三十二「正一玄

壇趙元帥秘法」の「趙元帥録」をほぼそのまま引き写したものである。ただ、冒頭の部分

は若干異なっている。
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元帥の姓は趙、名は朗、一に名を艇、字を公明と。終南山の人である。秦の時に

暴政を避けて山中にこもり、至道に修養を重ね、功が成ったため、玉皇上帝の勅

旨により召され、神雷副帥に封じられた（略）。（95）

趙元帥の名を記した箇所のみが異なるが、あとは以下全く同文と言ってよい文章が続く。

恐らくこの文章は『道法会元』からの直接の引用ではなく、「趙元帥録」から、『道法会元』

と、それに『三教捜神大全』の前身である『捜神広記』がそれぞれ別に引用したものであ

ると推察される。

趙元帥像（上海白雲観蔵）　黒面に鞭を執る

　また『道法会元』巻二百三十六「正一龍虎玄壇大法序」にも、初代天師張道陵が丹を練

っていた時に、それを守護した神が趙公明であったとの記載がある。『三教捜神大全』に見

える「八王猛将」「二十八将」も、『道法会元』には詳しい記載がある。例えば八王猛将は、

以下の八将である。

正一那咤王　呉宛　執鉄鎗

蛮雷尽命王　唐開　執鉄刀

持枷生殺王　諄超　執鉄又

炬赫長生王　王賓　執鉄棒

製電轟雷王　王雷　執鉄鎖

通天遍地王　襲狼　執鉄斧

江河准済王　張彪　執剣

融魂尽命王　何魁　執戟
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また「四方猛将」には、劉元達・張元伯・鍾士季・史文業といった疽神であった頃からの

人員が並び、そして二十八将は、後漢の光武帝の配下で有名な、郵禺・呉漢などの二十八

将となっている。しかしこれらの神は、後世の趙公明の故事においては全くと言ってよい

ほど関わってこないため、その存在自体がほとんど意識されなくなる。現在では、趙公明

の配下といえば、招宝天尊・斎昇と納珍天尊・曹宝であると見なされていよう。これはむ

ろん、『封神演義』において結びつけられたもので、あまり意味は無い。

　また、ここから明確になるのは、『捜神広記』と『三教捜神大全』との性格の差異である。

　先に見たように、『三教捜神大全』の多くの元帥神の項目、雷部の諸天君、温元帥や馬元

帥に関連する記事は、『道法会元』などの道教経典とはほとんど共通性が無かった。元帥の

名も違っていれば、事跡も全く異なるのが一般的であった。

　しかるに『捜神広記』から引き継いだ項目、趙元帥や関元帥、それに玄天上帝などの記

事については、明らかに『道法会元』或いは他の道教経典からの影響が見られる。すなわ

ち、『捜神広記』が元代に編纂された時は、道教関連の資料を襲用することが多いのに対し、

明代において『三教捜神大全』を増補した時は、ほとんど道教経典を使用しておらず、民

間の資料ばかりを多用しているのである。これには、例えば「玄天上帝」の項目の場合、

引用元である『玄帝実録』は早い時期に散逸し、このような経典は利用しにくかったなど

の面もあろう（96）。このように、『捜神広記』と『三教捜神大全』では、その編集姿勢

に大きな差異があることが、この趙元帥の記事からも推察されるのである。だから同じ元

帥神の項目とはいえ、例えば「趙元帥」「義勇武安王」などと「孚祐温元帥」「霊官馬元帥」

などでは、記事の大きく性質が異なっているのである。これは注意すべき事柄であろう。

8．王霊官と薩真人の故事

　王霊官は、非常によく知られた神である。今でも全真教の道観に行けば、必ず本殿の前

方には「霊官殿」があって、王霊官が鞭を振り上げる姿を祀るのを見ることができるであ

ろう。これはあたかも、仏寺の天王殿における四天王や章駄天と同じ役割を担うものであ

る。また、民間宗教においても、王霊官は「王恩主」として盛んな信仰を有している。

　『三教捜神大全』の「王元帥」に見える王霊官の事跡は次の通りである（97）。

裏陽の洛里に、姓を王、名を悪、字を乗誠という者がいた。これが王元帥である。

父の名は王臣、早くに亡くなった。母の郡氏は、遺腹である元帥を貞観丙申年七

月庚申日申時に産んだ。元帥は幼くして孤であったが、読書はたしなまず、とに

かく管力があり、その性格は粗暴剛直で、曲がったことは受けつけなかった。市

中に不平を抱く者があれば、行ってすぐにその憂いを分かち合った。また悪人が

いれば、これに制裁を加えた。そのため人々はその公明正大な態度には敬意を払

っていたが、しかし同時にその武勇を揮っていた。ただ固く自分の見解にこだわ
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り、人の曲直について容れることができなかった。そのために王元帥に恩を感じ

て徳とする者がある一方で、これを仇敵視する者も後を絶たなかった。（略）元帥

が荊裏の間に至ると、ある古廟が妖怪のために占領されていた。その妖怪は数里

四方に霊験を顕し、毎年六月六日になると祭祀を要求し、牛・羊・豚を各々十頭、

酒十瓶を用意させて、疽疫を免れさせていた。ところがこの貢ぎ物が無いと、妖

怪は疽疫を起こし、ために人や動物が血を流して倒れた。この祭祀の費用を捻出

するために、貧窮する者は子供を売るほどであり、その怨嵯の声は一帯に満ちて

いた。元帥はこのような妖怪の行いを怒り、廟や像を焼き尽くした。すると怪風

が吹き荒れた。たまたま薩守堅真人が、薬によって疽疫を救うために来ており、

法術でもって怪風を鎮めて妖怪を退治し、この一帯を安寧にさせた。（略）玉帝は

勅旨を下して元帥を訟洛王元帥に封じ、蒙書で「赤心忠良」の四字がある金の印

を賜り、天下の都社令を管理させる職とした。（98）

『三教捜神大全』より王霊官

この話は、王霊官の故事としてはそれなりにふさわしいものとなっている。生来剛直であ

った王悪という者が、仇をなす妖怪を薩真人と協力して退治したというものである。しか

し実際には、この説話は甚だ作為的なものである。

　王霊官と薩真人の話は、小説『呪棄記』などに見えるものの方が知られている。それに
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よれば、薩真人と王霊官は共に北宋徽宗の頃の人であった。そして貢ぎ物を強要していた

のは、他ならぬ王霊官であり、薩真人はその法力でもって廟を壊し、後にこれを服属させ

たのであると言われる。

　不可解なことに、この話は『三教捜神大全』の「薩真人」の項目にも出ている。ある意

味で互いに矛盾する話を載せていることになるが、これは様々な書物からの引用が中心で

ある『三教捜神大全』の中ではありがちなことである。その薩真人の故事は次のようなも

のである（99）。

薩真人は、名を守堅といい、蜀の西河の人であった。若くして人を救い余に役立

とうと思い、医学を学んだ。しかしある時誤って薬を間違えて人を殺めてしまっ

たことから、医を捨てて、道に志した。薩守堅は江南の第三十代天師の張虚靖先

生と、林霊素・王文卿の二侍辰が道法に優れているという話を聞いていたので、

赴いて弟子となろうとした。挾西地方に出たところで、路銀が尽きた。そこへと

ある三名の道士が通りかかり、薩守堅にどこへ行くのか問うた。薩真人は張・林・

王の三真人を訪ねるためであると、その理由を告げた。一人目の道士が答えて言

う。「先の張虚靖天師はすでに亡く、羽化登仙された。」薩守堅は続いて王侍辰に

っいて問うた。「王侍震も羽化された。」そして林霊素について尋ねると、「これも

すでに亡くなった。」と言う。聴いて薩真人は残念がることしきり、みかねた道士

が言う。「今龍虎山におられる現在の天師の道法も高いとのこと。わしは今の天師

と知り合いであるがゆえ、手紙を書いてあげよう。これを持って訪ねるがよい。

またわしはある道術が使えるので、これをそなたに伝授しよう。この道法を使え

ば、毎日自給できるぞ。」そこで薩i真人に呪秦の術を授けて言う。「一つの閑を呪

して出現させれば、七文の銭を得ることができる。一日に十棄を呪すれば、七十

文の銭を得られる。これで一日の費用に充てることができよう。」また別の道士が

言う。「わしもまた別の道術を授けよう。すなわちそれは雷法じゃ。」薩真人がこ

の術を受けて用いてみると霊験があった。その後、一たび呪すと百あまりの嘉を

得たが、ただ七十文を得るだけで、余った銭は貧者を救うために分け与えた。こ

のようにして信州の龍虎山に至り、張天師に面会して道人から授けられた手紙を

見せた。すると張天師の一族はみなそれを見て泣く。すなわちその書は虚靖天師

の親筆であった。手紙に言う。「われと王侍震・林天師はこの薩君に遇い、各々一

っの法術を伝授した。わが流派に加え、名を道録に載せるべきである。」後に薩真

人の法術はいよいよ霊験を顕すこととなった。（略）薩真人は湘陰県の浮梁に来る

と、そこでは童男童女を生け賛として廟の神を祀っていた。真人は言う。「これは

邪神である。すぐに焼かねばならぬ。」言い終わると、雷火が空より起こり、廟は

たちどころに灰となった。（略）その後薩真人が龍興府に至り、川べりで足を洗っ

ていると、水の中に神の影が写った。四角い顔に黄色の巾、金の甲を着け、左手
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に袖をまくり、右手には鞭を執るという姿であった。薩真人は尋ねた。「そなたは

どのような神であるか。」その神人は答えて言う。「それがしは湘陰の廟神で王善

という者であります。真人が我が廟を焼かれてから、いままで十二年の間従って

おります。真人に過ちがあれば、それに乗じて仇を報ずるつもりでありましたが、

真人の行いは正しく、そのような機会はありませんでした。真人の道行は高く、

きっと天界の重要な役職に封じられましょう。できればそれがしを配下の将とし

て玉皇上帝にご推挙いただけませぬか。」真人は答える。「そなたは兇悪な神であ

り、わが法にあっては、必ずやその法を損なうことになろう。」王善は即座に真人

に向かい、違背せぬよう固く誓う。薩真人は玉帝に奏上し、王善を収めて部将と

した。この後、王霊官は薩真人が命ずると、響くがごとく応対した。（100）

『三教捜神大全』より薩真人　水中に控えるのが、鞭を持った王霊官

すなわち、人身御供を要求していた邪神とは、王霊官自身のことであった。「王元帥」の項

目では、これが別の神のことに改められているわけである。

　この「薩真人」の項目は、もともと『捜神広記』にあったものが、『三教捜神大全』『捜

神記大全』に採録されている。すなわち『三教捜神大全』の記事としては「薩真人」が先
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に書かれ、「王元帥」の方は後で追加されたことは明らかである。

　但し李豊　氏の指摘によれば、この「薩真人」の項目には、それぞれの資料で微妙に書

き換えがなされており、注意が必要である（101）。例えば、薩真人が蜀の地を出て路銀

が尽きた場所について、『捜神広記』では「峡」とし、『三教捜神大全』は「陳」とし、『捜

神記大全』は「蜀中」とする（102）。

王霊官像（上海白雲観蔵）

　李豊　氏によれば、この部分は『呪棄記』ではまた改作がなされている。「峡」は峡口の

こととされ、また訪ねようとした仙人も、「張虚靖・王方平・葛仙翁」になっている。しか

し、張虚靖はともかく、王方平・葛仙翁の両名は薩真人からすれば、はるかに以前の人物

であり、その弟子になろうというのはやや無理な感もある。李豊　氏によれば、『呪秦記』

の作者である登K志護は、特に神香派にっいて曖昧な知識しか持っておらず、それでこのよ

うな記載になったのであるとする。さらに、林霊素などについて世間は否定的な意見があ

ることを顧慮したとする（103）。恐らくその通りであろう。

　そもそも『呪甕記』の作者である郵志謹は、その信仰心や小説執筆の意図とは裏腹に、

道教史に対する理解が不十分であったようだ。例えば『三教捜神大全』にも見える、薩真

人が張虚靖の手紙を龍虎山に持参する場面において、張天師に「これは父の親筆」と言わ

せている。しかし彼が当時参照できた資料を見たとしたら、公式的には三十一代の張天師

は張虚靖の「子」ではないのが分かったはずである。このあたりに、郵志護の道教史に関

する理解の浅さが露呈してしまっている（104）。
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　ところで、『三教捜神大全』が「峡」を「陳」に直してしまっているのは、李豊　氏の指

摘によれば、趙道一の『歴世真仙体道通鑑』（105）の記事を採用したためであるという。

実際に、ここの一段にっいては、『三教捜神大全』と『歴世真仙体道通鑑』の文句が酷似し

ている（106）。

　ここで注意すべきは、『三教捜神大全』は『捜神広記』の配列や記事内容をほぼ踏襲して

いながら、一方では別の資料に拠って書き改めていることが多いということである。これ

は『捜神記大全』にも言えることで、特にこの薩真人の記事は、三種の資料で微妙に差が

ある。

　『続道蔵』に収録される『太上元陽上帝無始天尊説火車王霊官真経』（107）では、薩

真人と王霊官の故事について、これを「唐朝」のことであると記すなど、やや『三教捜神

大全』「王元帥」に類似した記述が見える。恐らくこの時期には、王霊官について幾つかの

異伝承があり、『三教捜神大全』はその一つについて、あまり資料間の矛盾を考慮せずに採

録してしまったのであろう。

　『道法会元』においては、巻二百四十一「雷霊三五火車霊官王元帥秘法」と巻二百四十

二「訟落霊官秘法」、それに巻二百四十三「南極火雷霊官王元帥秘法」が王霊官に関連する

法術となっている。いずれも、その主となっているのは薩真人であり、「祖師西河上宰沿陽

救苦薩真人守堅」と書かれる。また王霊官の名は「王善」であるとされる。

　王霊官は、金の甲を着け、鞭を持つという姿で、これは現在の廟に見られるものとそう

変わりはない。ただ、その副将としては、「陳元帥威・丘元帥先」の二元帥がある。

　実はこの「丘・陳・王」という元帥の組み合わせは、『道法会元』巻百八十八の「太乙火

府五雷大法」などの太乙火府系統の法術にも見えるものである。但し、その場合の名は「丘

青・陳一言・王成之」となっており、これとは異なっている。とはいえ、同じく火部の神

将を使役するこれらの法術には、何らかの影響関係があると推測できる。

　さらに、『道法会元』巻百二十一「南宮火府烏陽雷師秘法」から始まる一連の「火府」に

関する法術も関連性が深いと思われる。特に巻百二十二の「太上三五郡陽鉄面火車五雷大

法」は、その名称からも、「雷窪三五火車霊官王元帥秘法」との類似が感じられる。但し、

これらの法術に関連する神将は、「呉元帥明遠・宋元帥無忌・劉元帥炎真・劉元帥択先・楊

元帥昌辛」などであり、また「辛天君忠義・間不漸・謝仙火・張可烈・陳如常」などの神

である。

　これらの諸法術は、どれも一定の神体系を持つものであったと思われる。「陳元帥・丘元

帥・宋元帥・劉元帥」の名は他の法術にもしばしば見えるし、また「謝天君」もそれほど

ではないがやはり一部の法術に名が見える。一方で、王霊官すなわち王善の名は、こうい

った法術ではあまり目にすることが無い。これは恐らく、王霊官の信仰がやや遅く発展し、

雷法の諸法中に取り込まれた時期が遅いことを示しているものと思われる。また李豊　氏

が言われるように、王霊官は温・関・馬・趙などの諸元帥と比べて、さらに遅く道教の神

将の列に加わった可能性も高い（108）。
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　そして「火部の神」というと、かえって王霊官、或いは馬元帥の方が知られるようにな

ってしまったため、本来火部の神将としての地位があった陳元帥や丘元帥などの神が知ら

れなくなったものと推察される。『道法会元』においては、これらの神将の事跡が併存する

形で残されているが、これら元帥の信仰の興隆と衰微には、一定の時間差が存在するはず

である。

　もっとも、だからといって火部の各元帥の信仰が一様に衰えたわけではない。例えば、『三

教捜神大全』には「謝天君」の項目があるし、また『捜神記大全』には「火精」として宋

無忌の伝が見えている。「謝天君」についての記事は次の通りである（109）。

天君の姓は謝、名は仕栄、字は雷行といった。貞観年間の始め、一輪の火光が闘

うがごとく、まっすぐに］」東火焔山の中に進んでいった。謝恩がその父であり、

韓がその母である。元帥はその性は苛烈にして、容貌は醜悪であったが、権を持

つ者に屈せず、法に峻厳であった。（略）元帥は厳しい境遇に置かれるとますます

雄弁となり、危機に陥るとますます功績をあげた。その忠心は確たるもので、天

日にまで明らかであった。その功績は誠に玉帝の寵を受ける耳目の臣たるにふさ

わしい。そこで玉帝は元帥を火徳天君の職に封じ、金鞭を執り、火輪に乗り、頭

に道冠を着け、もって充陽の令を司らせた。（110）

『三教捜神大全』より謝天君　火輪に乗る
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話としてはほとんど特徴的なものはないが、火府の元帥としての謝天君の性格の一端は示

されている。さらに呂宗力氏らの考察によれば、元来火の神として有名であったのは、む

しろこの謝仙火の方であった（111）。

　同じことは、宋元帥に対しても言え、むしろ火の精として知られていたのは、この神で

あった。もともとは、秦代の方士であったと思われる。すなわち『史記』の「封禅書」に

は、次のような記載がある（112）。

斉の威王・宣王の時から、脇子の弟子たちは終始五徳の運に関する書物を著して

いた。秦の世になると斉の者たちがこれを奏上し、そのために始皇帝はこれを採

用した。宋母忌・正伯僑・充尚・羨門高・最後などはみな燕の出身で、方倦道を

行った。（113）。

そして『索隠』はさらに次のような注を付ける（114）。

『索隠』案ずるに、楽産は『老子戒経』を引いて云う、「月中仙人の宋無忌」と。

『白沢図』に云う、「火の精を宋無忌という」と。けだしこの者は火仙であろう。

（115）

この注において、すでに宋無忌が火神としての性格を有していることが分かる。『捜神記大

全』における宋無忌の記事は、次のようなものである（116）。

神の姓は宋、名は無忌。漢時の人である。生まれて神異あり、死してはすなわち

火の精となる。唐の牛僧儒は廟を建ててこれを祭祀し、もって火災を防いだ。廟

は武昌府の城の東七里にあった。（略）本朝で重建した廟は、俗に火星堂と呼ばれ

る。今、江東の各所で火星廟に祭神として祀られているのは、すなわちこの神で

ある。（117）

さらに、民間信仰側の資料として、宋無忌は『南遊記』において「火部元帥」として、華

光を捉える役目で登場する（118）。すなわち、火部の神将として民間にも知られていた

わけである。

玉帝はその奏上を聴くと大変怒り、すぐに火部元帥の宋無忌を入朝させ、天兵三

万を率い、速やかに中界に赴いて華光を捉えよと命じた。宋無忌は勅旨を得て、

直ちに南天の宝徳関を出て、天兵を集合させて隊伍を整え、中界に向かって出陣

した。（119）
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これらの記載から考えるに、謝天君・宋元帥などの方が、火神として伝統を有するもので

あると言えよう。ただ火の属性を持っ神は多く、祝融に始まり、火徳真君や煩霊公なども

そうである。さらに馬元帥や王霊官などの神があり、こういった多くの神々の中で、謝天

君や宋元帥はやや影が薄くなっていたのかとも思われる。

　またさらに、王霊官と馬元帥は、その職種や形象において類似するところが多い。例え

ば共に三眼であること、火神であること、「霊官」と称されること、火輪に乗ること、など

である。清代においては馬霊官の信仰もやや衰えていき、現在ではもっぱら王霊官だけが

知られることになった。

9．清源妙道真君について

　現在でも最も著名な神の一つである二郎神は、また「清源妙道真君」という号を持っ。

二郎神の由来にっいては、蜀の李泳であるとか、その次男であるとか、或いは『封神演義』

の楊獣であるとか、様々な説がある。宋から明にかけては、二郎神はもっぱら趙翌という

名であると認識されていた。むろん二郎神については、これまで幾つかの優れた研究があ

り、その発展についてはかなり究明されているので、ここではあくまで、『三教捜神大全』

に見える資料、及び『道法会元』に見える記載を中心に考察したい（120）。

　さて『三教捜神大全』の「清源妙道真君」の記事の内容は、だいたい次のようなもので

ある（121）。

清源妙道真君は、姓を趙、名を呈という。道士李珪に従って青城山に隠れた。惰

の楊帝はその賢者であることを知り、嘉州太守とした。郡の左には冷源二河があ

り、その領内の健為に老較がいた。春夏になると水害を起こし、その水は一帯に

溢れ出し、民に被害を与えていた。趙呈は大いに怒り、時に五月の間、船七百艘

ほどを用意し、兵千余人を率い、民万余人をもって、江を挟んで声をあげさせる。

その声は天地を震わすほどであった。趙呈は刀を持って江の中に飛び込む。しば

らくすると、江の水が赤くなった。崖の石が崩れ落ち、雷のようロ包吼が鳴り響い

た。趙呈は右手に刀を執り、左手に蚊の首を持って、波より躍り出た。時に趙豆

を助けて水に入った者が七人いた。これがすなわち七聖である。趙豆がこのよう

に較を退治した時、まさに年二十六歳であった。階末に天下は大いに乱れ、趙豆

は官位を捨てて隠居した。その後は終わるところを知らず。後に嘉州の江の水が

溢れた時、蜀の者たちは青い霧の中に、白馬に乗り、数人を引き連れて鷹犬と弾

弓を携えて猟をする者が、波間の上を通り過ぎるのを見た。すなわち趙豆であっ

た。民はその徳に感じ入り、廟を灌江口に建てて奉祀することになった。俗に「灌

口二郎」という。唐の太宗はこれを「神勇大将軍」に封じた。唐の玄宗が蜀に行

ったとき、「赤城王」に封じた。宋の真宗朝となり、益州に大乱が発生すると、真

宗皇帝は張乖崖を蜀に派遣してこれを治めた。張乖崖は二郎神の廟に詣でて、求
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神助を求めたところ、果たしてそのためによく克つことができた。そのため朝廷

に奏上し、追尊してその聖号を「清源妙道真君」とした。（122）
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『三教捜神大全』より清源妙道真君　二眼であり髭がある

この記事は、『捜神広記』と『捜神記大全』にも見えている。但し、『捜神記大全』の方は

目録においても本文においても、これを「灌口二郎神」とする。二郎神を趙豆、すなわち

趙二郎とするのは、元明の雑劇によく見られる。例えば『二郎神鎖斉天大聖』（123）雑

劇では、二郎神が次のように自称する。

われは二郎真君これなり。俗姓は趙、名は燈。幼くして道士李班に従い、青城山

に隠れた。階の揚帝の時、揚帝はわれの大賢なるを知り、嘉州太守とした。郡に

は左に冷源二河があり、そこに健蚊が住みついており、春夏と害をなした。われ

は刀を持って水に入り、蚊を斬って躍り出た。後に官位を棄てて道に学び、白日

昇天した。そして「清源妙道真君」の号を加封された。（124）

ほとんどこの故事は、『三教捜神大全』の記述と一致する。またこの故事自体を劇とした『灌

口二郎斬健鮫』（125）も存在する。『二郎神酔射鎖魔鏡』（126）雑劇においても、二

郎神は趙呈と名のり、またほぼ同じような話を述べる。
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　少なくとも元から明の間にかけては、二郎神は趙呈、或いは趙燈という名であり、また

較を斬った故事を有し、さらに七聖という部下があったということが広く知られていたも

のと思われる。『三教捜神大全』の記事は、まさにこの事情を反映したものであろう。

　しかし明末になると、『西遊記』に見られるような「楊二郎」、或いは『封神演義』の「楊

獣」といった伝承が強くなり、二郎神の姓は楊であると見なされるようになる。「清源妙道

真君」の号も、楊二郎に伴うものとされてしまう。

　ところで、『捜神広記』及び『三教捜神大全』においては、「義勇武安王jの次が「清源

妙道真君」、すなわち、関羽のすぐ後に二郎神が配されている。これは単なる偶然には思え

ない。

　『道法会元』においては、二郎神は関羽と共に出てくることが多い。例えば、『道法会元』

二百五十九「地祇賊魔関元帥秘法」の「天師斬蚊」の符には、次のような文章が見える。

右の符は、清源妙道真君陳呈、崇寧真君関羽、禁将趙曼・関平などの神将を派遣

し、急ぎその役に用いるためのものである。（127）

もっとも、ここでは「清源妙道真君」は、陳豆という名になっている。別に「禁将」趙曼

とう名も見える。さらに、巻二百六十「鄭都朗霊関元帥秘法」では以下のような記載があ

る。

主法

祖師三十大天師　虚靖張真君

将班

主将鄭都朗霊戯魔大将　関元帥謹羽

副将清源真君　趙晃

　すなわち、鄭都系の法術においては、清源妙道真君は関元帥の副将として扱われていた

のである。このように、『捜神広記』において、関羽の後にすぐ二郎神が配されていること

は、両者の密接な関係を物語るものと言えよう。

　とはいえ、ここの「清源妙道真君」は恐らく趙豆とは関係があると推察されるものの、

イコールニ郎神を指すかどうかまでは断言できない。「趙豆」という名を分断して二つの神

格にしたのか、或いは「趙受」と「陳豆」が合わさって「趙豆」としたのかは判然としな

いが、『道法会元』の記載が、時に『捜神広記』よりも古い伝承を反映していることが多い

ことからすると、始めに「趙曼」「陳呈」の二神将があり、後に「趙豆」となったものか。

10．呉客三真君と祠山張大帝

　『捜神広記』『三教捜神大全』に見える神々には、後に信仰が衰えていき、明代の通俗文
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学などにおいて、やや影が薄くなったものが幾つかある。ここではその中で、『道法会元』

にも名の見える葛・唐・周の三将軍と祠山張大帝について若干考察する。

　さて『三教捜神大全』の巻二に収録される「呉客三真君」とは、すなわち葛・唐・周三

将軍のことである（128）。
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『三教捜神大全』より呉客三真君　すなわち唐葛周三将軍

昔、周の属王には三名の諌官があった。これが唐・葛・周の三官である。（略）三

官は諌めて言う。「先王は仁義をもって国を守り、道徳をもって民を教化しまし

た。」（略）このようにしばしば諌めたにもかかわらず、属王は全く聞き入れない。

そこで三官は職を棄て、南の呉の地へと向かった、呉王は彼らを迎えて大いに悦

んだ。（略）後に腐王が莞じ、宣王が即位したと聞いて、三官は周国に戻った。（略）

三官は功績により、封号を与えられることになった。すなわち、唐宏、字文明、

は孚霊侯となり、葛雍、字文度は、威霊侯となり、周斌、字文剛は、挾霊侯とな

った。宋の大中祥符元年（一〇〇八）、真宗は泰山に封禅の儀を行った。泰μ」の天

門に至ると、そこに三名の仙人が空より下ってきた。真宗皇帝が恭しくこれに問
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うたところ、三仙は、「天命を奉じて玉駕を護衛しております」と答えた。真宗は

彼ら三名を、それぞれ「上元道化真君・中元護正真君・下元定志真君」に封じた。

（129）

すなわちこれによれば、「呉に客となった」から「呉客」と称していると考えられる。

　先に見たように、この三将軍にっいては、『道法会元』をはじめとする多くの道教経典に

おいて記載がある。例えば、『道法会元』巻百八十一「上清五元玉冊九霊飛歩章奏秘法」に

は、天門を守護する三将軍として、上元将軍唐宏・中元将軍葛雍・下元将軍周武の名が見

えている。金允中の『上清霊宝大法』（130）には、北極四聖など一部を除いて、元帥神

に関する記載がほとんど無い一方で、この「三元唐葛周三将軍」については記載がある。

恐らく道教の神将としては、元帥神よりも来歴の古いものであり、オーソドックスな神将

であると言える。

　しかし呂宗力氏らの指摘によれば、この三将軍は、宋代において既にその名は不明とな

っており、僅かに姓のみが知られるだけであった。そして元明の間に、周の属王の臣下で

あるとの伝承が附会されたとする（131）。むろん『三教捜神大全』のこの記事は『捜神

広記』を引き継いだだけものであるから、その元代の故事が反映されているものと考えら

れる。また三将軍は数多くの廟宇があったとされるが、後の通俗文学などの作品にはほと

んど登場しない。

　祠山張大帝も、著名な神であるものの、元明の通俗文学にはあまりその姿は見えないも

のである。ただ『三教捜神大全』に記事がある他、『道法会元』にも記載がある。『三教捜

神大全』の「祠山張大帝」の故事は次のようなものである（132）。

祠山聖烈真君は、姓を張、名を渤、字を伯奇といい、武陵龍陽の人であった。父

を龍陽君といい、母を張姫といった。その父の龍陽君と張塩が太湖の破に遊んだ

時、昼であるにもかかわらず日が見えなくなり、風雨が起こって闇となり、雲が

上を覆った。また五つの瑞祥の青雲がわき、雷が鳴り響いた。そんな中、張姫の

所在が不明となった。しばらくして空が晴れると、張姐の前に天女が現れて言う。

「われは汝の祖である。そなたに金丹を授けよう。」その金丹を服すると、すでに

妊娠していた。懐胎すること十四ヶ月、漢の神雀三年二月十一日夜半に張渤を生

んだ。張渤は長じて雄偉な貌であり、寛仁大度にして、感情を表に出すことが少

なかった。身長は七尺で、鼻が高く美髭あり、髪を垂らせば地に届いた。そして

水火の術に通暁していた。ある時、張渤に向かって神が現れ、「この地は荒僻にし

て、家を建てるところではない。他の場所に行くように」と命じた。時に神獣が

前を導いたが、その形は白馬のようで、その声は牛のようであった。張渤は夫人

李氏と共に東のかた呉の会稽に遊び、漸江を渡り、茗雲の白鶴山に至った。山に

は四っの河が流れ、その流れは山の下で会した。張渤公はそこに居住することに
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した。（略）唐の天宝年間に、祈雨において霊験があり、始めて水部員外郎に任ぜ

られた。また「横山」を改めて「祠山」とした。唐の昭宗は司農少卿の位を贈り、

金紫を賜った。唐の景宗は「広徳侯」に封じた。南唐においては、司徒とされ、「広

徳公」に封じられた。後晋では「広徳王」とされた。宋の仁宗は「霊済王」に封

じた。寧宗の代に至り、号を加えて八字の王とした。理宗の淳祐五年（一二四五）、

改封して「正佑聖烈真君」とした。威淳二年（一二六六）十二月十二日に至り、

加封せられて「正佑聖烈昭徳昌福真君」となった。（133）

『三教捜神大全』より祠山張大帝

この説話自体にはほとんど特色が無いし、かなり作為的なものが感じられる。まず張大帝

の生まれた「神雀」という年号は漢の時代には無い。もっとも、『史記』の「暦書」には、

「神雀」の年号があるが、これとの関連は薄いものと思われる。また張渤の姿は、『三国志

平話』に見える劉備の容姿の形容と酷似する（134）。呂宗力氏らの考察によれば、張大

帝の号の一つに「昭烈大帝」があることから（135）、「昭烈帝」劉備との混同があるも

のか。

　その号に祠山とあることから、恐らくこの神は安徽省の祠山一帯の地方神であったと考
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えられる。その性格は水神であったと思われ、二郎神と似た面がある。宋代にはかなり信

仰が盛んであり、明代においても、関帝や華光と並び称せられたほどであった（136）。

　その信仰を反映してか、『道法会元』にはこの張大帝を中心とした法術が採録されている。

すなわち巻百三十の「北真水部飛火撃雷大法」と巻百三十一の「石厘水府起風雲致雨法」

では、その法術の中心的な存在として張大帝が充てられている。特に「石厘水府起風雲致

雨法」では、祈雨の法術であり、その神将として張大帝と配下の神が重視されていること

が分かる。

帥将

祠山正佑聖烈真君　張渤

左衛大将軍　丁聖者嘆

右衛大将軍　壬聖者游

先鋒報応大将軍　方通

張大帝は春属が多く、『三教捜神大全』には、夫人李氏・九弟・五子・八孫の封号について

いちいち記載があるが、最後に「佐神丁壬二聖者・打撲方使者」（137）の名が見える。

すなわちこれが『道法会元』に見える「丁聖者・壬聖者・方使者」と対応しており、これ

らが張大帝の配下として広く知られていたことが判明する。

　『道法会元』においては、張大帝は完全に水部の神として、玄天上帝の下に位置せられ

ている。とはいえ、後の『北遊記』などの玄天上帝に関係する文献にはあまりその姿が見

えない。これに限らず通俗文学においては、総じて張大帝の影は薄い。

11．天妃に関する記事の特色

　『三教捜神大全』の中でも、特異な地位を占めるのは、「天妃娘娘」、すなわち嫡祖の記

事である。婿祖については、これまでも数多くの研究があり（138）、特にこの『三教捜

神大全』の項目については、李献璋氏による詳細な検討があるが、ここではそれを踏まえ

た上で幾っかの問題を検討することとする（139）。その「天妃娘娘」の記事の内容は、

次の通りである（140）。

天妃の姓は林といい、もとは興化路寧海鎮に生まれた。すなわちその地は、蓄田

県の治八十里の浜で湘州の地である。母陳氏は、かつて夢に南海観音に優鉢花を

与えられ、これを飲むと、すでに懐胎していた。（略）唐天宝元年（七四二）三月

二十三日に誕生した。誕生の日には、異香が付近にただよい、十日を経ても香り

が残っていた。（略）天妃は五歳にして能く観音経を読んだ。（略）笄の年になっ

ても、決して嫁がぬと誓う。父母も無理に他に嫁がそうとはしなかった。そのま

ま居ることいくばくもなく、｛嚴然として端座したまま逝去した。（略）明の世祖永
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楽皇帝の七年（一四〇九）に、中貴人の鄭和が西南夷に向けて出航した際、天妃

の廟において安全を祈祷した。（略）遂に勅封して「護国庇民妙霊昭応弘仁普済天

妃」とした。（141）

『三教捜神大全』より天妃娘娘

嬬祖の出生や事跡にっいては、資料によって異なる伝承を採録している。しかし、李献璋

氏の指摘によれば、この『三教捜神大全』の「天妃娘娘」の記載は、ほとんどそれまでの

所伝と関連の無いもので、かなり恣意的に組み立てられたものであると言う（142）。

　実際、嬬祖の生きていた時代は、多くの資料が五代・宋とするのに対し、この『三教捜

神大全』の記事のみは、古く唐の天宝年間とする。また母が観音菩薩から優鉢花を与えら

れ、これを懐胎したとするなど、確かに作為的な記述が目立っ（143）。

　さて、先に見たとおり『三教捜神大全』はその多くの記事を、『捜神広記』から襲用して

いる。そのため当然ながら、両者で共通する記事は多い。

　一方で、『捜神記大全』も『捜神広記』から大半の記事をそのまま受け継いでいる。だか

ら、『捜神広記』『三教捜神大全』『捜神記大全』の三者ではかなりの記事が一致する。

　しかしさらに『捜神広記』に見えないにもかかわらず、『三教捜神大全』と『捜神記大全』
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に共通するという記事が幾っか存在する。これは『三教捜神大全』と『捜神記大全』が、『捜

神広記』の後に発展した別の「捜神」類書を共通の祖本としているためであるのは間違い

ない。ただ問題は、『三教捜神大全』と『捜神記大全』の両者に項目がありながら、中身の

文章がかなり異なる記事が一部で存在するということである。例えば、「五方之神」などの

項目は、両者が共に内容がほぼ一致するので、恐らくはその基づいた祖本が、元来その記

事を有していたのだと分かる。しかし、例えば「観音菩薩」や「天妃娘娘」といった項目

では、『三教捜神大全』と『捜神記大全』とでかなりその内容が異なっている。

　『捜神記大全』の「天妃」の項目は、次のようなものである（144）。

天妃は蓄の人であり、宋の都巡検林原の娘であった。生れながらにして神霊であ

り、よく人の吉兆を言い当てることができた。その没後に郷里の人間が廟を淵州

之喚に建てた。（略）歴代累封して天妃の位に至った。（145）

この『捜神記大全』の記事は、『三教捜神大全』の記事に比べて非常に短く、簡略なもので

ある。しかもその内容はほとんど一致しない。嬬祖の年代すら異なる。

　李献璋氏の指摘によれば、この『捜神記大全』の方の記事は、地方志に載っている鳩祖

の伝承の外に出るものではなく、そういった意味では非常にオーソドックスなものと考え

てもよいであろう（146）。

　『三教捜神大全』の方は、また鄭和についての記事を入れているのが特色である。さら

にこの文の末尾には、この記事自体が費最采の碑記を取り込んで記したものであることが

書かれている。李献璋氏によれば、その碑文は万暦二十六年（一五九八）に書かれたもの

であり、しかも万暦三十年（一六〇二）に著された『天妃娘嬬伝』との影響が考えられる

という（147）。そこまで断言できるかどうかはともかくとして、『捜神記大全』におけ

る羅懸登の序文が万暦二十一年（一五九三）に書かれていることを勘案すると、『三教捜神

大全』の方が『捜神記大全』よりやや遅く現れ、天妃嬬祖に関する記述も大幅に書き改め

られたと考えることは十分に可能であろう。

　ところで『天妃娘嬬伝』は、また『天妃林娘娘伝』とも呼ばれ、三十二回の長さを持つ

通俗小説である。確かに、この小説には、冒頭に観音菩薩が登場したり、嬬祖が元神を出

して難破する船を救ったという話が載せられていたり、『三教捜神大全』の記事と共通する

面がある（148）。先に見た馬元帥や股元帥の項目がそうであったように、『三教捜神大

全』には、民間の通俗文芸で発達した説話と関連性の深いものがよく見られる。恐らく、

この「天妃娘娘」の部分においてもそういった性格が出ているものであろう。そしてそれ

は、『捜神記大全』とは異なるものである。むろん『捜神記大全』も、民間信仰の実情をよ

く反映するものであるが、その記事の基づくところは、やはり史書や経典など、ややオー

ソドックスな文献である。

　「天妃娘娘」と似たようなパターンは、『三教捜神大全』の「大妨夫人」（149）にも
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見られる。この項目は『捜神記大全』においては「順慧夫人」（150）となっている。す

なわち現在では臨水陳夫人、或いは三妨夫人の一として知られる神である（151）。これ

も、「順欝夫人」の項目が非常に短く、かつ無味乾燥な記述なのに対し、「大妨夫人」の方

は複雑で、かなり長い記事となっている。また李献璋氏によれば、この「大妨夫人」の記

載も『三教捜神大全』の記事は他に見られぬものであると言う（152）。

　『三教捜神大全』で、「天妃娘娘」「大妨夫人」の二神、すなわち福建で盛んな信仰があ

った嬬祖と臨水夫人の項目だけが、異様とも言えるほど内容を書き換えられているのは、

何かしらの理由があると思われる。『三教捜神大全』の書かれた地域について、李献璋氏は

「五両」の語に注目して、次のように言う（153）。

天妃娘娘の説話に「五両」が出ているのは、記事の書かれた地域が鉛山の付近を

起点とする銭塘江と、長江の都陽湖から下流との間であったことを暗示するとし

なければならぬ。

ただ、この語をもってのみ断定できるかどうかは不明である。李氏はまた『三教捜神大全』

の「九鯉湖仙」（154）の項目に手が加えられていることを指摘するが、この神も福建の

神である。むしろ『三教捜神大全』の編者は福建と関わりの深い人物で、それ故に「九鯉

湖仙」「天妃娘娘」「大妨夫人」という、福建地方の三神の項目については、特別に注意を

払って項目を書き換えたのではあるまいか。

12．その他の元帥神について

　最後に、『三教捜神大全』に記事があるものの、これまで検討しなかった幾つかの元帥神

についてまとめて見てみたい。

　李元帥については、『三教捜神大全』の「李元帥」（155）ではこれを海神とする。そ

の名は李封といい、南海の海賊であったとされる。この伝承の基づくところは不明であり、

また『道法会元』などの経典においても、姓が李である神将は数多く存在するため、その

比定が難しい。敢えて憶測すれば、巻百三十の「北真水部飛火撃雷大法」にみえる「水部

駆龍大神・李順」が近いか。

　『三教捜神大全』の「王高二元帥」（156）に見える王鉄・高銅の二元帥は、伝によれ

ば戦国期に韓王に使えた者であるという。『道法会元』などには姓を王とする神将は甚だ多

いが、この王・高二元帥に相当する者がどれに当たるかは不明である。

　田呂元帥は、『三教捜神大全』「田呂元帥」（157）の項目にその伝が見える。蒼龍の子

であるとされ、雷部の神としての性格が強い。姓が田であるのか、呂であるのか、やや不

明確であるが、恐らく呂とすべきであろう。『道法会元』では、巻百二十五の「九州社令蛮

雷大法」の一連の「九州社令」系統で中心となる神将に康・劉・呂の三元帥がある。この

「九州社令撃剥使者呂魁」が該当するか。或いは、巻四十に見える「呂・丘・田・何・盧・
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路諸大功曹」のうち、田・呂の両使者の名が混じたものか。

　党元帥は、『三教捜神大全』「党元帥」（158）に事跡が見える。名は党籍。この神は「元

祐丁未」に生まれたとする。北宋元祐年間と思われるが、該当する年次は無し。また記事

には、「晋の昭察使に任ぜられ」という記載もあるが、すると後晋代となるか。この神もそ

の典拠がやや見いだしにくい。

　『三教捜神大全』の「副応元帥」（159）については、姓は副とする。「乾符九年」に

生まれたとするが、唐の乾符年間は六年で終わる。また「壬寅年」とするが、それも該当

するものが無い。恐らく党元帥の記事同様、年代については怪しい。

　高元帥については、これはむしろ医薬の神であるとする。『三教捜神大全』の「高元帥」

（160）の記事によれば、元帥は姓を高、名を員といい、「薬師天尊」の徒弟であったと

いう。この神については、現在の道教儀礼書にも「監生高元帥」（161）とあり、有力な

元帥神の一つであるとは言えよう。また『道法会元』の中にも高姓の元帥は多い。

　朱元帥については、『三教捜神大全』「朱元帥」（162）では、名を朱彦矢といい、下界

で悪事を行っていたのが、玄天上帝や謝天君に退治され、その後「不信道法」の者を処罰

するよう、元帥に封じられたとの故事を載せる。この朱元帥は、すなわち『道法会元』の

巻百五十四と百五十五の「混元六天妙道一無如意大法」に記載のある「雷府管打不信道法

大将軍・朱彦明」のことであろう。他の法術においても、朱将軍の名はたびたび見える。

蘇州玄妙観の雷部十二天君の一人でもあり、雷部ではかなり有力な神である。

　ただいずれにせよ、『三教捜神大全』における各元帥の形象や故事は、道教側に見られる

ものとは相違しており、恐らく民間において発展したか、或いは作為せられたものである

と考えられる。

　なお、これらの元帥神のほとんどは、『北遊記』には登場している。それは『北遊記』が

この『三教捜神大全』に基づいて小説を構成したことを示すものと思われる。しかし一方

で、『三教捜神大全』と『北遊記』で、かなり故事が変わっているものも存在する。例えば、

高元帥は『北遊記』では北極紫微大帝の化身ということになっている。そういった改変は、

『北遊記』の作者である余象斗によってなされたものか、民間にそのような説話があった

のを取り入れたものかは判然としない。ただ、『三教捜神大全』と『北遊記』の刊行期は近

いと思われ、余象斗の作為によるものと見なした方が妥当であろう。

注
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49．買二強『唐宋民間信仰』（福建人民出版社・2003年）367頁。

50．拙稿「萬福寺伽藍堂の華光菩薩像にっいて」（『黄漿文華』第122号・黄壁山萬福寺文華

　殿黄粟文化研究所・2003年）120～124頁。

51．『孤本元明雑i劇』（台湾商務印書館・1977年）第九冊所収。

52．『元曲選外編』（中華書局・1959年）652頁。

53．鷹夢龍『警世通言』（人民文学出版社・1956年）411頁。

54．原文：話説故宋時杭州普済橋有個宝山院、乃嘉泰中所建、又名華光廟、以奉五顕之神。

　　（略）此五顕、乃五行之佐、最有霊応。或言五顕即五通、此謬言也。紹定初年、丞相鄭

　清之重修、添造楼房精舎、極其華整。遭元時兵火、道侶流散。（略）左右民居、亦皆凋

　落。至正初年、道士募縁修理、香火重興、不在話下。

55．『太上洞玄霊宝五顕霊観華光本行妙経』（『万暦続道蔵』S．N1448）

56．前掲『絵図三教源流捜神大全』65～69頁。

57．前掲呂宗力・簗保群『中国民間諸神』536～561頁。

58．『幽明録』（魯迅『古小説鉤沈』新芸出版社・1970年）239頁。

59、前掲買二強『唐宋民間信仰』339頁。

60．前掲『絵図三教源流捜神大全』66頁。

61．原文：自是神降、格有功於国、福祐斯民、無時不顕。先是、廟号止名五通。大観中、始

　賜廟額日霊順。宣和年間封両字侯、紹興中加四字侯、乾道年加八字侯。（略）淳煕初封

　両字公。理宗改封八字王号。第一位顕聡昭応霊格広済王　顕慶協恵昭助夫人　第二位顕

　明昭列霊護広祐王　顕恵協慶善助夫人　第三位顕正昭順霊衛広恵王　顕済協佑正助夫
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62．『五顕霊観大帝灯儀』（『正統道蔵』洞真部S．N．206）

63．元妙宗編『太上助国救民総真秘要』（『正統道蔵』正一部S．N1227）

64．胡文和『四川道教仏教石窟芸術』（四川人民出版社・1994年）201頁。

65．前掲買二強『唐宋民間信仰』351頁。

66．前掲『絵図三教源流捜神大全』223～224頁。

67．原文：帥姓温、名壇、字子玉。後漢東顕郡人、今漸江温州是也。（略）幼而神明、七歳

　学歩天星、十歳通儒経伝。（略）十九歳科第不中、二十六歳明経、射策不中。（略）蒼龍
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68．趙道一『歴世真仙体道通鑑』（『正統道蔵』洞真部S．N．296）、同『歴世真仙体道通鑑続

　編』（『正統道蔵』洞真部S．N297）、及び同『歴世真仙体道通鑑後集』（『正統道蔵』洞
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69．張虚靖の代位を三十代とすることについては問題がある。詳しくは拙稿「天師張虚靖の
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70．前掲『絵図三教源流捜神大全』238頁。なお「張元帥」の項目は別に存在するため、こ
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71．原文：公姓張、名巡。（略）唐玄宗時進士出身、官拝碓陽令、遭安禄之変。（略）公負孤

　城、臨機応変、不依古法、前後三百余戦、百戦百克。（略）真古天地一孤忠哉。後唐宋
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72．ポール・カッツ（康豹Paul　R．　Katz）「道教与地方信仰：以温元帥為個例」（『台湾宗教

　研究通訊』蘭台出版社第四期・2002年）10～20頁。
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75．前掲『絵図三教源流捜神大全』245～246頁。

76．原文：帥有姓孟名山者、仁義孝慈、万古不磨。至今賞人心願者。観其為獄官釈囚一事、

　足ト其概。（略）帥以残冬思親、動蘭門数百之泣。皆切慕親、El、而独無母乎。無相見

　也。帥哀其懐膝下想、遂泣与囚約、囚亦泣与帥約、至今冬廿五日而釈、来正初五而還。

　果不爽一焉。
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　　瓜錘、与玉璽相周旋。
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83．前掲『四遊記』227頁。
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85．前掲『絵図三教源流捜神大全』214頁。
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87．『後漢書』（中華書局版）1786～1787頁。
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　　において詳細に分析されており、また馬書田『中国民間諸神』（団結出版社・1997年）

　　204～208においても検討されている。

89、前掲『絵図三教源流捜神大全』142頁。

90．原文：姓趙、誰公明、鐘南山人也。自秦時避世山中、精修至道、功行円成、欽奉玉帝旨

　　召為神雷副帥。按元帥乃皓廷轡度天彗覚昏梵気化生、其位在乾、金水合気之象也。其服

　　色、頭戴鉄冠、手執鉄鞭者、金違水気也。面色黒而髭髪者、北気也。跨虎者、金象也。
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　　元帥之主掌、而帥以金輪称、亦西方金象也。元帥上奉天門之令、策役三界、巡察五方、

　提点九州、為直殿大将軍、為北極侍御史。昔漢祖天師修煉仙丹、龍神奏帝、請威猛神吏

　為之守護、由是元帥上奉玉旨、授正一玄壇元帥、正則万邪不干、一則純一不二之職至重。

　天師飛昇之後、永鎮龍虎名山。蕨今三元開壇伝度、其趨善建功謝過之人、頑冥不化者、

　皆元帥掌之。故有龍虎玄壇、実賞罰之一司。部下有八王猛将者、以応八卦也。有六毒大

　神者、以応天熱・地黙・年熱・月熱・日熱・時繁也。五方雷神・五方狽兵、以応五行。

　　二十八将、以応二十八宿。天和地合二将、所以象天門地戸之閨踊。水火二営将、所以象

　春生秋熱之往来。駆雷役電、喚雨呼風、除疽勇疲、保病穣災。元帥之功莫大焉。至如訟

　冤伸抑、公能使之解釈公平、売買求財、公能使之宜利和合。但有公平之事、可以対神祷、

　無不如意。故上天聖号為高上神雷玉府大都督、五方之巡察使、九州社令都大提点、直殿

　大将軍、主領雷莚副元帥、北極侍御史、三界大都督、応元昭烈侯、掌士定命設帳使、二

　十八宿都総管、上清正一玄壇飛虎金輪執法趙元帥。

91．前掲呂宗力・簗保群『中国民間諸神』534～535頁。
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92．前掲『絵図三教源流捜神大全』157頁。

93．前掲呂宗力・饗保群『中国民間諸神』532～533頁。

94．澤田瑞穂「黒神源流」（『中国の民間信仰』工作舎・1982年）104～116頁。
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96．拙稿「玄天上帝の変容一数種の経典間の相互関係をめぐって一」60～77頁参照。

97．前掲『絵図三教源流捜神大全』178～179頁。

98．原文：裏陽洛里、姓王、名悪、字乗誠。父講臣、早逝、母郡氏、遺胎而生帥干貞観時丙

　　申年七月庚申日申時。帥幼孤不読、有管力、性剛暴質直、市中有不平者、直与分憂。鋤

　硬燵横、国人服其公、且憧其武。第多執性、不容人分曲直、故含恩者衆、而仇之不尽浪

　焉。（略）遂至荊裏間。有古廟為江怪所占、顕霊本方里、遁年六月六日会主備牛羊猪各

　十牽、酒十醸、免底否則、人物流血而疫。逓会、貧苦者幾至醤男女以絢之、悲声盈耳。

　帥悪而焼之、廟像両儘、怪風大作。適値薩真人托薬救疽以来、遂作法反風而滅妖、境籍

　以安。（略）玉帝敷封訟洛王元帥、錫金印如内蒙赤心忠良四字、管天下都社令。

99．前掲『絵図三教源流捜神大全』88～89頁。

100．　原文：薩真人、名守堅、蜀西河人也。少有済人利物心、嘗学医、誤用薬殺人、遂

　棄医道。聞江南三十代天師虚静先生及林王二侍震道法、歩往師之。至陳、行嚢已尽。見

　三道人来、問堅何所往。堅告以故。道人日、天師羽化　。複問王侍辰、日亦化　。再問

　林霊素、日亦化　。薩方恨恨、一道人日、今天師道法亦高、吾与之有旧、当為作字、可

　往訪之。吾有一法相授、日間可以自給。遂授以究喪之術。日兜一棄、可取七文。一日但
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　挙家皆突、乃虚靖天師親筆也。信中言、吾与王侍辰、林天師遇薩君、各賜一法授之実。

　可為参録奏名。真人後法愈大顕。（略）継至湘陰県浮梁、見人用童男童女生祀本処廟神。
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　濯足、見水有神影、方面黄色巾金甲、左手捜袖、右手執鞭、真人日、爾何神人也。答日、

　吾乃湘陰廟神王善、被真人焚吾廟後、今相随一十二載、只侯有過、則複前仇。今真人功

　行已高、職隷天枢、望保奏以為部将。真人日、汝兇悪之神、坐吾法中、必損吾法。其神

　即立誓不敢背盟。真人遂奏帝、牧系為将、其応如響。

101．　李豊　『許遜与薩守堅一郵志誤道教小説研究一』（台湾学生書局・1997年）208～

　213頁。

102．　　『捜神広記』が「峡」が峡州であるとすれば、恐らく湖北省宜昌であると思われ

　　る。『三教捜神大全』の「陳」は幾つか可能性があるが、河南省陳県、或いは陳西を指

　すか。しかし『捜神記大全』「蜀中」だとすれば、四川省を出ぬうちに路銀が尽きたこ

　　とになる。龍虎山に向かったのであるとするなら、やはり『捜神広記』が「峡」とする

　のが正しいか。
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103．　前掲李豊　『許遜与薩守堅』211頁及び216頁。

104．　　『呪棄記』（『明代小説輯刊』第一輯第四冊・巴蜀書社・1993年）618頁。

105．　趙道一『歴世真仙体道通鑑』（『正統道蔵』洞真部S．N．296）、同『歴世真仙体道通

　鑑続編』（『正統道蔵』洞真部S．N．297）、及び同『歴世真仙体道通鑑後集』（『正統道蔵』

　洞真部S．N298）参照。薩真人の伝は『歴世真仙体道通鑑続編』に収録。

106．　前掲李豊　『許遜与薩守堅』212頁。

107．　　『太上元陽上帝無始天尊説火車王霊官真経』（『万暦続道蔵』S．N．1443）

108．　前掲李豊　『許遜与薩守堅』223頁。

109．　　前掲『絵図三教源流捜神大全』181頁。

110．　原文：天君姓謝、講仕栄、字雷行。於貞観初、一輪火光如闘、直射入山東火焔山

　界。謝恩其父、韓其母也。帥性烈、貌悪、不屈於豪、亦不敗干法。（略）蓋役愈苦而才

　愈弁、事愈険而功愈奇、赤心烈節、柄干天日。誠不虚玉帝之寵於耳目臣也。宜受職於火

　徳天君、執金鞭、架火輪、頭頂道冠、以司充陽之令。

111。　前掲呂宗力・簗保群『中国民間諸神』133～134頁。

112．　　『史記』（中華書局版）1368～1369頁。

113．　原文：自斉威、宣之時、駿子之徒論著終始五徳之運、及秦帝而斉人奏之、故始皇

　采用之。而宋母忌、正伯僑、充尚、羨門高最後皆燕人、為方倦道。

114．　前掲『史記』1369頁。

115．　原文：索隠案、楽産引老子戒経云、月中仙人宋無忌白沢図云、火之精日宋無忌。

　蓋其人火仙也。

116．　前掲『絵図三教源流捜神大全』428頁。

117．　原文：神姓宋、名無忌。漢時人也。生有神異、死而為火精。唐牛僧儒立廟祀之、

　以薩火災。廟在武昌府之城東七里。（略）本朝重建俗云火星堂。今江東各所之火星廟皆

　其神也。

118．　前掲『四遊記』81頁。

119．　原文：玉帝聞奏大怒、便差火部元帥宋無忌入朝、帯領天兵三万、火速前往中界収

　捉華光。宋無忌得旨、即出南天宝徳関、点斉天兵、殺至中界。

120．　二郎神にっいては、黄芝陶『中国的水神』（上海文芸出版社・1988年・原1934年

　発行）が詳しく、また前掲呂宗力・饗保群『中国民間諸神』450～462頁において、諸

　家の説を検討する。

121．　前掲『絵図三教源流捜神大全』113頁。
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　州太守。郡左有冷源二河、内有健為老蚊、春夏為害、其水浸漆、漂滝傷民。呈大怒、時
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　有頃、其水赤、石崖奔、吼如雷。豆右手持刃、左手持較首、奮波而出。時有佐皇入水者

　七人、即七聖是也。公斬較、時年二十六歳。階末天下大乱、棄官隠去、不知所終。後因
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　真宗朝、益州大乱、帝遣張乖崖入蜀治之。公詣祠下、求助於神、果克之。奏請於朝、追

　尊聖号El清源妙道真君。

123　　『孤本元明雑劇』（台湾商務印書館・1977年）第十冊所収。

124　　原文：吾神二郎真君是也。俗姓趙、名燈。幼従道士李班、隠青城山、至惰場帝、
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　而出。後棄官学道、白日衝昇。加吾神清源妙道真君。

125　　前掲『孤本元明雑劇』第十冊所収。

126　　『元曲選外編』（中華書局・1959年）961～970頁。

127　　原文：右符、遣清源妙道真君陳豆、崇寧真君関羽、禁将趙曼・関平、如役緊用。

128　　前掲『絵図三教源流捜神大全』103～104頁。

129　原文：昔周腐王有三諌官、唐・葛・周也。（略）三官諌日、先王以仁義守国、以道

　徳化民。（略）屡諌弗聴、三官棄職、南游於呉、呉王大悦。（略）後知属王亮、宣王立、

　復帰周国。（略）三官既昇加封侯号、唐宏、字文明、孚霊侯。葛雍、字文度、威霊侯。

　周斌、字文剛、挾霊侯。宋祥符元年、真宗東封岱嶽、至天門、忽見三仙自空下。帝敬問

　之、三仙日、奏天命護衛玉駕。帝封三仙日、上元道化真君、中元護正真君、下元定志真

　君。

130　　金允中編『上清霊宝大法』（『正統道蔵』正一部S．N．1223）

131　　前掲呂宗力・簗保群『中国民間諸神』689頁。

132　　前掲『絵図三教源流捜神大全』118～121頁。

133　　原文：祠山聖烈真君、姓張、謹渤、字伯奇、武陵龍陽人也。父日龍陽君、母日張

　塩。其父龍陽君与塩游於太湖之破、正昼無見、風雨晦冥、雲蓋其上、五祥青雲、雷電並

　起、忽失姫処。俄頃開霧、姐言見天女、謂日、吾汝祖也。賜以金丹。已而有娠、懐胎十

　四個月、当西漢神雀三年二月十一日夜半生。長而奇偉、寛仁大度、喜怒不形於色、身長

　七尺、隆準美髪、髪垂委地、深知水火之道。有神告以地荒僻、不足建家、命行。有神獣

　前導、形如白馬、其声如牛。遂与夫人李氏東游呉会稽、渡漸江、至若雲三白鶴山。山有

　四水、会流其下、公止而居焉。（略）唐天宝中、祷雨感応、初贈水部員外郎、即横山改
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134　　前掲『宋元平話集』756頁。

135　　前掲呂宗力・秦保群『中国民間諸神』466頁。
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　尉蒋忠烈公子文、晋成陽†忠貞公壷、宋済陽曹武恵王彬、南唐劉忠粛王仁謄、元国忠粛
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　林美容『嬬祖信仰与漢人社会』（黒龍江人民出版社・2003年）、李露露『嬬祖信仰』（学
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結　語

　これまで『三教捜神大全』や『道法会元』などの資料を中心に、元帥神などの神々の変

容について考察した。ここではそれに基づき、元帥神の変容についてまとめ、そして併せ

て、現代における祭祀の状況について見てみたい。

　まず、元帥神自体は五代から宋にかけて、神雷派や天心派などの発展とともに、道教に

流入したものであることは間違いないと思われる。元帥神の起源そのものは、各神によっ

てそれぞれ相違があろう。郵天君のような典型的な雷神があれば、殿元帥のように星神で

あったものもあり、また宋元帥のように火の神であったものもある。また関元帥のように、

史上の人物が属鬼として恐れられていたものもあれば、馬元帥のように、密教の護法神か

ら発展したと思われるものもある。これらの神々は、形象や性格については、互いに影響

を与えながら発展していった。

　これらの神が道教に取り入れられていく一方で、同時に多くの神が作為された。白玉婚

が嘆いたように、各派においてはかなり恣意的に法術と神将を結びつけていく傾向があっ

たようだ。この結果、『道法会元』（1）や『法海遺珠』（2）に見えるような、彩しい数の

元帥や、将軍・霊官・天君などといった神々が存在することとなった。

　これらの元帥は、特定の法術と密接な関係を持つものがほとんどであったが、徐々に主

に清微派が中心となって行われた神体系の再構築の中に取り込まれていくことになった。

『道法会元』には、その整理される前の体系と、整理された後のものが雑然と混在してい

るので、その動向を把握することは困難である。しかし強いて言うなら、『道法会元』前半

部においてはやや整理されたものが目立つ。それが載然と体系化されたものは、むしろ『無

上黄籔大斎立成儀i』（3）などに見えている。ここで整理された神体系は、後の道教や民間

宗教の祭祀儀礼に大きな影響を与えたものと考えられる。現在の台湾で行われている儀礼

書に、郵天君・劉天君・趙元帥・馬元帥・般元帥などの名が見え、一方で唐・葛・周三将

軍や崔・盧・郵・寛元帥などの名も見えているのは、このことを示すものと考えられる。

また四川の道壇の儀礼文書に見える元帥神が、ほぼこれらと一致するのも、実にこの体系

がある種の標準になったことを示してもいよう（5）。また民間祭祀の儀礼書にも、これら

の元帥神の名は必ずといってよいほど登場する。

　ただ、元から明にかけて、元帥神はまた民間において別途に発展を遂げた。そして、郵

天君や股元帥や温元帥や馬元帥などには、独自の故事が付加されていくことになった。

　『捜神広記』に含まれる関元帥・趙元帥・二郎神の説話がかなり道教の経典類に近いの

に対し、『三教捜神大全』で新たに増やされた温元帥・股元帥・王霊官などの多くの元帥に

関する故事は、ほとんど道教経典類との関連性が薄い。例えば温元帥の故事が、『地祇上将

温太保伝』（6）と『三教捜神大全』では全く異なったものとなっているのは、このような

傾向を示すものである。このように新旧の要素が混在しているのが、『三教捜神大全』の特
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色である。

　さらに『西遊記』や『封神演義』といった通俗文学においては、民間で発展した元帥神

の諸相が反映されている。例えば、道教経典においては郵・張の二元帥は、それぞれ郵伯

温・張元伯という名であるが、『西遊記』では郵化・張蕃となっている。その故事も、恐ら

くは民間において独自に発展したものがあったと思われ、多くの戯曲や小説に見える元帥

神の故事は、また『三教捜神大全』に見えるものとも異なっている。

　また、『道法会元』において非常に多くの元帥神が存在したが、その多くは通俗文学作品

においては姿を見せることなく、ごく一部の神格がクローズアップされることになった。

すなわち、温・関・馬・趙四大元帥や陶・張・辛・郵・荷・畢・鹿・劉の各天君、さらに

王霊官や股元帥などである。現在多くの道観や廟に祀られる元帥神は、ほとんどはこれら

の著名な神格である。これらの神の幾つかは、関元帥が関聖帝君となり、趙公明がもっぱ

ら財神として扱われるようになるなど、それ以降も変化を遂げていき、民間信仰における

主要な神格となった。一方で馬元帥のようにやや信仰の衰えたものもある。

　このように、元帥神は元明の道教儀i礼文書において固定された体系があり、それが後の

儀礼に大きな影響を与えた一方で、民間に独自に発展した体系と、それに付随する故事が

あり、変容し発展していった。『三教捜神大全』には、ちょうどその変容の中間の過程が反

映しており、幾つかの由来不明な元帥神も存在する。

　とはいえ、これは極めて単純化して考えたものであり、実際には元帥神の神体系は、も

っと複雑な変容と過程を経ている。そのため、衰えたはずの元帥神でも、現在でも信仰が

残されているものも多い。

　最後に、現在の儀i礼や灘戯に残される元帥について見てみたい。

　『福建寿寧四平塊偏戯華光伝』（7）には、福建地方の偲偏戯で演じられる嘩光伝」が

載せられている。これ自体は小説『南遊記』に基づくものである。ただ、衰えたはずの華

光信仰が根強く残っていることの証左となる資料である。この劇には、また卿旺や楊二郎、

温元帥・趙元帥・康元帥・韓元帥などの諸元帥が登場する。

　『湖南省黙陽県湾渓郷的観音酷和辰河木偶戯香山』（8）は、湖南における「観音礁」と

呼ばれる儀i礼についての報告である。ここで中心になるのは観音菩薩であるが、民間祭祀

にふさわしく、多くの道仏の神が混在している。「三界牒」でふれられる神は、五嶽・諸菩

薩といった神仏であるが、その中に「王・馬・段・趙四大元帥」という元帥がある。すな

わち、王霊官・馬元帥・股元帥に趙元帥である。また「開壇」では王霊官が現れて中心的

な役割を果たす。

　『江西省南豊県三渓郷石郵村的飛灘』（9）は、江西省の灘戯についての報告である。こ

こに登場する神々も、儒仏道が混在したもので、彩しい数があるが、その中には「雷部打

邪朱元帥・地司太歳股将軍・正一霊官馬元帥・主将玄壇趙将軍」があり、朱・股・馬・趙

の四元帥の名が見えている。

　『広西省環江県毛南族的還願儀i式』（10）においては、広西省の毛南族の灘戯が紹介さ
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れているが、興味深いことに、ここで登場する神将は、唐・葛・周の三将軍である。或い

はかなり古層に属すものか。

　『接龍喪戯』（11）には、四川において行われる道仏混渚の度合いが強い葬送儀礼にっ

いて報告があるが、そこに登場する元帥神は「恩将玄壇趙元帥・五安法主関元帥・押疽上

将温元帥・地祇上将殿元帥・雷門飛天張使者・大法風火田元帥」である。ここでは関羽を

元帥神として扱う。

　『江蘇省通州市横港郷北店村胡氏上童子儀i式』（12）では、巫医の行う灘についての報

告があるが、「霊官会」や「元帥会」が儀式の一つとしてあった。またその灘において言及

される元帥神は、郵天君・辛天君・張天君・劉天君・陶天君・王天君・馬天君・般天君・

鉄天君・朱天君・高天君・趙天君・温天君・周天君・関天君・陳天君・邸天君・鍾天君・

白天君といったものである。ここではなお、陳・邸といった元帥の名が残されている。

　『青河両岸的跳五狙』（13）は安徽省と江蘇省の界に当たる地区の儀礼の報告である。

この儀礼は、祠山張大帝を主とするものである。儀礼には、王霊官と馬元帥が登場する。

　『四川省江北県辞家郷上新村陶宅的漢族祭財神儀式』（14）では、財神すなわち趙公明

元帥を主神として祭祀が行われる。

　このように、中国各地で行われている儀i礼や灘戯において、元帥神は主要とは言えない

までも、重要な役割を果たす神格であることが多い。しかし、これらの各地方における儀

式については、古い層を残すものがある一方で、清代の『封神演義』の劇が発展した後の

影響を明らかに蒙っているものもあり、簡単には論じられない。ただ、こういった現在の

儀礼を理解する上でも、元帥神の性格やその変容については、ある程度は把握する必要が

あるだろう。
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